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ロータリーの目的

［ガバナー事務所］〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町1-1-8 第一日本オフィスビル8階4号
TEL：022-224-0151　FAX：022-224-0152 月～金10：00～18：00（土・日・祝日休み） E-mail：ri2520-sendai@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2520地区 鈴木　俊一ガバナーRotary international District 2520
■地区代表幹事／星  　　毅　■事務局長／和田 達雄　■事務局スタッフ／星川　隆裕 ・ 阿部　杏子
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2021-2022年度 クラブ送金関係案内

地区運営資金

■地区運営資金

36㌦×適用ロータリーレート×会員数（6/30付）
※内、1ドルは規定審議会分追加会費 

後期 35㌦×適用ロータリーレート×会員数（12/31付）
新入会員

ザ・ロータリアン誌
前期 12㌦×適用ロータリーレート×購読数
後期 12㌦×適用ロータリーレート×購読数

前期・後期または全期一括にて　目標額×会員数

ほかに特別寄付はその都度

但し、中途入会者は月額１部220円

（株式会社 プレスアート）

三井住友銀行
新宿通支店
普通預金６７３３２４４
口座名 ： 国際ロータリー
　　　   日本事務局

三井住友銀行　京橋支店
普通預金0920373
口座名 ： 公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会
ザイ）ロータリーヨネヤマ
キネンショウガクカイ

三井住友銀行
赤羽支店　普通預金
3978101
口座名 ： 公益財団法人
　　  ロータリー日本財団

ロータリー財団寄付金 全期

150㌦目標×適用ロータリーレート×会員数
（各クラブ提出の目標にそってご送金願います）

＊ RIの目標は一人100ドルですが、日本はクリアして
   いるので150ドルで設定しています。

米山記念奨学会
寄付金（豆辞典参照）

前期・後期ともに各クラブにて一人当たりの金額を決めていただき、
前年度を下回らない金額（会員数分）でお願いします。
（7月1日付、1月1日付）

人頭分担金
（一人当たり）

前期

比例人頭分担金 新入会員をRIへ報告(My Rotaryより)することにより、
都度加算される。

ロータリーの友購読料

七十七銀行　宮町支店
普通預金5024076
口座名：国際ロータリー
　　　 第2520地区
          ガバナー事務所
         代表幹事  星 毅

１．一般会計

前期 12,500円×会員数

後期 12,500円×会員数

区　分 内　　容 送 金 先

前期については会員数2021年7月1日
付、後期は2022年1月1日付で送金願
います。送金期限は前期2021年7月
20日、後期2022年1月20日です。

・ RIより各クラブへ請求書（メー  
  ル）が送られてくるので、上記      
  口座へ送金する。
・メールアドレスの登録がない  
  クラブは後日郵送されます。

送金後、『公益財団法人ロータリ
ー日本財団寄付送金明細書」に記
入の上、RI日本事務局財団室宛に
E-mailまたはFAXしてください。

「Rの友」より各クラブへ送
付の請求書を確認後、送金
願います。

寄付全般（クラブ寄付・地区
寄付・ポリオプラス・補助金・
恒久基金など）

前期 1,320円×購読数
後期 1,320円×購読数

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

1．真実か　どうか
2．みんなに公平か
3．好意と友情を深めるか
4．みんなのためになるか　どうか

今より450年を遡る戦国時代、一人の英雄がこの世に

生を受けた。仙台の町を開いた伊達政宗。

慶長5年の暮れ、青葉山の上に立ち、原野を見下ろす政宗。

そのとき彼は34歳、胸中去来したものは何であったか。

ロータリーの目的は、意義ある事業の
基礎として奉仕の理念を奨励し、これを
育むことにある。具体的には、次の各
項を奨励することにある。

知り合いを広めることによって
奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、
役立つ仕事はすべて価値ある
ものと認識し、社会に奉仕する
機会としてロータリアン各自の
職業を高潔なものにすること。

ロータリアン一人一人が、
個人として、また事業および
社会生活において、日々、
奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、
世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を
推進すること。

第 1

第 2

第 3

第 4

SERVE TO CHANGE LIVES

表紙写真提供

「ハイライトよねやま255号」が発行されました。米山記念奨学会
ホームページからPDFをダウンロードすることができます。
■今月のトピックス
●理事会開催報告
　―2022学年度は880人採用―
●第4代よねやま親善大使に　
　委嘱状を伝達
●寄付金速報
　 ―今年度は30日着金分まで―

●タイ米山学友会が総会を開催
●奨学生の安全を願って自転車
　をプレゼント！
●博士号取得状況
    http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

2021-2022年度 第2520地区ガバナー月信第1号をお届けいたし
ます。7月8日（木）より久慈ロータリークラブと種市ロータリー
クラブを皮切りに、鈴木俊一ガバナーの公式訪問がはじまり
ます。各クラブのみなさまにお会いできることを鈴木ガバナー
はじめ関係者一同心待ちにしております。また、事務局スタッフが
不慣れなため不手際が多いかもしれませんが、精一杯務め
させていただきますので、これから1年どうぞよろしくお願い
いたします。

お 知 ら せ 編 集 後 記
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2021-2022年度 第２５２０地区 諸報告の提出日及び提出先一覧

関係事務所

ガバナー事務所(地区の所定用紙/R友報告用) ①

②

③
④

④

国際ロータリー日本事務局
〒108-0073 東京都港区三田1-4-28　三田国際ビル24F

クラブ・地区支援室
財団室
経理室
業務推進・IT室

ガバナー会事務局
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F
RIJYEM事務局（国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構）
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F
ロータリーの友事務所
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F
ロータリー米山記念奨学会
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3F
ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3F
米山梅吉記念館
〒411-0941静岡県駿東郡長泉町上土狩346-1

My ROTARY より報告（現クラブ役員より報告）

03-5439-5802

その他情報変更（会員の住所、職業分類、
会員の種類)

ロータリー財団寄付

米山記念奨学会寄付
翌月15日必着

その都度

その都度

翌月15日必着

03-6431-8106

03-3436-6651

03-3434-8681

03-3433-6456

⑤7月1日、　1月1日
特別寄付は都度

7月

その都度

その都度

その都度

半期報告

翌月15日必着
会員異動（新会員、退会者、物故会員）

7月1日、1月1日

30日以内
（遅くとも7月1日と1月1日まで）

クラブ会員数・出席率報告(R友報告) 翌月15日必着

My ROTARYより報告

My ROTARY より報告
※第2520地区ホームページ参照

ガバナー事務所(地区の所定用紙/月信用) 

クラブ活動年次計画書（各クラブ作成のもの）

My ROTARYより報告

用紙はRIより送付される。クラブ会員50名毎に
1名又はその過半数(26名以上)につき追加代議員
1名を選ぶ。(国際大会出席者が持参してよい)

クラブ会長、幹事の変更

次年度クラブ会長、幹事、会計報告 2月1日

4月

次年度の寄付目標、会員増強目標

例会場、日時、事務所等の変更

クラブ定款(名称、住所)の変更

1.　ガバナー補佐
2.  ガバナー事務所
RI日本事務局へお問い合わせください
クラブ･地区支援室（メール：rijapan@rotary.org）

My ROTARY より報告
※第2520地区ホームページ参照

米山記念奨学会(所定の送金明細書)

ガバナー事務所(地区の所定用紙/月信用)

RI日本事務局(所定の送金明細書)
ガバナー事務所(地区の所定用紙/月信用)

信任状証明書(投票代議員カード付)
（会長、幹事のサインが必要）

※RI文献の入手はMy ROTARYより
※上記の書式(用紙)①～⑤については、第2520地区ホームページからダウンロードもできますのでご利用ください。
※My ROTARYのアカウント登録方法は、第2520地区ホームページでご確認ください

03-5439-5805
03-5439-5803

03-3433-6497

1.　My ROTARYより報告
2.　「ロータリーの友」事務所
3.　ガバナー事務所
1. My ROTARY より報告
2. ガバナー事務所

055-986-2946

名称・住所 電　話 F A X

03-5439-0405

03-3433-7395

03-6431-8107

03-3436-5956

03-3578-8281

03-3459-7506

055-989-5101

03-5439-5800

報告事項 期　 日 報 告 先
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身
の
携
帯
電
話
は
、古
い
タ

イ
プ
の
い
わ
ゆ
る『
ガ
ラ
携
帯
』で
し
た
。つい

先
月
２
月
１
日
か
ら『
ス
マ
ホ
』に
変
更
し
た

ば
か
り
で
す
。同
期
の
日
本
国
内
34
名
の
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
情
報
交
換
と
し
て
、ス
マ

ホ
に
付
属
し
た
ア
プ
リ
の『
ラ
イ
ン
』で
全
員

と
連
絡
を
取
り
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
た

め
、私
は
機
種
変
更
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

変
化
は
チ
ャ
ン
ス
と
も
い
わ
れ
ま
す
。ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
、き
っ
か
け
と
思
って
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
様
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。国
際

協
議
会
で
は
、『M

y 
Rotary

』を
開
い
て
、

自
分
で
必
要
事
項
を
入
力
し
て
か
ら
の
登

録
で
し
た
。今
後
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
様
々

な
情
報
を
活
用
す
る
た
め
に
、必
要
で
す
の

で『M
y Rotary

』への
登
録
を
な
さ
って
く

だ
さ
い
。ま
た
、ご
自
身
だ
け
で
は
な
く
、ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
登
録
率
の
向
上
を
お
願
い

致
し
ま
す
。１
０
０
％
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
。次
年
度
の
地
区
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会
で

も
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
し
い
情
報
交
換
に
慣
れ
て
く

だ
さ
い
。『
習
う
よ
り
慣
れ
よ
』で
す
。は
じ

め
は
周
り
の
方
々
か
ら
習
っ
て
慣
れ
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
n
e
t
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
の
国
際
協
議
会
は
、従
来
の
開
催
と

比
べ
ま
す
と
、日
本
国
内
か
ら
ア
メ
リ
カ
現
地
へ

の
移
動
時
間
、現
地
内
で
の
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

移
動
や
準
備
の
時
間
の
観
点
か
ら
、『
コ
ロ
ナ

の
せ
い
で
、い
え
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
、日
本
と

世
界
各
国
は
n
e
t
で
よ
り
近
く
な
っ
た
』

と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。こ
れ
は
面
積
の

広
い
当
地
区
内
で
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

日
本
を
含
め
て
、国
際
社
会
も
、コ
ロ
ナ
以

後
の
情
報
伝
達・コ
ミ
ュニュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
や
、産
業
構
造
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
従
来
の
活
動
の
良
さ

を
残
し
つつ
、時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、新

し
い
こ
と
を
も
っ
と
沢
山
導
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
際
協
議
会
は
日
本
で
は
、２
月
１
日
の

夜
11
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。私
は
家
内

と
２
人
、ア
メ
リ
カ
か
ら
のnet

配
信
で
開
会

国際ロータリー 第2520地区
2021-2022年度 ガバナー

鈴木　俊一

2
0
2
1
年 

国
際
協
議
会
で
学
ん
だ
こ
と

SERVE TO CHANGE LIVES
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2021-2022年度 国際ロータリー 第２５２０地区資金収支予算

※新型コロナウイルスによる地区事業・行事が中止になった場合は従前の課目から他の課目に振り分けることがある。     
※本年度は、特別会計を廃止し一般会計のみにする。     
※昨年度は、会員の地区分担金は一人年額30，600円。本年度は一人25，000円とする。

地区運営資金（クラブ負担）一人25.000円×2.200人    
ガバナー配分予算　RIより    
各種補助金    
ＧＥ事務所繰越金    
前年度繰越金    
登録料    
その他 （青少年交換短期参加者負担、地区大会残金戻入ほか）
地区基金取崩    

55,000
1,800

0
0

1,200
3,000

0
3,000
64,000

57,600
1,954

3,000

2,578
65,132

56,934
1,811
10,163
782
4,625
2,530
5,345

0
82,191

57,536
2,068

1,269
13,178
3,369
3,900
3,000
84,319

58,396
2,358
6,475
287
184
2,770
5,758
6,000
82,228

前期数　2,200名
後期数　2,200名

前期数　2,250名
後期数　2,250名

前期数　2,198名
後期数　2,250名

前期数　2,228名
後期数　2,267名

前期数　2,262名
後期数　2,300名

科　　　　目
鈴木（俊）年度 伊藤年度 鈴木年度 田中年度 藤﨑年度

収入合計

◆収入の部 （予算額） （予算額） （決算額） （決算額） （決算額）

地区運営資金
①

②
③
④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨
⑩

助成金  

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

1

地区研修・協議会  
ＩＡ・ＲＡ年次大会  
ＩＭ   
ＰＥＴＳ  
その他  
表彰費  
記念品費  
刊行費   
会議費  
地区委員会費  
クラブ・職業・社会奉仕  
ＲＬＩ  
会員増強・戦略会議・Ｒ公共イメージ向上・女性活躍
国際奉仕（長期交換留学生が増える可能性がある）  
青少年奉仕  
ロータリー財団  
米山記念奨学会  
姉妹地区親善  
旅費  
ガバナー補佐活動費  
事務費  
雑費   

ガバナー事務所経費   
ガバナー会運営費   
ロータリー文庫運営費   
RIJYEM維持協力金   
ロータリー研究会（登録費のみ）   
地区大会費（特別会計11，250千円から本年度一般会計）
新Ｒクラブ結成助成金（衛星クラブ含む）   
新ＲＡ・ＩＡクラブ助成金（RA1・IA1計２）   
国際大会ブース   
エレクト事務所準備金   
規定審議会準備金
その他（ポリオ撲滅チャリティー支出・地方自治体への寄付）　　    
予備費   
借入れ返金（ホストRCへ）   
繰越金   

28,000
2,100
500
500
800
300

500
500
8,000
4,500
8,000
300
900
600
1,500
2,500
1,200
1,000

0
1,800
1,600
300
700

15,000
500
660
500
500
9,440
300
300
0

8,000
300

500

64,000

32,560
2,100
500
500
800
300

500
500
8,000
5,000
12,000
150
900
550
6,500
1,200
1,200
1,000
500
2,000
1,760
200
500

14,800
450
675
450
500
7,000

300
8,000

0

397

65,132

34,383
1,860
500
500
550
300
0
0

500
6,637
3,339
17,919
393
598
288
3,359
1,703
10,198
1,380

0
1,579
1,600

0
989

14,724
478
666
444
527
7,000

0
0
0

8,000
0

6,481
0

9,487
82,191

37,200
1,900
500
500
600
300

500
500
5,959
4,722
14,753
430
773
356
9,123
1,176
1,150
1,203
542
4,590
1,920
980
1,376
23,266
482
672
448
326
7,000

0
0

300
8,000

0

0
2,000
4,625
84,319

38,000
1,900
500
400
700
300

500
500
7,325
2,704
20,946
567
0
0

10,789
1,295
5,794
2,501

0
1,799
1,600

0
726

13,988
491
684
456
432
7,000

0
0
0

8,000
0

0

13,178
82,228

科　　　　目 鈴木（俊）年度 伊藤年度 鈴木年度 田中年度 藤﨑年度

支出合計

◆支出の部 （予算額） （予算額） （決算額） （決算額） （決算額）

（単位千円）
2021/7/1

《一般会計の部》

が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
映
像
を
視
聴
致
し
ま

し
た
。メ
イ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、イ
ン
ド

出
身
の
シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
エ
レ

ク
ト
か
ら『
ナ
マ
ス
テ
』の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

世
界
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
を
1
2
0
万
人
か
ら

1
3
0
万
人
ま
で
仲
間
を
増
や
す
た
め
の

会
員
増
強
の
お
話
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
や
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
若
い
メ
ン
バ

ー
の
大
切
さ
夢
を
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
2
0
2
1-

2
2
年
度
の
テ
ー
マ
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
奉
仕
し
よ
う 

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
」（ServetoChange Lives
）

で
す
。

こ
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は『M

y Rotary
』

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

開
会
の
翌
日
２
月
２
日
は
、分
科
会
の
初

日
と
な
り
ま
し
た
。昼
間
11
時
か
ら
分
科

会
セ
ッ
シ
ョン
で
し
た
。外
国
の
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ

ク
ト
た
ち
と一
緒
に
組
み
分
け
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
得
る
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、そ

の
時
は
、日
本
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
の
分
科

会
で
し
た
。た
ま
た
ま
当
地
区
の
菅
原
裕

典
P
G
が
担
当
さ
れ
、研
修
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は『
私
た
ち
の
旅
路
』で
し
た
。

内
容
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核
的
価
値
観
と
し
て

五
点
で
す
。奉
仕（S

e
rv
ic
e

）、親
睦

（Fellow
ship

）、多
様
性 

（D
iversity

）、

高
潔
性（Integrity

）、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（Leadership

）で
し
た
。

　

そ
れ
ら
五
つ
を
気
付
か
さ
れ
、そ
の
な
か

で
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
成
長
に
向
け
た
目
標
設
定

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
全
般
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
夜
23
時
は『
パ
ー
ト
ナ
ー
の
本

会
議
』で
し
た
。今
年
度
日
本
の
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
全
員
女
性・奥

様
達
で
し
た
。パ
ー
ト
ナ
ー
の
た
め
の
分
科

会
は
、そ
の
後
２
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。奥

様
同
士
も
初
対
面
同
士
の
上
、私
の
妻
は
シ

ャ
イ
で
内
気
で
す
が
、繰
り
返
し
z
o
o
m

で
お
会
い
し
て
自
己
紹
介
な
ど
か
ら
打
ち

解
け
た
よ
う
で
す
。国
際
協
議
会
当
日
か

ら
今
で
も
皆
様
と
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
情
報

交
換
を
継
続
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

他
に
、受
講
し
た
分
科
会
の一
部
に
つ
い
て

報
告
を
致
し
ま
す
。

　

３
日
目
の
セ
ッ
シ
ョン
は『
参
加
者
の
基
盤

を
広
げ
る
』重
要
な
フ
レ
ー
ズ
はE

ach 
O
ne,Bring O

ne 

『
み
ん
な
が一人
を
入
会

さ
せ
よ
う
』で
し
た
。従
来
の
ク
ラ
ブ
以
外
の

新
し
い
形
式
で
の
ク
ラ
ブ
や
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
、地
域
の
人
々
を
巻
き

込
ん
だ
奉
仕
活
動
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
日
目
の『
世
界
を
変
え
る
行
動
人
』セ

ッ
シ
ョン
は
、再
び
P
G
菅
原
裕
典
リ
ー
ダ
ー

か
ら
の
ご
指
導
で
し
た
。女
性
の
地
位
向
上

・em
pow
erm
ent

に
つ
い
て
の
問
題
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。単
に
女
性
を
差
別
し
な
い
、

差
別
に
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ

う
で
す
。シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
エ
レ

ク
ト
の
お
言
葉
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
世
界
各
地
で
女
子
は
多
く
の
問
題
に
直

面
し
て
お
り
、リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、

こ
う
し
た
女
子
が
抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ

ー
が
取
り
組
み
、そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に

導
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。」と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、教
育
、奉
仕
、チ
ャ

ン
ス
の
き
っ
か
け
な
ど
、未
来
の
女
性
リ
ー
ダ

ー
の
成
功
に
必
要
な
手
段
や
環
境
を
提
供

す
る
よ
う
行
動
を
す
べ
き
、で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、R
I
会
長
エ
レ
ク
ト
は
国
際
協
議

会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。『
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、全
て
の
子
供

に
奉
仕
し
ま
す
が
、次
年
度
は
特
に
女
子
に

焦
点
を
当
て
ま
す
』と
。

　

こ
れ
ら
女
性
の
地
位
向
上・em

pow
er

m
ent

の
問
題
は
、当
地
区
全
体
で
よ
り
深

く
考
え
、行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。次

年
度
は
地
区
の
委
員
会
で
は
広
報
活
動
も

致
し
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
に
お
い
て
は
、以
下
の
３
つ
の

留
意
点
を
学
び
ま
し
た
。

①
つ
目
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
達
だ
け
て
は
な
く
、

我
々
以
外
の
地
域
の
方
々
の
参
加
で
す
。地

域
を
巻
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

②
つ
目
、規
模
が
数
字
で
分
る
よ
う
に
記
録

す
る
こ
と
。例
え
ば
、参
加
人
数
や
提
供
し

た
食
事
の
数
な
ど
で
客
観
的
な
状
況
が
分

か
り
ま
す
。

③
つ
目
、情
報
を
発
信
す
る
こ
と
。メ
デ
ィ
ア

・
T
V
や
新
聞
、
S
N
S
。so

c
ia
l 

netw
orking service

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）発
信
し
て
広
く
他
に

知
ら
れ
る
こ
と
で
、参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の

達
成
感
も
高
ま
り
ま
す
。

　

５
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は『
奉
仕
の
イ
ン
パ

ク
ト
』で
し
た
。

分
科
会
へ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
ロ

ー
タ
リ
ア
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
。前
日
に
英

語
圏
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る
旨
の
予
告
が
あ

り
ま
し
て
、緊
張
し
て
お
り
ま
し
た
。リ
ー

ダ
ー
は
韓
国
の
方
、と
て
も
流
ち
ょ
う
な
英

語
で
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。海
外

の
方
々
は
実
に
積
極
的
に
発
言
し
ま
す
。幸

い
に
し
て
国
際
協
議
会
の
z
o
o
m
に
は

言
語
選
択
の
機
能
が
あ
り
ま
し
た
。私
は

同
時
通
訳
を
通
し
て
、当
地
区
の
奉
仕
活

動
を
発
表
し
ま
し
た
。こ
の
分
科
会『
奉
仕

の
イ
ン
パ
ク
ト
』に
つ
い
て
強
く
感
じ
た
事
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

も
う
10
年
に
な
り
ま
す
。い
い
え
、ほ
ん
の

10
年
前
で
す
。『
３.
11
東
日
本
大
震
災
』が

突
如
発
生
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
2
0
地
区
全
体
は
、

世
界
中
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
か
ら
被
災
地
と
し

て
、様
々
な
形
で
励
ま
し
を
受
け
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
資
金
や
物
資
の
援
助
も
受
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、我
々
が
困
っ
て
い
る
方
々
、

援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
へ
手
を
差
し

伸
べ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。我
々
の

地
区
は
特
に
、そ
の
よ
う
な
奉
仕
の
た
め
の

資
金
に
対
し
て
、年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な

寄
付
で
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。Every 

Rotarian 
Every 

Y
ear 

で
す
。

　

６
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、中
核
的
価
値

観
に
加
え
て
、他
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
最
優
先

事
項
D
E
I
、の
活
動
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、別
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、会
員
が
ク

ラ
ブ
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
し
た
。

会
員
は
ク
ラ
ブ
に
何
を
求
め
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。せ
っ
か
く
入
会
し
て
も
、期
待
し
た

活
動
と
違
う
と
い
う
理
由
で
、入
会
２
年
以

内
に
ク
ラ
ブ
を
退
会
し
て
し
ま
う
会
員
が

多
い
と
の
シ
ョッ
ク
な
デ
ー
タ
の
紹
介
も
あ
り

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
全
員
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
例
会
や
委
員
会
な
ど
の
奉

仕
活
動
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
で

し
た
が
、ク
ラ
ブ
全
体
で
会
員
一
人
一
人
が
お

互
い
に
、特
に
新
し
い
会
員
への
心
配
り
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
11
日
間
、世
界
の
時
差
に
考

慮
し
て
午
前
中
11
時
と
夜
中
の
11
時
か
ら

主
に
2
回
セ
ッ
シ
ョン
が
開
か
れ
ま
し
た
。し

か
も
連
日
、引
き
続
き
朝
３
時
頃
ま
で
日

本
の
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
仲
間
と
の

z
o
o
m
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、な
に
せ
夜
中
で
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国際ロータリー第2520地区 ガバナー　プロフィール

鈴木　俊一 Suzuki Shunichi（仙台南RC）

■職 業 分 類   生命保険
■出　身　地 　 宮城県塩釜市
■最 終 学 歴   東北学院大学 法学部 法律学科　卒業
■職　　　歴   1981年      株式会社 第一紙行
   　　　　　 1989年      ソニー・プルコ生命保険 株式会社
                                                          （後にソニー生命保険 株式会社へ改称）

   　　　　　 2004年      有限会社 FPコールセンター
■入　　　会   ２００５年９月２２日
■ロータリー歴
2008-09年度　地区 新世代委員会　ローターアクト委員      
   　クラブ　会員増強委員長      
2009-10年度　クラブ　親睦委員長      
2010-11年度　クラブ　プログラム・出席委員長      
2011-12年度　地区　新世代委員会
                            ローターアクト・RYLA委員      
   　クラブ  職業奉仕副委員長
2012-13年度　地区　新世代委員会
　　　　　　　　　ローターアクト・ＲＹＬＡ副委員長      
   　クラブ　幹事      
2013-14年度　地区RA・RYLA委員長　地区副代表幹事      
   　クラブ　青少年交換委員長      
2014-15年度 　地区　青少年奉仕委員会副委員長      
   　クラブ　青少年奉仕委員長      

2015-16年度　地区青少年奉仕委員長　危機管理委員会      
   　クラブ　社会奉仕委員長      
2016-17年度　 クラブ　ローターアクト委員長      
2017-18年度　 地区　青少年奉仕委員会委員      
   　クラブ　次期会長・クラブ奉仕委員長      
2018-19年度　 地区　青少年奉仕委員会副委員長      
   　クラブ会長      
2019-20年度　 地区青少年奉仕委員長      
   　クラブ　直前会長      
2020-21年度　 地区　ガバナーエレクト、On ｔｏ 台北委員長      
   　クラブ　会員増強委員
      
              ※ロータリー財団メジャードナー  

す
の
で
ロ
ー
タ
リ
ー
事
務
所
か
ら
の
参
加
と

い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、主
に
在
宅
で
し
た
。

日
中
は
ラ
イ
ン
に
よ
る
連
絡
で
、ロ
ー
タ
リ
ー

漬
け
の
毎
日
で
し
た
。

　

同
期
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
た
ち
か
ら
、日
本

各
地
の
奉
仕
活
動
事
例
の
発
表
を
た
く
さ

ん
伺
っ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と

日
本
国
内
で
も
、地
域
を
巻
き
込
ん
で
、計

画
的
に
様
々
な
奉
仕
が
活
動
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
登
録
済
み
の
『
M
Y 

R
O
T
A
R
Y
』に
は
世
界
中
の
活
動
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、我
々

2
5
2
0
地
区
は
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
活

動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。

　

国
際
協
議
会
を
通
し
て
学
習
で
き
た
価

値
観
を
地
区
全
体
へ
お
伝
え
す
る
こ
と
が
、

次
年
度
の
私
の
使
命
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
地
区
は
、北
は
岩
手
県
、日
本
一
広
く

て
四
国
全
体
に
も
匹
敵
致
し
ま
す
。そ
ち

ら
の
北
東
の
種
市
か
ら
宮
城
県
、広
い
岩
手

県
の
お
隣
り
な
の
で
目
立
ち
ま
せ
ん
が
東

京
都
の
約
３
倍
の
面
積
が
あ
り
ま
す
。そ
の

南
に
位
置
す
る
丸
森
ま
で
と
て
も
広
い
地

域
を
網
羅
し
て
お
り
ま
す
。地
形
は
、奥
羽

山
脈・北
上
山
地・阿
武
隈
山
地・平
野
や
盆

地・リ
ア
ス
式
海
岸・穏
や
か
な
湾
や
砂
浜
、

人
口
1
0
0
万
人
を
超
え
る
都
市
部
や
工

業
地
域
、ベッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
農
業
や
水
産

業
の
地
域
ま
で
、住
ん
で
い
る
人
々
の
年
齢

構
成
も
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
ま
す
。そ
の

地
区
の
中
で
、各
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
多
様
性

を
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
に
親
睦・奉
仕・高
潔
性・リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ・公
平
性・開
放
性
の
活
動
が
あ
っ
て
、

お
の
ず
と
会
員
の
増
強
へつ
な
が
る
と
確
信

い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
増
強
に
お
き
ま
し
て
は
、Each 

one bring one

『
み
ん
な
が一人
を
入
会
さ

せ
よ
う
』と
い
う
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、従

来
か
ら
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
や
、新
し

い
形
式
の
衛
星
ク
ラ
ブ　

E
ク
ラ
ブ　

パ
ス

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

　

そ
れ
ら
の
新
設
を
奨
励
致
し
ま
す
。

地
区
と
し
て
会
員
増
強
・
戦
略
計
画
委
員

会
を
中
心
と
し
て
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

次
年
度
の
地
区
の
委
員
会
に
つ
き
ま
し

て
申
し
上
げ
ま
す
。ク
ラ
ブ
奉
仕・社
会
奉

仕・職
業
奉
仕・国
際
奉
仕・青
少
年
奉
仕・

の
５
大
奉
仕
委
員
会
や
R
L
I
・
会
員
増

強
戦
略
計
画・公
共
イ
メ
ー
ジ
女
性
会
員
活

性
化・ロ
ー
タ
リ
ー
財
団・米
山
記
念
奨
学
会

の
各
委
員
会
で
は
、次
年
度
の
委
員
長
と
一

部
の
委
員
の
方
々
は
、着
々
と
活
動
の
準
備

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、社
会
情
勢
へ
柔
軟

に
対
応
し
て
活
動
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
中
で
、多
様
性
を
活
か
し
て

こ
そ
、シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
エ
レ
ク

ト
の
お
っ
し
ゃ
る
人
生
の
豊
か
さ
が
実
現
で

き
る
と
確
信
致
し
ま
し
た
。地
区
内
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
「
奉
仕
し
よ
う 

み
ん
な
の
人
生
を

　
　
　
　
豊
か
に
す
る
た
め
に
」

　
　

 

（Serve to C
hange Lives

）

第６分区【11】（大崎）（松塩）

委員長
委員
委員
委員
委員

2021-2022年度
国際ロータリー 第2520地区組織図

ロータリーコーディネーター

諮 問 委 員 会 地区ガバナー補佐 クラブ数【77】

RI 第一地域研修リーダー

菅原　裕典

菅原　裕典

桑原　　茂

2022年規定審議会 代表議員
松良　千廣

松良　千廣

RLI日本支部
地区代表ファシリテーター
菅原　裕典

RIJYEM 理事

日韓親善委員会 委員

桑原　　茂
（財）米山記念奨学会 理事

（仙台泉）

松田   英一  
白倉   義則  
伊藤   大亜  
皆川     清  
菊地   弘尚  
小川  　  惇  
桑原　   茂  
笠井   昭彦  
八谷   郁夫  
西郷   典安  
笹氣   光祚  
菅原   一博  
小野寺則雄
松良   千廣  
山口   淑子  
菅原   裕典  
濱守   豊秋  
藤﨑三郎助  
田中   堯史  
鈴木　   賢  
伊藤   智仁

東井   千明
鷹羽  金司

（仙台泉）
（盛岡南）
（水沢東）
（岩出山）
（岩谷堂）
（盛　岡）
（塩　釜）
（北　上）
（佐　沼）
（盛岡西）
（仙台北）
（仙　台）
（二　戸）
（仙台南）
（盛岡滝ノ沢）
(仙台泉)
(大船渡西)
(仙　台)
(盛　岡)
（仙台北）
（花巻南）

（種　市）
（盛岡中央）

（花　巻）
（前　沢）

（花　泉）
（千　厩）

（釜石東）
（山　田）

（石巻西）
（佐　沼）

（角　田）
（白　石）

（古　川）
（多賀城）

（盛岡南）
（仙台北）
（花巻南）
（仙台南）
（盛岡南）

（仙台南）

（仙台北）

（仙　台）
（仙台宮城野）

（仙台泉）

（塩　釜）

（大船渡西）

（塩　釜）

（仙台南）

（仙台南）

（仙台泉）

ロータリーカード
地域コーディネーター
鈴木　　賢 （仙台北）

パストガバナー

On to Houston 委員会
天沼   久純
鈴木　   賢
伊藤   智仁
鈴木   俊一
小笠原敏之

委員長
副委員長
委員
委員
地区幹事
地区幹事

田中   堯史
高橋   貞雄  
及川　   穣  
伊藤   英実
千葉　ミオ
朝倉   秀雄

（盛　岡）
（盛岡南）
（宮　古）
（仙台宮城野）
（仙台南）
（白石衛星）

委員長
副委員長
委員
委員
委員
地区幹事
地区幹事

佐々木   勝  
小野寺信幸  
金子   隆史  
延川   正英
金澤     滋  
菊地   宏幸
佐藤   善一

（仙台青葉）
（仙台東）
（角　田）
（仙台宮城野）
（盛　岡）
（仙台南）
（白石衛星）

委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
地区幹事
地区幹事

斎藤   正人
古積　   昇
照井   健悦
本多   正久
佐藤   優昭
橋本   正博  
小松　   優
早坂   慎一

（仙台泉）
（仙台西）
（仙台泉）
（角　田）
（仙台宮城野）
（盛岡中央）
（仙台南）
（仙台南）

委員長
副委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
地区幹事

柴田　   茂
小川   隆秀
熊谷   雅也
木村   清且
高橋   文人
鎌田   善幸
岡竹  博昭
芳賀　   剛  

（盛岡東）
（村　田）
（大船渡西）
（花巻北）
（築　館）
（仙台泉）
（仙　台）
（仙台南）

委員
委員
委員

地区幹事

高橋  正樹
齋藤    豊
本木  浩喜

鈴木   洋一

（仙台東）
（久　慈）
（仙台泉）

（仙台南）

第１分区【11】（久慈・二戸）（盛岡）

奉 仕 研 修 委 員 会
クラブ奉仕委員会 社会奉仕委員会

職業奉仕委員会 RL I委員会

第２分区【10】（花巻・北上）（江刺・水沢）

久慈・二戸・種市
盛岡・盛岡北・盛岡西・盛岡南・盛岡東・盛岡中央
盛岡西北・盛岡滝ノ沢

佐々木史昭
鈴木   秀悦
第３分区【10】（一関・平泉）（大船渡・高田・千厩・気仙沼）

花巻・花巻南・花巻北・北上・北上西・北上和賀 
岩谷堂・前沢・水沢・水沢東

阿部　　学
北田   文人
第４分区【7】（遠野・釜石）（山田・宮古）

花泉・平泉・一関・一関中央
大船渡・大船渡西・陸前高田・千厩・気仙沼・気仙沼南

新里　　進
阿部   幸榮
第５分区【7】（三陸）（登米・栗原）

釜石・釜石東・大槌・遠野
宮古・宮古東・山田

松本　　賢
菅原　慶一

石巻東・石巻西・石巻南
栗駒・築館・佐沼・若柳

第８分区【10】（阿武隈）（蔵王）

三塚　義信
鈴木　　誠
第７分区【11】（仙台青葉）（仙台広瀬）

古川・古川東・岩出山・加美
大和・松島・塩釜・塩釜東・多賀城・利府・七ヶ浜

湯村　周一
村上　睦夫

岩沼・名取・亘理・角田・丸森
白石・白石北・柴田・村田・大河原

杼窪　昌之
森川　昭正

仙台・仙台泉・仙台青葉・仙台冠・仙台レインボー
仙台南・仙台北・仙台東・仙台西・仙台宮城野・仙台奥羽

シェカール・メータ（インド 西ベンガル州）
地区ガバナー

鈴木　俊一
国際ロータリー会長

地区副ガバナー
鈴木　　賢

委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
委員
地区幹事

藤﨑三郎助 
佐浦  弘一 
松田  和也 
和田  政宗 
藤井  　匠 
後藤宗一郎 
安曇  謙三 
菱沼  清彌 

（仙　台）
（塩　釜）
（一　関）
（仙台南）
（盛岡北）
（仙　台）
（仙　台）
（仙台南）

会員増強・戦略計画委員会

委員長
副委員長
委員
委員
地区幹事

山口　淑子 
近藤まい子
赤坂　泰子
中野はつの
一條千賀子

（盛岡滝ノ沢）
（仙台南）
（多賀城）
（盛岡西）
（白石衛星）

公共イメージ向上・
女性会員活性化委員会

国際ロータリー理事

濱守　豊秋
（財）米山記念奨学会 評議員
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奉
仕
し
よ
う 

み
ん
な
の

人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

ナ
マ
ス
テ
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
世
界
各
地
か

ら
集
ま
っ
た「M

overs and Shakers

」

の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
で
あ
る
皆
さ
ん
はM

overs

（
動
か
す

人
た
ち
）で
あ
り
、私
は「
シェカ
ー
ル
」で
す
。

今
日
、皆
さ
ん
は
、奉
仕
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
旅
路
に
お
い
て
、と
て
も
大
切
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
17
カ
月

間
は
、皆
さ
ん
の
人
生
で
最
も
素
晴
ら
し

く
、実
り
あ
る
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。こ

の
期
間
を
、人
生
で
最
も
充
実
し
た
と
き

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
期
間
に
は
、

私
た
ち
が
共
有
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
導
か
れ
な
が
ら
、大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。皆
さ
ん

は
、計
画
を
立
て
、目
標
を
定
め
、そ
の
目

標
を
達
成
す
る
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
や
る
気
を
引
き

出
し
ま
す
。そ
の
目
標
と
は
、会
員
を
増
や

し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
参
加
者
基
盤
を
広
げ

る
と
い
う
目
標
、そ
し
て
、世
界
に
奉
仕

し
て
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
目
標
で
す
。こ
の
旅
路
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
は
、地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
お
よ
び
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
目
標
を
分
ち
あ
い
、「
も

っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め
の

意
欲
を
喚
起
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。こ
れ
は
、私
た
ち
を
導
く

信
念
で
す
。「
も
っ
と
行
動
し
」と
は
、よ
り

大
き
く
、イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
奉
仕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味
し
ま
す
。「
も
っ

と
成
長
す
る
」と
は
、会
員
を
増
や
し
、参
加

者
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

会
員
増
強
は
引
き
続
き
、最
も
大
き
な
課

題
で
す
。過
去
17
年
以
上
、ロ
ー
タ
リ
ー
の

会
員
数
は
1
2
0
万
人
の
ま
ま
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。力
を
合
わ
せ
て
、こ
れ
か
ら

の
17
カ
月
間
で
こ
れ
を
変
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。変
革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、会
員
増
強
と
い
う
点
で
、今
、

ロ
ー
タ
リ
ー
史
上
最
大
の
変
革
を
も
た
ら

す
機
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。過
去
17
年
間

に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、今
後
17
カ
月
間
に
達
成
す
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
夢
は
大
き
す
ぎ
る
、と
お
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
夢
は
大
き
く
」と
私

か
ら
お
願
い
す
る
の
で
あ
れ
ば
、私
自
身
が

先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
言
葉
の

一つ
に
、ジ
ョ
ー
ジ・バ
ー
ナ
ー
ド・シ
ョ
ー
の
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
存
在
す
る
も
の
だ

け
を
見
て
、『
な
ぜ
そ
う
な
の
か
』と
考
え

る
人
も
い
る
。し
か
し
私
は
、い
ま
だ
か
つ
て

存
在
し
な
い
も
の
を
夢
見
て
、『
な
ぜ
そ
う

で
な
い
の
か
』と
考
え
る
」

で
す
か
ら
皆
さ
ん
、夢
は
、2
0
2
2
年
7

月
1
日
ま
で
に
会
員
数
を
1
3
0
万
人
に

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
の
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。そ
の
答
え
は
、「each one, 

bring one

」、つ
ま
り
、今
後
17
カ
月
間
に

各
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
新
会
員
一
人
を
入
会
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。皆
さ

ん
が
す
べ
き
こ
と
は
、17
カ
月
間
に
た
っ
た

一
人
を
入
会
さ
せ
る
よ
う
、地
区
の
す
べ
て

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、ま
た
地

区
内
の
ク
ラ
ブ
会
長
に
も
模
範
を
示
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、こ
れ
を
確
実
に
で
き
ま

す
。全
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
こ
れ
を

実
行
す
れ
ば
、そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が「
変
革
者
」

と
な
り
、新
た
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
な
る
人

の
人
生
を
永
遠
に
変
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、私
た
ち
は
、「
も

っ
と
行
動
す
る
」た
め
に「
も
っ
と
成
長
す

る
」必
要
が
あ
り
ま
す
。私
は
常
に
、「
超

我
の
奉
仕
」と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
標
語
に

大
き
な
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。こ
の

言
葉
は
、人
び
と
を
思
い
や
り
、分
か
ち

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。私
に
と
っ
て
奉
仕
と
は
、自
分
よ
り

も
ほ
か
の
人
の
こ
と
を
先
に
考
え
る
こ
と
で

す
。こ
れ
に
つ
い
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
私
自

身
の
体
験
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
ば
か
り
の

頃
、手
足
が
不
自
由
な
人
の
た
め
の
キ
ャ
ン

プ
を
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
は

そ
こ
で
、足
の
矯
正
具
や
義
肢
、ハ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。全
会
員
が
役

割
を
分
担
し
、私
の
担
当
は
、ハ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
を
受
け
取
る
人
が
、手
で
車
輪
を
こ

ぐ
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

で
し
た
。手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、相
手
の

力
を
測
る
の
で
す
。私
は
、担
当
場
所
に
立

ち
、ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
を
受
け
取
り
に
来
る

人
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、あ
る
人

が
地
を
這
っ
て
私
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
人
は
足
が
な
く
、這
う
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。私
は
彼
に
向
か
っ
て
手

を
差
し
出
し
ま
し
た
が
、そ
の
瞬
間
、正
直

な
と
こ
ろ
、私
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
そ
の
人
の

こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
で
し
た
。自

分
の
清
潔
さ
や
健
康
に
つ
い
て
考
え
た
の
で

す
。彼
の
手
を
握
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、彼
の
手
を
握
り
、そ
の
後
も
や

って
来
る
人
2
、3
人
の
手
を
握
り
な
が
ら
、

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、6
、7
人
目
の
後
に
突
然
、こ
の

人
た
ち
が
抱
え
る
苦
境
に
共
感
し
、彼
ら

の
痛
み
と
困
難
を
感
じ
、自
分
よ
り
も
彼

ら
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
瞬
間
、私
は
、単
な
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
か
ら
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
、も
っ
と
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

35
年
前
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
の
僻
村
に
足
を
運
ん
だ
と
き
、同
胞
た

ち
が
抱
え
る
苦
境
を
真
に
理
解
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
家
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
、水
浴
び
を

す
る
の
と
同
じ
池
の
水
を
飲
み
、一
本
の
樹
の

木
陰
を
学
校
と
し
て
使
い
、唯
一の
黒
板
は

黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
壁
で
し
た
。一
番
近
い

保
健
セ
ン
タ
ー
は
数
マ
イ
ル
先
で
、ご
く
基

本
的
な
設
備
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

は
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、ト
イ
レ

を
設
置
し
、安
全
な
飲
み
水
を
提
供
し
、教

育
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、世
界
級
の
医
療
設

備
を
整
え
ま
し
た
。し
か
も
、地
元
地
域

だ
け
で
な
く
、国
中
で
。

ロ
ー
タ
リ
ー
が
私
の
心
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
回
り
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目

を
向
け
、人
類
全
体
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。奉
仕
が
私
の
生
き
方
と
な
っ
た

の
で
す
。
多
く
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、

『
奉
仕
と
は
、自
分
が
こ
の
地
上
に
占
め

る
空
間
に
対
し
て
支
払
う
家
賃
で
あ
る
』

と
い
う
信
条
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

模
範
的
な
賃
借
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
奉
仕
の
機

会
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
の
不

自
由
な
人
に
見
る
力
を
与
え
、お
腹
を
空

か
せ
た
人
に
食
べ
物
を0

与
え
、ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
に
住
む
場
所
を
提
供
し
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、小
さ
な
奉
仕

の
機
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。奉
仕
を
定
義
す
る
の
は
、奉
仕
の
規
模

だ
け
で
な
く
、奉
仕
に
対
す
る
姿
勢
で
す
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
か
つ
て
、電
車
に
乗
ろ
う
と

し
た
と
き
に
、電
車
が
動
き
だ
し
て
片
方

の
ス
リ
ッ
パ
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ガ

ン
デ
ィ
ー
は
と
っ
さ
に
、ス
リ
ッ
パ
が
落
ち
た

と
こ
ろ
を
め
が
け
て
、も
う
片
方
の
ス
リ
ッ
パ

を
投
げ
ま
し
た
。彼
と
一
緒
に
旅
行
し
て
い

た
友
人
は
、こ
う
尋
ね
ま
し
た
。「
な
ぜ
投

げ
た
ん
だ
い
？
」。ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
う
答
え

ま
し
た
。「
あ
の
ス
リ
ッ
パ
を
誰
か
が
見
つ

け
る
だ
ろ
う
。片
方
だ
け
で
は
役
に
立
た

た
な
い
か
ら
、も
う
片
方
も
投
げ
た
の
だ

よ
」。こ
れ
は
さ
さ
や
か
な
奉
仕
の
行
為
で

す
が
、そ
の
姿
勢
は
見
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、自
分
よ
り
も
先
に
人
の
こ
と
を

考
え
る
心
構
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー

タ
リ
ア
ン
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、そ
れ
だ
け
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
過
去
35
年
間
に
ポ
リ
オ
根

絶
や
人
類
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
数
十
億
ド
ル

も
の
資
金
や
多
大
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間

を
費
や
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。何
千
と
い
う
学
校

や
何
百
と
い
う
病
院
を
整
え
、干
上
が
っ
た

村
に
水
を
提
供
し
、家
庭
に
ト
イ
レ
を
つ
く

っ
て
尊
厳
を
取
り
戻
し
、何
万
と
い
う
子
ど

も
の
心
臓
手
術
を
通
じ
て
命
と
い
う
贈
り

物
を
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
奉

仕
し
続
け
る
の
は
、人
び
と
の
人
生
を
豊
か

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。ネ
パ
ー
ル

で
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、数
千
人
も
の

人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、ア
フ
リ
カ
で
の

家
族
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、ハ
イ
チ
で
の
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
人
以

上
の
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
国
イ
ン
ド
で
は
、識
字
と
教
育
の

T
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-C
-H

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、何
百
万
も
の

子
ど
も
の
人
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
多
く
が
、こ
の
よ
う
な
奉
仕
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
な
役
割
を
担
わ
れ
、人

び
と
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
き
た
で

し
ょ
う
。奉
仕
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
奉
仕
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

今
日
、奉
仕
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、変

革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、来
る

ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
は
、人
び
と
の
た
め
に

奉
仕
し
、そ
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
に
援
助
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
理
由
か
ら
、

2
0
2
1-

2
2
年
度
の
私
た
ち
の
テ
ー

マ
は
、「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
」（Serve        to Change 

Lives

）と
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、持
続
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
の
参

加
意
欲
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。ほ
か
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
、他
団
体
、企
業
と
手
を

取
り
合
い
、地
域
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、国
や
世
界
の
人

び
と
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

奉
仕
す
る
と
き
、誰
か
の
人
生
だ
け
で
な

く
、自
分
の
人
生
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。イ

ン
ド
の
偉
大
な
思
想
家
の一
人
で
あ
る
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
誰
か
を
助
け
る
と
き
、そ
の
人
に
恩
を

施
し
て
い
る
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。実

際
に
は
、そ
の
人
た
ち
が
あ
な
た
に
恩
を
施

し
て
い
る
の
で
す
。私
た
ち
が
世
界
か
ら
授

か
っ
た
恩
恵
へ
の
恩
返
し
を
す
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
」。ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
ー
ナ
ン
ダ
は
さ
ら
に
、次
の
よ
う
な
見
事

な
言
葉
を
加
え
ま
し
た
。「
人
生
で
は
、与

え
る
者
、奉
仕
す
る
者
に
な
り
な
さ
い
。た

だ
し
、与
え
る
と
き
も
奉
仕
す
る
と
き
も

謙
虚
に
な
り
、ひ
ざ
ま
ず
い
て『
与
え
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
』『
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
』と
お
願
い
す
る
気
持
ち
に

な
り
な
さ
い
」

ほ
か
の
人
の
た
め
に
生
き
、世
話
を
し
、奉

仕
す
る
こ
と
で
誰
か
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
こ
と
は
、自
分
の
人
生
の
最
高
の
生
き
方

で
す
。ア
ル
バ
ー
ト・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言

っ
た
よ
う
に
、「
誰
か
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ
、

人
生
に
は
価
値
が
あ
る
」の
で
す
。

奉
仕
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
か
か
る
に
あ
た

り
、次
年
度
の
焦
点
は「
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」と
な
り
ま
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核

的
価
値
観
の一つ
は「
多
様
性
」で
す
。ロ
ー

タ
リ
ー
のD

E
I

（
多
様
性
、公
平
さ
、開
放

性
）に
対
す
る
信
念
を
表
し
た
公
式
声
明

も
あ
り
ま
す
。多
く
の
場
合
、女
子
は
不

利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、私

た
ち
が
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
は
す
べ

て
の
子
ど
も
に
奉
仕
し
ま
す
が
、特
に「
女

子
」に
焦
点
を
当
て
ま
す
。世
界
各
地
で
女

子
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、こ
う
し
た
女
子
が

抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
取
り
組
み
、

そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
も
っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め

の
会
長
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。世
界
各
地
で
、7
つ
の
重
点
分
野
に
焦

点
を
当
て
た
7
回
の
会
長
主
催
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
、ロ

ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、そ
し
て

一
般
市
民
の
参
加
を
促
す
た
め
の「
ロ
ー
タ

リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ご
自
宅
に
最
も
近
い
場
所
で
開
催
さ

れ
る
会
長
主
催
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」に
参

加
す
る
よ
う
全
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ア

ク
タ
ー
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
何
千
も
の「
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
通
じ
て
、ロ
ー
タ
リ
ー

の
活
動
を
世
界
に
紹
介
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、ポ
リ
オ
根
絶
活

動
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
、大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、か
つ
会
員
数
を
史
上
初
め
て

1
3
0
万
人
に
す
る
と
い
う
課
題
は
、チ
ャ

レ
ン
ジ
に
満
ち
て
い
ま
す
。こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
、皆
さ
ん
の
意
欲
は
駆
り
立
て
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。挑
戦
に
立
ち
向
か
う
の
が
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
だ
か
ら
で
す
。船
は
港
に
い
れ
ば
安

全
で
す
が
、船
の
目
的
は
港
に
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。海
に
出
て
こ
そ
、船
の

目
的
が
成
就
さ
れ
ま
す
。変
革
者
の
皆
さ

ん
、人
生
と
は
冒
険
で
あ
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
が
書
い
た
詩
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

授
け
ら
れ
た
最
大
の
贈
り
物
は

　
　

誰
か
の
人
生
に
触
れ
る
力

　
　

変
え
る
力

　
　

違
い
を
も
た
ら
す
力

　
　

め
ぐ
り
ゆ
く
命
の
中
で

　
　

手
を
、心
を
、魂
を

　
　

差
し
伸
べ
る
な
ら

　
　

魔
法
が
起
こ
る

　
　

歯
車
が
回
り
だ
す...

　
　

と
も
に
歯
車
を
回
そ
う

　
　

全
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
に
は
力
と
魔
法
が
あ
る

　
　

奉
仕
し
よ
う...

　
　

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に...

皆
さ
ん
が
ど
こ
で
こ
の
演
説
を
お
聞
き
に

な
っ
て
い
て
も
、こ
こ
で
皆
さ
ん
に
、胸
に
手

を
当
て
、私
と
一
緒
に
宣
誓
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
に
は
、奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
力
と
魔
法
が
あ
り
ま
す
」

変
革
者
の
皆
さ
ん
、準
備
は
整
っ
て
い
ま
す

か
？
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
立
ち
向
か
う
準

備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
奉
仕
す
る
準
備

が
で
き
て
い
ま
す
か
？
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

私
は
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
同
じ

で
し
ょ
う
。と
も
に
奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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ナ
マ
ス
テ
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
世
界
各
地
か

ら
集
ま
っ
た「M

overs and Shakers

」

の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
で
あ
る
皆
さ
ん
はM

overs

（
動
か
す

人
た
ち
）で
あ
り
、私
は「
シェカ
ー
ル
」で
す
。

今
日
、皆
さ
ん
は
、奉
仕
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
旅
路
に
お
い
て
、と
て
も
大
切
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
17
カ
月

間
は
、皆
さ
ん
の
人
生
で
最
も
素
晴
ら
し

く
、実
り
あ
る
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。こ

の
期
間
を
、人
生
で
最
も
充
実
し
た
と
き

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
期
間
に
は
、

私
た
ち
が
共
有
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
導
か
れ
な
が
ら
、大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。皆
さ
ん

は
、計
画
を
立
て
、目
標
を
定
め
、そ
の
目

標
を
達
成
す
る
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
や
る
気
を
引
き

出
し
ま
す
。そ
の
目
標
と
は
、会
員
を
増
や

し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
参
加
者
基
盤
を
広
げ

る
と
い
う
目
標
、そ
し
て
、世
界
に
奉
仕

し
て
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
目
標
で
す
。こ
の
旅
路
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
は
、地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
お
よ
び
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
目
標
を
分
ち
あ
い
、「
も

っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め
の

意
欲
を
喚
起
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。こ
れ
は
、私
た
ち
を
導
く

信
念
で
す
。「
も
っ
と
行
動
し
」と
は
、よ
り

大
き
く
、イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
奉
仕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味
し
ま
す
。「
も
っ

と
成
長
す
る
」と
は
、会
員
を
増
や
し
、参
加

者
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

会
員
増
強
は
引
き
続
き
、最
も
大
き
な
課

題
で
す
。過
去
17
年
以
上
、ロ
ー
タ
リ
ー
の

会
員
数
は
1
2
0
万
人
の
ま
ま
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。力
を
合
わ
せ
て
、こ
れ
か
ら

の
17
カ
月
間
で
こ
れ
を
変
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。変
革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、会
員
増
強
と
い
う
点
で
、今
、

ロ
ー
タ
リ
ー
史
上
最
大
の
変
革
を
も
た
ら

す
機
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。過
去
17
年
間

に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、今
後
17
カ
月
間
に
達
成
す
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
夢
は
大
き
す
ぎ
る
、と
お
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
夢
は
大
き
く
」と
私

か
ら
お
願
い
す
る
の
で
あ
れ
ば
、私
自
身
が

先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
言
葉
の

一つ
に
、ジ
ョ
ー
ジ・バ
ー
ナ
ー
ド・シ
ョ
ー
の
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
存
在
す
る
も
の
だ

け
を
見
て
、『
な
ぜ
そ
う
な
の
か
』と
考
え

る
人
も
い
る
。し
か
し
私
は
、い
ま
だ
か
つ
て

存
在
し
な
い
も
の
を
夢
見
て
、『
な
ぜ
そ
う

で
な
い
の
か
』と
考
え
る
」

で
す
か
ら
皆
さ
ん
、夢
は
、2
0
2
2
年
7

月
1
日
ま
で
に
会
員
数
を
1
3
0
万
人
に

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
の
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。そ
の
答
え
は
、「each one, 

bring one

」、つ
ま
り
、今
後
17
カ
月
間
に

各
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
新
会
員
一
人
を
入
会
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。皆
さ

ん
が
す
べ
き
こ
と
は
、17
カ
月
間
に
た
っ
た

一
人
を
入
会
さ
せ
る
よ
う
、地
区
の
す
べ
て

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、ま
た
地

区
内
の
ク
ラ
ブ
会
長
に
も
模
範
を
示
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、こ
れ
を
確
実
に
で
き
ま

す
。全
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
こ
れ
を

実
行
す
れ
ば
、そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が「
変
革
者
」

と
な
り
、新
た
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
な
る
人

の
人
生
を
永
遠
に
変
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、私
た
ち
は
、「
も

っ
と
行
動
す
る
」た
め
に「
も
っ
と
成
長
す

る
」必
要
が
あ
り
ま
す
。私
は
常
に
、「
超

我
の
奉
仕
」と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
標
語
に

大
き
な
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。こ
の

言
葉
は
、人
び
と
を
思
い
や
り
、分
か
ち

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。私
に
と
っ
て
奉
仕
と
は
、自
分
よ
り

も
ほ
か
の
人
の
こ
と
を
先
に
考
え
る
こ
と
で

す
。こ
れ
に
つ
い
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
私
自

身
の
体
験
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
ば
か
り
の

頃
、手
足
が
不
自
由
な
人
の
た
め
の
キ
ャ
ン

プ
を
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
は

そ
こ
で
、足
の
矯
正
具
や
義
肢
、ハ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。全
会
員
が
役

割
を
分
担
し
、私
の
担
当
は
、ハ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
を
受
け
取
る
人
が
、手
で
車
輪
を
こ

ぐ
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

で
し
た
。手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、相
手
の

力
を
測
る
の
で
す
。私
は
、担
当
場
所
に
立

ち
、ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
を
受
け
取
り
に
来
る

人
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、あ
る
人

が
地
を
這
っ
て
私
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
人
は
足
が
な
く
、這
う
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。私
は
彼
に
向
か
っ
て
手

を
差
し
出
し
ま
し
た
が
、そ
の
瞬
間
、正
直

な
と
こ
ろ
、私
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
そ
の
人
の

こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
で
し
た
。自

分
の
清
潔
さ
や
健
康
に
つ
い
て
考
え
た
の
で

す
。彼
の
手
を
握
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、彼
の
手
を
握
り
、そ
の
後
も
や

って
来
る
人
2
、3
人
の
手
を
握
り
な
が
ら
、

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、6
、7
人
目
の
後
に
突
然
、こ
の

人
た
ち
が
抱
え
る
苦
境
に
共
感
し
、彼
ら

の
痛
み
と
困
難
を
感
じ
、自
分
よ
り
も
彼

ら
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
瞬
間
、私
は
、単
な
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
か
ら
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
、も
っ
と
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

35
年
前
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
の
僻
村
に
足
を
運
ん
だ
と
き
、同
胞
た

ち
が
抱
え
る
苦
境
を
真
に
理
解
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
家
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
、水
浴
び
を

す
る
の
と
同
じ
池
の
水
を
飲
み
、一
本
の
樹
の

木
陰
を
学
校
と
し
て
使
い
、唯
一の
黒
板
は

黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
壁
で
し
た
。一
番
近
い

保
健
セ
ン
タ
ー
は
数
マ
イ
ル
先
で
、ご
く
基

本
的
な
設
備
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

は
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、ト
イ
レ

を
設
置
し
、安
全
な
飲
み
水
を
提
供
し
、教

育
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、世
界
級
の
医
療
設

備
を
整
え
ま
し
た
。し
か
も
、地
元
地
域

だ
け
で
な
く
、国
中
で
。

ロ
ー
タ
リ
ー
が
私
の
心
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
回
り
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目

を
向
け
、人
類
全
体
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。奉
仕
が
私
の
生
き
方
と
な
っ
た

の
で
す
。
多
く
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、

『
奉
仕
と
は
、自
分
が
こ
の
地
上
に
占
め

る
空
間
に
対
し
て
支
払
う
家
賃
で
あ
る
』

と
い
う
信
条
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

模
範
的
な
賃
借
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
奉
仕
の
機

会
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
の
不

自
由
な
人
に
見
る
力
を
与
え
、お
腹
を
空

か
せ
た
人
に
食
べ
物
を0

与
え
、ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
に
住
む
場
所
を
提
供
し
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、小
さ
な
奉
仕

の
機
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。奉
仕
を
定
義
す
る
の
は
、奉
仕
の
規
模

だ
け
で
な
く
、奉
仕
に
対
す
る
姿
勢
で
す
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
か
つ
て
、電
車
に
乗
ろ
う
と

し
た
と
き
に
、電
車
が
動
き
だ
し
て
片
方

の
ス
リ
ッ
パ
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ガ

ン
デ
ィ
ー
は
と
っ
さ
に
、ス
リ
ッ
パ
が
落
ち
た

と
こ
ろ
を
め
が
け
て
、も
う
片
方
の
ス
リ
ッ
パ

を
投
げ
ま
し
た
。彼
と
一
緒
に
旅
行
し
て
い

た
友
人
は
、こ
う
尋
ね
ま
し
た
。「
な
ぜ
投

げ
た
ん
だ
い
？
」。ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
う
答
え

ま
し
た
。「
あ
の
ス
リ
ッ
パ
を
誰
か
が
見
つ

け
る
だ
ろ
う
。片
方
だ
け
で
は
役
に
立
た

た
な
い
か
ら
、も
う
片
方
も
投
げ
た
の
だ

よ
」。こ
れ
は
さ
さ
や
か
な
奉
仕
の
行
為
で

す
が
、そ
の
姿
勢
は
見
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、自
分
よ
り
も
先
に
人
の
こ
と
を

考
え
る
心
構
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー

タ
リ
ア
ン
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、そ
れ
だ
け
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
過
去
35
年
間
に
ポ
リ
オ
根

絶
や
人
類
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
数
十
億
ド
ル

も
の
資
金
や
多
大
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間

を
費
や
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。何
千
と
い
う
学
校

や
何
百
と
い
う
病
院
を
整
え
、干
上
が
っ
た

村
に
水
を
提
供
し
、家
庭
に
ト
イ
レ
を
つ
く

っ
て
尊
厳
を
取
り
戻
し
、何
万
と
い
う
子
ど

も
の
心
臓
手
術
を
通
じ
て
命
と
い
う
贈
り

物
を
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
奉

仕
し
続
け
る
の
は
、人
び
と
の
人
生
を
豊
か

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。ネ
パ
ー
ル

で
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、数
千
人
も
の

人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、ア
フ
リ
カ
で
の

家
族
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、ハ
イ
チ
で
の
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
人
以

上
の
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
国
イ
ン
ド
で
は
、識
字
と
教
育
の
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プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、何
百
万
も
の

子
ど
も
の
人
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
多
く
が
、こ
の
よ
う
な
奉
仕
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
な
役
割
を
担
わ
れ
、人

び
と
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
き
た
で

し
ょ
う
。奉
仕
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
奉
仕
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

今
日
、奉
仕
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、変

革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、来
る

ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
は
、人
び
と
の
た
め
に

奉
仕
し
、そ
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
に
援
助
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
理
由
か
ら
、

2
0
2
1-

2
2
年
度
の
私
た
ち
の
テ
ー

マ
は
、「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
」（Serve        to Change 

Lives
）と
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、持
続
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
の
参

加
意
欲
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。ほ
か
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
、他
団
体
、企
業
と
手
を

取
り
合
い
、地
域
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、国
や
世
界
の
人

び
と
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

奉
仕
す
る
と
き
、誰
か
の
人
生
だ
け
で
な

く
、自
分
の
人
生
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。イ

ン
ド
の
偉
大
な
思
想
家
の一
人
で
あ
る
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
誰
か
を
助
け
る
と
き
、そ
の
人
に
恩
を

施
し
て
い
る
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。実

際
に
は
、そ
の
人
た
ち
が
あ
な
た
に
恩
を
施

し
て
い
る
の
で
す
。私
た
ち
が
世
界
か
ら
授

か
っ
た
恩
恵
へ
の
恩
返
し
を
す
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
」。ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
ー
ナ
ン
ダ
は
さ
ら
に
、次
の
よ
う
な
見
事

な
言
葉
を
加
え
ま
し
た
。「
人
生
で
は
、与

え
る
者
、奉
仕
す
る
者
に
な
り
な
さ
い
。た

だ
し
、与
え
る
と
き
も
奉
仕
す
る
と
き
も

謙
虚
に
な
り
、ひ
ざ
ま
ず
い
て『
与
え
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
』『
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
』と
お
願
い
す
る
気
持
ち
に

な
り
な
さ
い
」

ほ
か
の
人
の
た
め
に
生
き
、世
話
を
し
、奉

仕
す
る
こ
と
で
誰
か
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
こ
と
は
、自
分
の
人
生
の
最
高
の
生
き
方

で
す
。ア
ル
バ
ー
ト・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言

っ
た
よ
う
に
、「
誰
か
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ
、

人
生
に
は
価
値
が
あ
る
」の
で
す
。

奉
仕
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
か
か
る
に
あ
た

り
、次
年
度
の
焦
点
は「
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」と
な
り
ま
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核

的
価
値
観
の一つ
は「
多
様
性
」で
す
。ロ
ー

タ
リ
ー
のD

E
I

（
多
様
性
、公
平
さ
、開
放

性
）に
対
す
る
信
念
を
表
し
た
公
式
声
明

も
あ
り
ま
す
。多
く
の
場
合
、女
子
は
不

利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、私

た
ち
が
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
は
す
べ

て
の
子
ど
も
に
奉
仕
し
ま
す
が
、特
に「
女

子
」に
焦
点
を
当
て
ま
す
。世
界
各
地
で
女

子
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、こ
う
し
た
女
子
が

抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
取
り
組
み
、

そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
も
っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め

の
会
長
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。世
界
各
地
で
、7
つ
の
重
点
分
野
に
焦

点
を
当
て
た
7
回
の
会
長
主
催
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
、ロ

ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、そ
し
て

一
般
市
民
の
参
加
を
促
す
た
め
の「
ロ
ー
タ

リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ご
自
宅
に
最
も
近
い
場
所
で
開
催
さ

れ
る
会
長
主
催
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」に
参

加
す
る
よ
う
全
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ア

ク
タ
ー
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
何
千
も
の「
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
通
じ
て
、ロ
ー
タ
リ
ー

の
活
動
を
世
界
に
紹
介
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、ポ
リ
オ
根
絶
活

動
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
、大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、か
つ
会
員
数
を
史
上
初
め
て

1
3
0
万
人
に
す
る
と
い
う
課
題
は
、チ
ャ

レ
ン
ジ
に
満
ち
て
い
ま
す
。こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
、皆
さ
ん
の
意
欲
は
駆
り
立
て
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。挑
戦
に
立
ち
向
か
う
の
が
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
だ
か
ら
で
す
。船
は
港
に
い
れ
ば
安

全
で
す
が
、船
の
目
的
は
港
に
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。海
に
出
て
こ
そ
、船
の

目
的
が
成
就
さ
れ
ま
す
。変
革
者
の
皆
さ

ん
、人
生
と
は
冒
険
で
あ
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
が
書
い
た
詩
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

授
け
ら
れ
た
最
大
の
贈
り
物
は

　
　

誰
か
の
人
生
に
触
れ
る
力

　
　

変
え
る
力

　
　

違
い
を
も
た
ら
す
力

　
　

め
ぐ
り
ゆ
く
命
の
中
で

　
　

手
を
、心
を
、魂
を

　
　

差
し
伸
べ
る
な
ら

　
　

魔
法
が
起
こ
る

　
　

歯
車
が
回
り
だ
す...

　
　

と
も
に
歯
車
を
回
そ
う

　
　

全
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
に
は
力
と
魔
法
が
あ
る

　
　

奉
仕
し
よ
う...

　
　

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に...

皆
さ
ん
が
ど
こ
で
こ
の
演
説
を
お
聞
き
に

な
っ
て
い
て
も
、こ
こ
で
皆
さ
ん
に
、胸
に
手

を
当
て
、私
と
一
緒
に
宣
誓
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
に
は
、奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
力
と
魔
法
が
あ
り
ま
す
」

変
革
者
の
皆
さ
ん
、準
備
は
整
っ
て
い
ま
す

か
？
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
立
ち
向
か
う
準

備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
奉
仕
す
る
準
備

が
で
き
て
い
ま
す
か
？
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

私
は
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
同
じ

で
し
ょ
う
。と
も
に
奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

2021-22 年度  ロータリークラブ一覧

第
一
分
区

第
二
分
区

第
三
分
区

第
四
分
区

1 久慈 蒲野　    隆

中田　勇司

関根　    元

熊谷　隆司

岩井澤昭一

三河　春彦

熊谷　和哉

藤枝　    薫

佐藤　浩秋

高橋　淳一

山口　淑子

橋川　秀治

照井　敬孝

谷地　玄光

佐藤　一郎

菅原　忠勝

小原　紀実

吉田　    勉

小野寺徳謙

千田　弥生

錦山　    功

木村　    稔

千葉　力男

後藤　桂司

畠山恵美子

伊藤　力也

志田　成樹

中野　貴徳

佐々木謙一

竹淵　    顕

尾形　和優

須藤　寛人

齊藤　裕基

後藤　力三

奥寺　    修

及川　    穣

小堀内德雄

小國　嘉明

米澤　民夫

阿部　誠

久慈　喜將

荒川　鉄平

北田　春美

小野　公司

菊池　    純

木村　昭仁

藤原　誠司

鎌田　玄一

小豆嶋純子

藤原　喜子

佐々木繁樹

佐賀　忠臣

小原　康洋

菅原　浩一

島津秀太郎

及川　    洋

境        達男

高橋　    賢

渡邉　    健

菅原　秀雄

鈴木　繁夫

大浪　友子

阿部　    司

出羽　司孝

三田地大悟

柴田　    見

及川　    宏

宮井　和夫

千葉　    健

磯﨑　翔太

中塚　吉徳

植田　俊郎

佐々木光博

菅野　    充

中嶋　勝司

吉川　義浩

木曜日 久慈グランドホテル 028-
0056

久慈市中町 2丁目 5-6
やませ土風館　風の館 2Ｆ 0194-52-4884 0194-66-7026

2 二戸 火曜日 二戸ロイヤルパレス 028-
6101

二戸市長嶺３５
二戸ロイヤルパレス 0195-23-3210 0195-23-2321

3 種市 木曜日 なかの食堂 028-
7914 九戸郡洋野町種市23-81-38 0194-65-2504 0194-65-2590

4 盛岡 金曜日 パルクアベニューカワトク
７F　ロイヤルホール

020-
0024 盛岡市菜園 1-10-1 019-653-5682 019-653-5622

5 盛岡北 水曜日 ホテルメトロポリタン盛岡
11 階「ギャラクシー」

020-
0878 盛岡市肴町 4-20　永卯ビル２F 019-623-6626 019-623-3664

6 盛岡西 木曜日 アートホテル盛岡 020-
0044 盛岡市城西町 13-63-105 019-654-2790 019-613-2743

7 盛岡南 火曜日 盛岡グランドホテル 020-
8501

盛岡市愛宕下 1-10
盛岡グランドホテル内　 019-601-7251 019-601-7252

8 盛岡東 月曜日 盛岡グランドホテル 020-
8501

盛岡市愛宕下 1-10
盛岡グランドホテル内　 019-601-5390 019-601-5391

9 盛岡中央 火曜日 ホテルエース盛岡 020-
0863 盛岡市南仙北 2-25-1　　 019-636-3400 019-636-3400

10 盛岡西北 水曜日 ホテルメトロポリタン盛岡
本館

020-
0002 盛岡市桜台 2-14-12 019-667-2215 019-667-2215

11 盛岡
滝ノ沢 木曜日 ベルヴィ盛岡 020-

0114 盛岡市高松二丁目 2-48 019-664-0069 019-663-4371

12 花巻 火曜日 ホテル花城 025-
0075

花巻市花城町 10-27
花巻商工会議所内　 0198-41-1133 0198-41-1133

13 花巻南 木曜日 ホテル花城 025-
0075

花巻市花城町 10-27
花巻商工会議所内
　

0198-41-1133 0198-41-1133

14 花巻北 水曜日 花巻温泉ホテル紅葉館
1F鶴泉の間

025-
0304

花巻市湯本1-125
花巻温泉ホテル紅葉館内　 0198-37-2190 0198-27-3081

15 北上 火曜日 ホテルシティプラザ北上３F 024-
0032

北上市川岸 1-14-1
ホテルシティプラザ北上５F　 0197-61-0771 0197-61-0772

16 北上西 木曜日 くさのイン北上 ２F 024-
0072 北上市北鬼柳33-95-2 0197-63-6640 0197-63-6643

17 北上和賀 水曜日 ホテルシティプラザ北上 024-
0072 北上市北鬼柳33-95-2 0197-63-7341 0197-63-7341

18 岩谷堂 水曜日 ホテルニュー江刺 023-
1121 奥州市江刺男石２丁目3-11-4 090-3126-3366

19 前沢 水曜日 ラピス・ラズリィ 029-
4208 奥州市前沢七日町裏５　 0197-56-4537 0197-56-4537

20 水沢 木曜日 プラザイン水沢 023-
0003 奥州市水沢佐倉河字後田 29　 0197-25-8811 0197-25-8819

21 水沢東 火曜日 水沢グランドホテル 023-
0818

奥州市水沢字東町 40
水沢グランドホテル内　 0197-26-2875 0197-26-4777

22 花泉 金曜日 ゆずり葉  法宴館 029-
3105 一関市花泉町涌津字一ノ町 40-1 0191-82-5085 0191-82-5205

23 平泉 火曜日 芭蕉館 029-
4102 西磐井郡平泉町平泉字鈴沢 3-1 0191-46-5155 0191-46-5176

24 一関

千厩

木曜日 ホテル松の薫一関 021-
0822

一関市上大槻街2-37
ホテルサンルート一関 0191-26-4311 0191-26-4317

25 一関中央 水曜日 ファミリーレストラン
「古戦場」

021-
0023 一関市銅谷町6-15-2 0191-23-6450 0191-21-5667

26 大船渡 水曜日 まるしち・ザ・プレイス 022-
0002 大船渡市大船渡町野々田 12-34 0192-27-4612 0192-27-4877

27 大船渡西 木曜日 地方卸売市場
大船渡魚市場　多目的室　

022-
0003

大船渡市盛町字町12-15
美容室ＺＥＮ２Ｆ 0192-27-5201 0192-27-5201

28 陸前高田 火曜日
（第1・3）キャピタルホテル１０００

029-
2205 陸前高田市高田町字荒沢 9-2 080-6015-3754

29 火曜日 マリアージュ 029-
0803

一関市千厩町千厩字石堂26-5
マリアージュ 0191-52-5700 0191-52-5611

30 気仙沼 火曜日 サンマリン気仙沼ホテル観洋 988-
0045

気仙沼市田谷 20-2　菊田ビル２F
㈱オフィスリアン内 

上閉伊郡大槌町小槌23-23-1
植田医院内

0226-25-8415 0226-25-8173

31 気仙沼南 木曜日 気仙沼プラザホテル 988-
0014 気仙沼市柏崎 1-1 0226-25-9395 0226-25-9395

32 釜石 火曜日 釜石ベイシティホテル 026-
0301 釜石市鵜住居町 13-111-57 0193-28-2335 0193-28-3558

33 釜石東 木曜日 ホテルサンルート釜石 026-
0024 釜石市大町 2丁目 3番 3号 0193-24-3311 0193-24-3446

34 水曜日 小川旅館 028-
1121 0193-42-2130 0193-42-7895

35 遠野 水曜日
（第1・3・4） まちおこしセンター３F

028-
0541

遠野市松﨑町白岩 11-18-6
サンエイジェント内　 050-3311-0090 0198-63-1071

36 宮古 金曜日 レストランほりた 2 F 027-
0081

宮古市新川町 4-1
レストランほりた 3F　 0193-62-4540 0193-62-4311

37 宮古東 火曜日 レストランほりた 027-
0081

宮古市新川町 4-1
レストランほりた 3F　 0193-62-4540 0193-62-4311

38 山田 木曜日
（第1・3）山田町商工会

028-
1342

下閉伊郡山田町川向町 6-40
オフィスマツモト内　 0193-82-2297 0193-82-2397

分
区 クラブ名 会長 幹事

例　会 ロータリークラブ事務所

例会曜日 会場 〒 住所 TEL FAX

SERVE TO CHANGE LIVES
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●2021年10月3～4日：韓国、慶州
●2021年11月6～7日：イタリア、ベニス
●2021年11月26～27日：フィリピン、マニラ
●2022年2月12～13日：ブラジル、フォス・ド・イグアス
●2022年2月25～27日：インド、ハイデラバード
●2022年3月4～5日：モザンビーク、マプト

　会計士であり、自身が設立した不動産開発会社「Skyline Group」の会長。
カナダを本拠とする「Operation Eyesight Universal (India)」のディレクター。
　災害救援に熱心に携わり、シェルターボックス（英国）の管理委員も務める。
2004年のインド洋大津波の際には、被災した家族のために500戸近い家屋の
建築を支援。
　南アジアで1,500件以上の心臓外科手術を提供したプログラムを立ち上げる。
インド全土での識字率向上をはかる「TEACHプログラム」の創設にもかかわり、
このプログラムを通じて何千もの学校に支援を提供。
　1984年にロータリークラブ入会。RI理事、各種委員会の委員と委員長、ゾー
ンコーディネーター、研修リーダー、ロータリー財団専門家グループメンバー、
地区ガバナーを歴任。ロータリー財団（インド）の理事長も務める。
　超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状と特別功労賞を受賞。
　ラシ夫人と共にメジャードナー、遺贈友の会会員としてロータリー財団を支援。

2021-22 年度  国際ロータリー会長　プロフィール

シェカール・メータ 2020-21年度会長 Calcutta-Mahanagarロータリークラブ所属
インド（西ベンガル州）

ナ
マ
ス
テ
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
世
界
各
地
か

ら
集
ま
っ
た「M

overs and Shakers

」

の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
で
あ
る
皆
さ
ん
はM

overs

（
動
か
す

人
た
ち
）で
あ
り
、私
は「
シェカ
ー
ル
」で
す
。

今
日
、皆
さ
ん
は
、奉
仕
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
旅
路
に
お
い
て
、と
て
も
大
切
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
17
カ
月

間
は
、皆
さ
ん
の
人
生
で
最
も
素
晴
ら
し

く
、実
り
あ
る
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。こ

の
期
間
を
、人
生
で
最
も
充
実
し
た
と
き

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
期
間
に
は
、

私
た
ち
が
共
有
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
導
か
れ
な
が
ら
、大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。皆
さ
ん

は
、計
画
を
立
て
、目
標
を
定
め
、そ
の
目

標
を
達
成
す
る
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
や
る
気
を
引
き

出
し
ま
す
。そ
の
目
標
と
は
、会
員
を
増
や

し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
参
加
者
基
盤
を
広
げ

る
と
い
う
目
標
、そ
し
て
、世
界
に
奉
仕

し
て
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
目
標
で
す
。こ
の
旅
路
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
は
、地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
お
よ
び
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
目
標
を
分
ち
あ
い
、「
も

っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め
の

意
欲
を
喚
起
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。こ
れ
は
、私
た
ち
を
導
く

信
念
で
す
。「
も
っ
と
行
動
し
」と
は
、よ
り

大
き
く
、イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
奉
仕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味
し
ま
す
。「
も
っ

と
成
長
す
る
」と
は
、会
員
を
増
や
し
、参
加

者
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

会
員
増
強
は
引
き
続
き
、最
も
大
き
な
課

題
で
す
。過
去
17
年
以
上
、ロ
ー
タ
リ
ー
の

会
員
数
は
1
2
0
万
人
の
ま
ま
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。力
を
合
わ
せ
て
、こ
れ
か
ら

の
17
カ
月
間
で
こ
れ
を
変
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。変
革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、会
員
増
強
と
い
う
点
で
、今
、

ロ
ー
タ
リ
ー
史
上
最
大
の
変
革
を
も
た
ら

す
機
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。過
去
17
年
間

に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、今
後
17
カ
月
間
に
達
成
す
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
夢
は
大
き
す
ぎ
る
、と
お
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
夢
は
大
き
く
」と
私

か
ら
お
願
い
す
る
の
で
あ
れ
ば
、私
自
身
が

先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
言
葉
の

一つ
に
、ジ
ョ
ー
ジ・バ
ー
ナ
ー
ド・シ
ョ
ー
の
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
存
在
す
る
も
の
だ

け
を
見
て
、『
な
ぜ
そ
う
な
の
か
』と
考
え

る
人
も
い
る
。し
か
し
私
は
、い
ま
だ
か
つ
て

存
在
し
な
い
も
の
を
夢
見
て
、『
な
ぜ
そ
う

で
な
い
の
か
』と
考
え
る
」

で
す
か
ら
皆
さ
ん
、夢
は
、2
0
2
2
年
7

月
1
日
ま
で
に
会
員
数
を
1
3
0
万
人
に

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
の
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。そ
の
答
え
は
、「each one, 

bring one

」、つ
ま
り
、今
後
17
カ
月
間
に

各
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
新
会
員
一
人
を
入
会
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。皆
さ

ん
が
す
べ
き
こ
と
は
、17
カ
月
間
に
た
っ
た

一
人
を
入
会
さ
せ
る
よ
う
、地
区
の
す
べ
て

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、ま
た
地

区
内
の
ク
ラ
ブ
会
長
に
も
模
範
を
示
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、こ
れ
を
確
実
に
で
き
ま

す
。全
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
こ
れ
を

実
行
す
れ
ば
、そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が「
変
革
者
」

と
な
り
、新
た
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
な
る
人

の
人
生
を
永
遠
に
変
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、私
た
ち
は
、「
も

っ
と
行
動
す
る
」た
め
に「
も
っ
と
成
長
す

る
」必
要
が
あ
り
ま
す
。私
は
常
に
、「
超

我
の
奉
仕
」と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
標
語
に

大
き
な
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。こ
の

言
葉
は
、人
び
と
を
思
い
や
り
、分
か
ち

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。私
に
と
っ
て
奉
仕
と
は
、自
分
よ
り

も
ほ
か
の
人
の
こ
と
を
先
に
考
え
る
こ
と
で

す
。こ
れ
に
つ
い
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
私
自

身
の
体
験
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
ば
か
り
の

頃
、手
足
が
不
自
由
な
人
の
た
め
の
キ
ャ
ン

プ
を
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
は

そ
こ
で
、足
の
矯
正
具
や
義
肢
、ハ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。全
会
員
が
役

割
を
分
担
し
、私
の
担
当
は
、ハ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
を
受
け
取
る
人
が
、手
で
車
輪
を
こ

ぐ
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

で
し
た
。手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、相
手
の

力
を
測
る
の
で
す
。私
は
、担
当
場
所
に
立

ち
、ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
を
受
け
取
り
に
来
る

人
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、あ
る
人

が
地
を
這
っ
て
私
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
人
は
足
が
な
く
、這
う
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。私
は
彼
に
向
か
っ
て
手

を
差
し
出
し
ま
し
た
が
、そ
の
瞬
間
、正
直

な
と
こ
ろ
、私
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
そ
の
人
の

こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
で
し
た
。自

分
の
清
潔
さ
や
健
康
に
つ
い
て
考
え
た
の
で

す
。彼
の
手
を
握
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、彼
の
手
を
握
り
、そ
の
後
も
や

って
来
る
人
2
、3
人
の
手
を
握
り
な
が
ら
、

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、6
、7
人
目
の
後
に
突
然
、こ
の

人
た
ち
が
抱
え
る
苦
境
に
共
感
し
、彼
ら

の
痛
み
と
困
難
を
感
じ
、自
分
よ
り
も
彼

ら
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
瞬
間
、私
は
、単
な
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
か
ら
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
、も
っ
と
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

35
年
前
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
の
僻
村
に
足
を
運
ん
だ
と
き
、同
胞
た

ち
が
抱
え
る
苦
境
を
真
に
理
解
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
家
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
、水
浴
び
を

す
る
の
と
同
じ
池
の
水
を
飲
み
、一
本
の
樹
の

木
陰
を
学
校
と
し
て
使
い
、唯
一の
黒
板
は

黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
壁
で
し
た
。一
番
近
い

保
健
セ
ン
タ
ー
は
数
マ
イ
ル
先
で
、ご
く
基

本
的
な
設
備
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

は
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、ト
イ
レ

を
設
置
し
、安
全
な
飲
み
水
を
提
供
し
、教

育
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、世
界
級
の
医
療
設

備
を
整
え
ま
し
た
。し
か
も
、地
元
地
域

だ
け
で
な
く
、国
中
で
。

ロ
ー
タ
リ
ー
が
私
の
心
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
回
り
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目

を
向
け
、人
類
全
体
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。奉
仕
が
私
の
生
き
方
と
な
っ
た

の
で
す
。
多
く
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、

『
奉
仕
と
は
、自
分
が
こ
の
地
上
に
占
め

る
空
間
に
対
し
て
支
払
う
家
賃
で
あ
る
』

と
い
う
信
条
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

模
範
的
な
賃
借
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
奉
仕
の
機

会
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
の
不

自
由
な
人
に
見
る
力
を
与
え
、お
腹
を
空

か
せ
た
人
に
食
べ
物
を0

与
え
、ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
に
住
む
場
所
を
提
供
し
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、小
さ
な
奉
仕

の
機
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。奉
仕
を
定
義
す
る
の
は
、奉
仕
の
規
模

だ
け
で
な
く
、奉
仕
に
対
す
る
姿
勢
で
す
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
か
つ
て
、電
車
に
乗
ろ
う
と

し
た
と
き
に
、電
車
が
動
き
だ
し
て
片
方

の
ス
リ
ッ
パ
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ガ

ン
デ
ィ
ー
は
と
っ
さ
に
、ス
リ
ッ
パ
が
落
ち
た

と
こ
ろ
を
め
が
け
て
、も
う
片
方
の
ス
リ
ッ
パ

を
投
げ
ま
し
た
。彼
と
一
緒
に
旅
行
し
て
い

た
友
人
は
、こ
う
尋
ね
ま
し
た
。「
な
ぜ
投

げ
た
ん
だ
い
？
」。ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
う
答
え

ま
し
た
。「
あ
の
ス
リ
ッ
パ
を
誰
か
が
見
つ

け
る
だ
ろ
う
。片
方
だ
け
で
は
役
に
立
た

た
な
い
か
ら
、も
う
片
方
も
投
げ
た
の
だ

よ
」。こ
れ
は
さ
さ
や
か
な
奉
仕
の
行
為
で

す
が
、そ
の
姿
勢
は
見
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、自
分
よ
り
も
先
に
人
の
こ
と
を

考
え
る
心
構
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー

タ
リ
ア
ン
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、そ
れ
だ
け
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
過
去
35
年
間
に
ポ
リ
オ
根

絶
や
人
類
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
数
十
億
ド
ル

も
の
資
金
や
多
大
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間

を
費
や
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。何
千
と
い
う
学
校

や
何
百
と
い
う
病
院
を
整
え
、干
上
が
っ
た

村
に
水
を
提
供
し
、家
庭
に
ト
イ
レ
を
つ
く

っ
て
尊
厳
を
取
り
戻
し
、何
万
と
い
う
子
ど

も
の
心
臓
手
術
を
通
じ
て
命
と
い
う
贈
り

物
を
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
奉

仕
し
続
け
る
の
は
、人
び
と
の
人
生
を
豊
か

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。ネ
パ
ー
ル

で
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、数
千
人
も
の

人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、ア
フ
リ
カ
で
の

家
族
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、ハ
イ
チ
で
の
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
人
以

上
の
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
国
イ
ン
ド
で
は
、識
字
と
教
育
の

T
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プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、何
百
万
も
の

子
ど
も
の
人
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
多
く
が
、こ
の
よ
う
な
奉
仕
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
な
役
割
を
担
わ
れ
、人

び
と
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
き
た
で

し
ょ
う
。奉
仕
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
奉
仕
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

今
日
、奉
仕
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、変

革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、来
る

ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
は
、人
び
と
の
た
め
に

奉
仕
し
、そ
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
に
援
助
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
理
由
か
ら
、

2
0
2
1-

2
2
年
度
の
私
た
ち
の
テ
ー

マ
は
、「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
」（Serve        to Change 

Lives

）と
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、持
続
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
の
参

加
意
欲
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。ほ
か
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
、他
団
体
、企
業
と
手
を

取
り
合
い
、地
域
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、国
や
世
界
の
人

び
と
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

奉
仕
す
る
と
き
、誰
か
の
人
生
だ
け
で
な

く
、自
分
の
人
生
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。イ

ン
ド
の
偉
大
な
思
想
家
の一
人
で
あ
る
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
誰
か
を
助
け
る
と
き
、そ
の
人
に
恩
を

施
し
て
い
る
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。実

際
に
は
、そ
の
人
た
ち
が
あ
な
た
に
恩
を
施

し
て
い
る
の
で
す
。私
た
ち
が
世
界
か
ら
授

か
っ
た
恩
恵
へ
の
恩
返
し
を
す
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
」。ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
ー
ナ
ン
ダ
は
さ
ら
に
、次
の
よ
う
な
見
事

な
言
葉
を
加
え
ま
し
た
。「
人
生
で
は
、与

え
る
者
、奉
仕
す
る
者
に
な
り
な
さ
い
。た

だ
し
、与
え
る
と
き
も
奉
仕
す
る
と
き
も

謙
虚
に
な
り
、ひ
ざ
ま
ず
い
て『
与
え
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
』『
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
』と
お
願
い
す
る
気
持
ち
に

な
り
な
さ
い
」

ほ
か
の
人
の
た
め
に
生
き
、世
話
を
し
、奉

仕
す
る
こ
と
で
誰
か
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
こ
と
は
、自
分
の
人
生
の
最
高
の
生
き
方

で
す
。ア
ル
バ
ー
ト・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言

っ
た
よ
う
に
、「
誰
か
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ
、

人
生
に
は
価
値
が
あ
る
」の
で
す
。

奉
仕
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
か
か
る
に
あ
た

り
、次
年
度
の
焦
点
は「
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」と
な
り
ま
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核

的
価
値
観
の一つ
は「
多
様
性
」で
す
。ロ
ー

タ
リ
ー
のD

E
I

（
多
様
性
、公
平
さ
、開
放

性
）に
対
す
る
信
念
を
表
し
た
公
式
声
明

も
あ
り
ま
す
。多
く
の
場
合
、女
子
は
不

利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、私

た
ち
が
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
は
す
べ

て
の
子
ど
も
に
奉
仕
し
ま
す
が
、特
に「
女

子
」に
焦
点
を
当
て
ま
す
。世
界
各
地
で
女

子
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、こ
う
し
た
女
子
が

抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
取
り
組
み
、

そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
も
っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め

の
会
長
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。世
界
各
地
で
、7
つ
の
重
点
分
野
に
焦

点
を
当
て
た
7
回
の
会
長
主
催
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
、ロ

ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、そ
し
て

一
般
市
民
の
参
加
を
促
す
た
め
の「
ロ
ー
タ

リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ご
自
宅
に
最
も
近
い
場
所
で
開
催
さ

れ
る
会
長
主
催
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」に
参

加
す
る
よ
う
全
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ア

ク
タ
ー
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
何
千
も
の「
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
通
じ
て
、ロ
ー
タ
リ
ー

の
活
動
を
世
界
に
紹
介
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、ポ
リ
オ
根
絶
活

動
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
、大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、か
つ
会
員
数
を
史
上
初
め
て

1
3
0
万
人
に
す
る
と
い
う
課
題
は
、チ
ャ

レ
ン
ジ
に
満
ち
て
い
ま
す
。こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
、皆
さ
ん
の
意
欲
は
駆
り
立
て
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。挑
戦
に
立
ち
向
か
う
の
が
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
だ
か
ら
で
す
。船
は
港
に
い
れ
ば
安

全
で
す
が
、船
の
目
的
は
港
に
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。海
に
出
て
こ
そ
、船
の

目
的
が
成
就
さ
れ
ま
す
。変
革
者
の
皆
さ

ん
、人
生
と
は
冒
険
で
あ
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
が
書
い
た
詩
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

授
け
ら
れ
た
最
大
の
贈
り
物
は

　
　

誰
か
の
人
生
に
触
れ
る
力

　
　

変
え
る
力

　
　

違
い
を
も
た
ら
す
力

　
　

め
ぐ
り
ゆ
く
命
の
中
で

　
　

手
を
、心
を
、魂
を

　
　

差
し
伸
べ
る
な
ら

　
　

魔
法
が
起
こ
る

　
　

歯
車
が
回
り
だ
す...

　
　

と
も
に
歯
車
を
回
そ
う

　
　

全
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
に
は
力
と
魔
法
が
あ
る

　
　

奉
仕
し
よ
う...
　
　

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に...

皆
さ
ん
が
ど
こ
で
こ
の
演
説
を
お
聞
き
に

な
っ
て
い
て
も
、こ
こ
で
皆
さ
ん
に
、胸
に
手

を
当
て
、私
と
一
緒
に
宣
誓
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
に
は
、奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
力
と
魔
法
が
あ
り
ま
す
」

変
革
者
の
皆
さ
ん
、準
備
は
整
っ
て
い
ま
す

か
？
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
立
ち
向
か
う
準

備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
奉
仕
す
る
準
備

が
で
き
て
い
ま
す
か
？
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

私
は
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
同
じ

で
し
ょ
う
。と
も
に
奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

分
区 クラブ名 会長 幹事

例　会 ロータリークラブ事務所

例会曜日 会場 〒 住所 TEL FAX

第
五
分
区

第
六
分
区

第
七
分
区

第
八
分
区

39 石巻東 金曜日 石巻グランドホテル 986-
0822

石巻市中央二丁目 1-16
中央ビル 23 号　 0225-95-3773 0225-95-4242

40 石巻西 火曜日 割烹  滝川 986-
0822

石巻市中央二丁目 1-16
中央ビル 23 号　 0225-95-3773 0225-95-4242

41 石巻南 水曜日（宗）西雲寺 986-
0822

石巻市中央二丁目 1-16
中央ビル 23 号　 0225-95-3773 0225-95-4242

42 栗駒 金曜日

金曜日

グリーンヒル浦島 989-
5301 栗原市栗駒岩ヶ崎六日町 72 0228-45-5663 0228-49-1143

43 築館 火曜日 ホテルグランドプラザ浦島 987-
2203

栗原市築館字下宮野町下 18
ホテルグランドプラザ浦島　 0228-22-4155 0228-22-4240

44 佐沼 木曜日 ホテルサンシャイン佐沼 987-
0511 登米市迫町佐沼字中江 5-5-10　 0220-22-8180 0220-22-0327

45 若柳 火曜日 千鳥 989-
5502

栗原市若柳字川南南大通 8-5
千鳥内　 0228-32-6850 0228-32-6850

46 古川 アインパルラ浦島 989-
6444

大崎市岩出山字細峯2番9
㈱アーバンディレクト内 0229-25-8574 0229-25- 8579

47 古川東 火曜日 中鉢別館  旬風創庵 989-
6135 大崎市古川小稲葉町9-40 0229-25-9386 0229-25-9387

48 岩出山 木曜日 割烹「日富見家」 989-
6435 大崎市岩出山字浦小路 6-7　 0229-72-0431 0229-72-0082

49 加美 水曜日 加美 RC  クラブ事務所 981-
4252 加美郡加美町字西田 1-18-10 0229-63-5725 0229-63-5765

50 大和 水曜日 グランダイニング  オオサカ 981-
3502 黒川郡大郷町粕川字大檀原４０ 022-359-2308 022-359-2861

51 松島 金曜日 パレス松州（マツシマ） 981-
0215

宮城郡松島町高城字迎山一4-2
㈲松島佐藤新聞店内 022-354-2715 022-353-4771

52 塩釜 金曜日 ホテルグランドパレス塩釜
２Ｆ

985-
0021

塩竈市尾島町３番５号
ホテルグランドパレス塩釜３Ｆ　 022-362-4002 022-362-4018

53 塩釜東 水曜日 985-
0053 塩釜市南町1-10　大石ビル１F

大石ビル1階
塩釜東ロータリークラブ例会場 022-366-6574 022-366-6574

54 多賀城 木曜日 ホテルキャスルプラザ
多賀城

985-
0874

多賀城市八幡四丁目 2-12
スポーツイトウ 2Ｆ　 022-366-4499 022-366-4548

55 利府 月曜日 利府ゴルフ倶楽部 981-
0111 宮城郡利府町加瀬字郷楽 23-2　 022-762-8645 022-356-2133

56 七ヶ浜 月曜日 七ヶ浜国際村 985-
0821

宮城郡七ヶ浜町汐見台 5-2-45
遠藤行政書士事務所内 022-357-6961 022-357-6961

57 仙台 火曜日 ホテルメトロポリタン仙台 980-
0021

仙台市青葉区中央 1-1-1
ホテルメトロポリタン仙台内　 022-222-2811 022-224-0257

58

仙台青葉 水曜日 ホテルメトロポリタン仙台 980-
0021

仙台市青葉区中央 1-1-1
ホテルメトロポリタン仙台内　 022-214-1211 022-214-121259

仙台冠 水曜日 ホテルモントレ仙台 981-
0811

仙台市青葉区一番町2-5-1
大一野村ビル7階 NPO法人LiFESET内 022-706-1461 022-774-214660

仙台
レインボー 金曜日 ANAホリデイ・イン仙台 984-

0051
仙台市若林区新寺 1-6-8
チサンマンション第三仙台ビル307号 022-293-3498 022-293-349861

木曜日 仙台国際ホテル 980-
0021 仙台市青葉区中央４-6-1 仙台国際ホテル 6F　 022-223-3652 022-223-3662

白石市柳町29 東天閣 内 0224-25-1109 0224-25-0517
62

仙台北 水曜日 江陽グランドホテル 980-
0014

仙台市青葉区本町 2-3-1
江陽グランドホテル内　 022-224-0777 022-224-456463

仙台東 月曜日 ホテルメトロポリタン仙台 984-
0051 仙台市若林区新寺 1-6-8-307 022-352-8972 022-352-897364

仙台西 金曜日 ウェスティンホテル仙台25F 980-0021
仙台市青葉区中央４-6-1
仙台国際ホテル内6F　 022-223-3760 022-267-127665

仙台泉 木曜日 江陽グランドホテル 980-
0014

仙台市青葉区本町 2-3-1
江陽グランドホテル内　 022-267-5252 022-267-5265

66 仙台
宮城野 木曜日 ホテルメトロポリタン仙台 980-

0021
仙台市青葉区中央 1-1-1
ホテルメトロポリタン仙台内　 022-268-3243 022-268-3296

67 岩沼 火曜日 ホテル桃幸 989-
2442

岩沼市大手町９－６
第１マサキビル１F  0223-25-2555 0223-25-2555

68 名取 木曜日 仙台空港カントリークラブ 981-
1224 名取市増田字北谷242-1-2F 022-384-5816 022-382-7017

69 亘理 中正旅館 989-
2361

亘理郡亘理町字堀の内7-1
(株)刈谷葬儀社内 0223-33-1520 0223-33-1521

70 角田 仙南シンケンファクトリー 981-
1505 角田市角田字大町9-4 0224-63-1690 0224-63-2327

71 丸森 木曜日
（第2・4）

木曜日
（第1・3）

月曜日
（第1・3）

火曜日
（第1・2）

わた福  ２階 981-
2165 伊具郡丸森町字町西３８　わた福内 0224-87-8832 0224-87-8832

72 白石 金曜日 舞鶴会館 989-
0276 白石市大手町 4-3 0224-26-2323 0224-26-2383

73 白石北 火曜日 NTT白石営業所　3F 989-
0277 白石市沢端町2-30 NTT白石営業所３F 0224-24-5090 0224-24-5090

74 柴田 水曜日 表蔵王国際ゴルフクラブ 989-
1601 柴田郡柴田町船岡中央 3丁目 5-2　 0224-55-3025 0224-55-3025

75 村田 水曜日 道の駅  村田　 2F研修室 989-
1305

柴田郡村田町大字村田字末広町 23
蘇武様方　 0224-83-4119 0224-83-4119

76 大河原 木曜日 和洋亭  ぶざん 989-
1245

柴田郡大河原町字新南 25-18
和洋亭ぶざん  0224-86-5901 0224-86-5905

989-
0242

奥林　    潔

大風　    弘

渡辺　真康

柴谷　栄一

真壁　秀幸

宮本　昭雄

本多　正久

早坂　正実

武田　洋一

鯨岡　一志

小原喜公夫

三浦　    一

梅宮　隆志

一條　    武

菊地　    徹

熊坂　成伺

夏目　雅貴

亀田　    治

及川　正紹

大町　睦夫

高橋　睦夫

板橋　惠一

吉木　由美

水野　暢大

郷家　茂樹

大坂　秀逸

高橋　    啓

増尾　忠三

奥山　浩二

大沼　悦子

川嶋　    哲

武川　    毅

石沢　賢士

佐藤　孝宏

米谷　正信

日野　雅晴

齊藤　利忠

本木　拓也

眞壁　京子

小田部岳雄

柴谷　栄一

松野　久郎

根元　孝夫

戸田　宏士

刈谷　文俊

山口　健一

佐藤　智世

本川　武志

菊地　幸二

有坂　信彦

髙橋　正樹

綿谷　秀弥

秋田　陽子

佐々木伸介

福田　幸穂

西條　清和

遠藤　　均

阿部　善雄

阿部　新康

高橋　一夫

岡田　正幸

佐藤稜威彦

伊藤　新一

関　    文広

永根　喜郎

小山　拓也

加藤　義一

早坂　    悟

千葉　正宏

三浦　幹典

佐々木　博

福田　    均

大森　憲市

本田　賢也

SERVE TO CHANGE LIVES

仙台南・
白石ロータリー衛星

仙台南 岩松　正記 茂木　宏友

パシフィックホテル ラウンジ麻生菜穂美（議長） 鈴木　友厚
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2021-2022年度 公式訪問予定表（案）＊会場変更の可能性有。

8　月

7　月
Ａ方式 （11：30－12：30－13：30）　 Ｂ方式 （17：00－18：00－19：00）日程

訪問クラブ 会　　場 ガバナー補佐 分区
曜

30日

28日

27日

26日

21日

20日

16日

14日

8日

6

4

7

7

1

1

6

7

1

1

7

7

6

6

3

8

3

7

6

2

1

2

6

3

7

6

1

6

7

4

6

8

5

8

5

2

2

4

8

1

8

1

7

8

3

1

1

7

木

水

金

火

水

月

火

水

金 古川・古川東

遠野

仙台

仙台東

盛岡北

盛岡南

塩釜

仙台北

三塚　義信

新里　   進

杼窪　昌之

森川　昭正

鷹羽　金司

鷹羽　金司

鈴木　   誠

森川　昭正

森川　昭正

森川　昭正

三塚　義信

鈴木　   誠

北田　文人

湯村　周一

北田　文人

杼窪　昌之

鈴木　   誠

佐々木史昭

鷹羽　金司

鈴木　   誠

鷹羽　金司

鈴木　   誠

杼窪　昌之

北田　文人

三塚　義信

佐々木史昭

杼窪　昌之

阿部　幸榮

松本　   賢

湯村　周一

松本　   賢

湯村　周一

菅原　慶一

鈴木　秀悦

鈴木　秀悦

新里　   進

村上　睦夫

鷹羽　金司

村上　睦夫

森川　昭正

湯村　周一

阿部　学

鷹羽　金司

東井　千明

杼窪　昌之

鷹羽　金司

東井　千明

盛岡中央

久慈・種市 久慈グランドホテル
17:00～

盛岡グランドホテル
11：30～

江陽グランドホテル

ホテルメトロポリタンニューウイング
11:30～

ホテルメトロポリタン仙台
11：30～

ホテルメトロポリタン仙台

18：00～　ホテルエース

未定

アインパルラ浦島

ホテルグランドパレス塩釜
11：30～

訪問クラブ 会　　場 ガバナー補佐分区

9　月

27日

26日

25日

23日

20日

19日

10日

6日

5日

3日

2日

金

木

水

月

金

木

火

金

木

火

月

仙台西

仙台宮城野 

加美

利府

亘理

千厩

仙台レインボー

多賀城

花巻・花巻南・花巻北

盛岡東

松島・大和

盛岡滝ノ沢

七ヶ浜

仙台泉

気仙沼・気仙沼南

岩出山

ブランニュー北上
17：30～

サンマリン気仙沼ホテル観洋
17:00～

江陽グランドホテル
17：00～

グランダイニングオオサカ
17：30～

ホテル花城

中正旅館

ホテル桃幸

盛岡グランドホテル

ホテルキャッスルプラザ多賀城
11:00～

ＡＮＡホリデイイン仙台2Ｆ
11:30～

利府国際ゴルフ俱楽部
11：15～

マリアージュ
11:30

ウエスティンホテル
11：30～

ホテルメトロポリタン仙台
11：30～

加美ロータリークラブ事務所
11：30～

日富見屋

七ヶ浜国際村

ベルヴィ盛岡

30日

29日

24日

22日

21日

17日

16日

10日

9日

8日

7日

3日

2日

1日

木

水

金

水

火

金

木

金

木

水

火

金

木

水

仙台青葉 

宮古・宮古東・山田

塩釜東

岩沼

名取

水沢・岩谷堂

前沢・水沢東

釜石・釜石東・大槌

白石・白石北

盛岡西

柴田・村田・大河原

仙台冠

二戸 

盛岡西北

角田・丸森

仙台南

ホテルサンルート一関
17：30～

ホテルメトロポリタン4F
17：45～

ホテルモントレ仙台

仙南シンケンファクトリー

二戸ロイヤルパレス

仙台国際ホテル
18:00～

舞鶴会館
11：00～

アートホテル
11:50～

表蔵王国際ゴルフクラブ
11：30～

鷹羽　金司1日 金 盛岡
パルクアベニューカワトク
7階ロイヤルホール

ホテルサンルート釜石
11：30～
ラピスラズリィ
11：00～

ホテルニュー江刺
11：00～

サンシャイン佐沼
11：30～

仙台空港カントリークラブ
　クラブハウス2F
石巻グランドホテル

11：00～

ホテルメトロポリタン仙台
11:30～

レストランほりた
11：30～

塩釜東RC例会場
11：30～

大船渡・大船渡西・
陸前高田

北上・北上西・
北上和賀

栗駒・築館・佐沼・
若柳

石巻東・石巻西・
石巻南

一関・一関中央・
花泉・平泉

10　月

大船渡プラザホテル
11:30～

　

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
に
指
名
い
た
だ

き
ま
し
た
盛
岡
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
天
沼
久
純
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。盛
岡
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
ガ
バ
ナ
ー
選
出
は
白
倉
ガ
バ

ナ
ー
以
来
20
年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
る
た

め
、皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
で
運

営
で
き
る
よ
う
に
頑
張
って
準
備
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。何
卒
ご

指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続

き
、第
４
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

大
都
市
か
ら
地
方
都
市
に
感
染
が
拡

大
し
収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

通
常
の
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
が
で
き
な
い

ま
ま
２
年
経
過
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
が
や
っ
と
始

ま
り
ま
し
た
。早
く
終
息
し
普
通
の

生
活
を
し
た
い
と
皆
が
強
く
望
ん
で
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
家
庭
あ
る

い
は
会
社
に
お
い
て
、今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
を
経
験
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、何
と
か
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。き
っ

と
皆
さ
ん
な
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
、鈴
木
俊
一ガ
バ
ナ
ー
年
度

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン

効
果
が
現
れ
普
通
を
取
り
戻
し
て
い

く
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。鈴
木
俊
一

ガ
バ
ナ
ー
の
行
動
力
と
抱
擁
力
で
第
２

５
２
０
地
区
の
各
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
よ
り
一層
の
団
結
と
向
上
を
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
」

（Serve to Change Lives

）　

で
す
。ま
さ
に
、み
ん
な
で
手
を
取
り

合
い
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
全
世
界
が
活

気
に
満
ち
た
豊
か
な
世
界
を
創
っ
て
い

こ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
挨
拶

国際ロータリー 第2520地区
2021-2022年度 ガバナーエレクト

（盛岡南RC）
天沼　久純

　
い
よ
い
よ
、鈴
木
俊
一ガ
バ
ナ
ー
が
活
躍
す

る
舞
台
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
で
暗
中
模
索
の
状
況

下
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
大
変
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
以
前
の
私
は
、地
区

組
織
に
名
を
連
ね
る
こ
と
も
無
か
っ
た
の

で
、面
識
の
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
分
区
内

に
限
ら
て
れ
お
り
ま
し
た
。恥
ず
か
し
な

が
ら
、ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
と
し
て
地
区
内

外
の
ロ
ー
タ
リ
ー
行
事
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、漸
く
人
を
知
り
、ロ
ー
タ
リ
ー
に

つ
い
て
積
極
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

鈴
木
俊
一ガ
バ
ナ
ー
の
入
会
は
2
0
0
5

年
で
す
が
、そ
れ
以
前
に
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

に
在
籍
し
て
い
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。そ

の
経
験
を
買
わ
れ
、2
0
0
8
年
に
地
区

の
新
世
代
委
員
と
な
り
、そ
れ
以
来
、青

少
年
奉
仕
活
動
で
活
躍
さ
れ
て
来
ま
し

た
。

　

私
の
年
度
の
R
I
テ
ー
マ
は「
ロ
ー
タ
リ

ー
は
機
会
の
扉
を
開
く
」で
し
た
。過
去
の

し
き
た
り
に
縛
ら
れ
な
い
対
応
を
求
め
た

も
の
で
す
。そ
し
て
、こ
の
と
こ
ろ
の
R
I
テ

ー
マ
に
共
通
す
る
の
は
変
革
で
す
。特
に
、

ロ
ー
タ
リ
ー
は
、青
少
年
人
材
育
成
の
投
資

に
積
極
的
で
す
。こ
れ
ま
で
の
青
少
年
奉

仕
の
担
当
者
は
、人
間
修
養
を
ガ
チ
ガ
チ

に
積
ん
で
き
た
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
、新
人
類

や
宇
宙
人
と
称
さ
れ
る
若
者
と
の
板
挟
み

で
、大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。R
I

の
英
断
に
よ
り
、青
少
年
担
当
者
が
安
心

し
て
取
り
組
め
る
環
境
が
整
い
、機
は
熟

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。一
昨
年
、釜
石
で

開
催
さ
れ
た
R
A
会
長
幹
事
会
で
ご一
緒

し
た
際
の
、鈴
木
ガ
バ
ナ
ー
の
若
者
と
向
き

合
う
姿
が
強
く
印
象
に
残
って
お
り
ま
す
。

　

そ
の
分
野
の
ベ
テ
ラ
ン
に
な
る
と
、そ
こ

か
ら
中
々
抜
け
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。し
か

し
、今
度
は
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
、「
す
べ
て
に

目
を
向
け
て
良
し
」と
地
区
の
会
員
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
の「
多
様

性
」は
、過
去
を
念
頭
に
お
い
た
変
化
で
は

無
く
、知
恵
の
駆
使
に
よ
って
生
み
出
す
閃

き
で
し
ょ
う
。コ
ロ
ナ
で
思
う
よ
う
に
事
を

運
べ
な
い
の
は
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、行
事
に

追
わ
れ
ず
に
す
む
状
況
は
メ
リ
ッ
ト
で
も

あ
り
ま
す
。い
か
な
る
環
境
に
も
プ
ラ
ス
思

考
で
臨
み
、地
区
や
地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

に
と
っ
て
、「
人
生
を
変
え
る（C

hange 
Lives

）リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
願
って
お
り
ま
す
。

鈴
木
ガ
バ
ナ
ー
年
度
に

よ
せ
て

国際ロータリー 第2520地区
直前ガバナー（2020-2021年度）

（花巻南RC）
伊藤　智仁

SERVE TO CHANGE LIVES
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2021-2022年度 公式訪問予定表（案）＊会場変更の可能性有。

8　月

7　月
Ａ方式 （11：30－12：30－13：30）　 Ｂ方式 （17：00－18：00－19：00）日程

訪問クラブ 会　　場 ガバナー補佐 分区
曜

30日

28日

27日

26日

21日

20日

16日

14日

8日

6

4

7

7

1

1

6

7

1

1

7

7

6

6

3

8

3

7

6

2

1

2

6

3

7

6

1

6

7

4

6

8

5

8

5

2

2

4

8

1

8

1

7

8

3

1

1

7

木

水

金

火

水

月

火

水

金 古川・古川東

遠野

仙台

仙台東

盛岡北

盛岡南

塩釜

仙台北

三塚　義信

新里　   進

杼窪　昌之

森川　昭正

鷹羽　金司

鷹羽　金司

鈴木　   誠

森川　昭正

森川　昭正

森川　昭正

三塚　義信

鈴木　   誠

北田　文人

湯村　周一

北田　文人

杼窪　昌之

鈴木　   誠

佐々木史昭

鷹羽　金司

鈴木　   誠

鷹羽　金司

鈴木　   誠

杼窪　昌之

北田　文人

三塚　義信

佐々木史昭

杼窪　昌之

阿部　幸榮

松本　   賢

湯村　周一

松本　   賢

湯村　周一

菅原　慶一

鈴木　秀悦

鈴木　秀悦

新里　   進

村上　睦夫

鷹羽　金司

村上　睦夫

森川　昭正

湯村　周一

阿部　学

鷹羽　金司

東井　千明

杼窪　昌之

鷹羽　金司

東井　千明

盛岡中央

久慈・種市 久慈グランドホテル
17:00～

盛岡グランドホテル
11：30～

江陽グランドホテル

ホテルメトロポリタンニューウイング
11:30～

ホテルメトロポリタン仙台
11：30～

ホテルメトロポリタン仙台

18：00～　ホテルエース

未定

アインパルラ浦島

ホテルグランドパレス塩釜
11：30～

訪問クラブ 会　　場 ガバナー補佐分区

9　月

27日

26日

25日

23日

20日

19日

10日

6日

5日

3日

2日

金

木

水

月

金

木

火

金

木

火

月

仙台西

仙台宮城野 

加美

利府

亘理

千厩

仙台レインボー

多賀城

花巻・花巻南・花巻北

盛岡東

松島・大和

盛岡滝ノ沢

七ヶ浜

仙台泉

気仙沼・気仙沼南

岩出山

ブランニュー北上
17：30～

サンマリン気仙沼ホテル観洋
17:00～

江陽グランドホテル
17：00～

グランダイニングオオサカ
17：30～

ホテル花城

中正旅館

ホテル桃幸

盛岡グランドホテル

ホテルキャッスルプラザ多賀城
11:00～

ＡＮＡホリデイイン仙台2Ｆ
11:30～

利府国際ゴルフ俱楽部
11：15～

マリアージュ
11:30

ウエスティンホテル
11：30～

ホテルメトロポリタン仙台
11：30～

加美ロータリークラブ事務所
11：30～

日富見屋

七ヶ浜国際村

ベルヴィ盛岡

30日

29日

24日

22日

21日

17日

16日

10日

9日

8日

7日

3日

2日

1日

木

水

金

水

火

金

木

金

木

水

火

金

木

水

仙台青葉 

宮古・宮古東・山田

塩釜東

岩沼

名取

水沢・岩谷堂

前沢・水沢東

釜石・釜石東・大槌

白石・白石北

盛岡西

柴田・村田・大河原

仙台冠

二戸 

盛岡西北

角田・丸森

仙台南

ホテルサンルート一関
17：30～

ホテルメトロポリタン4F
17：45～

ホテルモントレ仙台

仙南シンケンファクトリー

二戸ロイヤルパレス

仙台国際ホテル
18:00～

舞鶴会館
11：00～

アートホテル
11:50～

表蔵王国際ゴルフクラブ
11：30～

鷹羽　金司1日 金 盛岡
パルクアベニューカワトク
7階ロイヤルホール

ホテルサンルート釜石
11：30～
ラピスラズリィ
11：00～

ホテルニュー江刺
11：00～

サンシャイン佐沼
11：30～

仙台空港カントリークラブ
　クラブハウス2F
石巻グランドホテル

11：00～

ホテルメトロポリタン仙台
11:30～

レストランほりた
11：30～

塩釜東RC例会場
11：30～

大船渡・大船渡西・
陸前高田

北上・北上西・
北上和賀

栗駒・築館・佐沼・
若柳

石巻東・石巻西・
石巻南

一関・一関中央・
花泉・平泉

10　月

大船渡プラザホテル
11:30～

　

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
に
指
名
い
た
だ

き
ま
し
た
盛
岡
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
天
沼
久
純
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。盛
岡
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
ガ
バ
ナ
ー
選
出
は
白
倉
ガ
バ

ナ
ー
以
来
20
年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
る
た

め
、皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
で
運

営
で
き
る
よ
う
に
頑
張
って
準
備
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。何
卒
ご

指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続

き
、第
４
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

大
都
市
か
ら
地
方
都
市
に
感
染
が
拡

大
し
収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

通
常
の
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
が
で
き
な
い

ま
ま
２
年
経
過
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
が
や
っ
と
始

ま
り
ま
し
た
。早
く
終
息
し
普
通
の

生
活
を
し
た
い
と
皆
が
強
く
望
ん
で
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
家
庭
あ
る

い
は
会
社
に
お
い
て
、今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
を
経
験
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、何
と
か
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。き
っ

と
皆
さ
ん
な
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
、鈴
木
俊
一ガ
バ
ナ
ー
年
度

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン

効
果
が
現
れ
普
通
を
取
り
戻
し
て
い

く
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。鈴
木
俊
一

ガ
バ
ナ
ー
の
行
動
力
と
抱
擁
力
で
第
２

５
２
０
地
区
の
各
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
よ
り
一層
の
団
結
と
向
上
を
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
」

（Serve to Change Lives

）　

で
す
。ま
さ
に
、み
ん
な
で
手
を
取
り

合
い
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
全
世
界
が
活

気
に
満
ち
た
豊
か
な
世
界
を
創
っ
て
い

こ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
挨
拶

国際ロータリー 第2520地区
2021-2022年度 ガバナーエレクト

（盛岡南RC）
天沼　久純

　
い
よ
い
よ
、鈴
木
俊
一ガ
バ
ナ
ー
が
活
躍
す

る
舞
台
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
で
暗
中
模
索
の
状
況

下
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
大
変
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
以
前
の
私
は
、地
区

組
織
に
名
を
連
ね
る
こ
と
も
無
か
っ
た
の

で
、面
識
の
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
分
区
内

に
限
ら
て
れ
お
り
ま
し
た
。恥
ず
か
し
な

が
ら
、ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
と
し
て
地
区
内

外
の
ロ
ー
タ
リ
ー
行
事
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、漸
く
人
を
知
り
、ロ
ー
タ
リ
ー
に

つ
い
て
積
極
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

鈴
木
俊
一ガ
バ
ナ
ー
の
入
会
は
2
0
0
5

年
で
す
が
、そ
れ
以
前
に
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

に
在
籍
し
て
い
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。そ

の
経
験
を
買
わ
れ
、2
0
0
8
年
に
地
区

の
新
世
代
委
員
と
な
り
、そ
れ
以
来
、青

少
年
奉
仕
活
動
で
活
躍
さ
れ
て
来
ま
し

た
。

　

私
の
年
度
の
R
I
テ
ー
マ
は「
ロ
ー
タ
リ

ー
は
機
会
の
扉
を
開
く
」で
し
た
。過
去
の

し
き
た
り
に
縛
ら
れ
な
い
対
応
を
求
め
た

も
の
で
す
。そ
し
て
、こ
の
と
こ
ろ
の
R
I
テ

ー
マ
に
共
通
す
る
の
は
変
革
で
す
。特
に
、

ロ
ー
タ
リ
ー
は
、青
少
年
人
材
育
成
の
投
資

に
積
極
的
で
す
。こ
れ
ま
で
の
青
少
年
奉

仕
の
担
当
者
は
、人
間
修
養
を
ガ
チ
ガ
チ

に
積
ん
で
き
た
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
、新
人
類

や
宇
宙
人
と
称
さ
れ
る
若
者
と
の
板
挟
み

で
、大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。R
I

の
英
断
に
よ
り
、青
少
年
担
当
者
が
安
心

し
て
取
り
組
め
る
環
境
が
整
い
、機
は
熟

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。一
昨
年
、釜
石
で

開
催
さ
れ
た
R
A
会
長
幹
事
会
で
ご一
緒

し
た
際
の
、鈴
木
ガ
バ
ナ
ー
の
若
者
と
向
き

合
う
姿
が
強
く
印
象
に
残
って
お
り
ま
す
。

　

そ
の
分
野
の
ベ
テ
ラ
ン
に
な
る
と
、そ
こ

か
ら
中
々
抜
け
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。し
か

し
、今
度
は
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
、「
す
べ
て
に

目
を
向
け
て
良
し
」と
地
区
の
会
員
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
の「
多
様

性
」は
、過
去
を
念
頭
に
お
い
た
変
化
で
は

無
く
、知
恵
の
駆
使
に
よ
って
生
み
出
す
閃

き
で
し
ょ
う
。コ
ロ
ナ
で
思
う
よ
う
に
事
を

運
べ
な
い
の
は
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、行
事
に

追
わ
れ
ず
に
す
む
状
況
は
メ
リ
ッ
ト
で
も

あ
り
ま
す
。い
か
な
る
環
境
に
も
プ
ラ
ス
思

考
で
臨
み
、地
区
や
地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

に
と
っ
て
、「
人
生
を
変
え
る（C

hange 
Lives

）リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
願
って
お
り
ま
す
。

鈴
木
ガ
バ
ナ
ー
年
度
に

よ
せ
て
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ナ
マ
ス
テ
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
世
界
各
地
か

ら
集
ま
っ
た「M

overs and Shakers

」

の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
で
あ
る
皆
さ
ん
はM

overs

（
動
か
す

人
た
ち
）で
あ
り
、私
は「
シェカ
ー
ル
」で
す
。

今
日
、皆
さ
ん
は
、奉
仕
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
旅
路
に
お
い
て
、と
て
も
大
切
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
17
カ
月

間
は
、皆
さ
ん
の
人
生
で
最
も
素
晴
ら
し

く
、実
り
あ
る
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。こ

の
期
間
を
、人
生
で
最
も
充
実
し
た
と
き

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
期
間
に
は
、

私
た
ち
が
共
有
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
導
か
れ
な
が
ら
、大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。皆
さ
ん

は
、計
画
を
立
て
、目
標
を
定
め
、そ
の
目

標
を
達
成
す
る
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
や
る
気
を
引
き

出
し
ま
す
。そ
の
目
標
と
は
、会
員
を
増
や

し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
参
加
者
基
盤
を
広
げ

る
と
い
う
目
標
、そ
し
て
、世
界
に
奉
仕

し
て
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
目
標
で
す
。こ
の
旅
路
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
は
、地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
お
よ
び
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
目
標
を
分
ち
あ
い
、「
も

っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め
の

意
欲
を
喚
起
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。こ
れ
は
、私
た
ち
を
導
く

信
念
で
す
。「
も
っ
と
行
動
し
」と
は
、よ
り

大
き
く
、イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
奉
仕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味
し
ま
す
。「
も
っ

と
成
長
す
る
」と
は
、会
員
を
増
や
し
、参
加

者
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

会
員
増
強
は
引
き
続
き
、最
も
大
き
な
課

題
で
す
。過
去
17
年
以
上
、ロ
ー
タ
リ
ー
の

会
員
数
は
1
2
0
万
人
の
ま
ま
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。力
を
合
わ
せ
て
、こ
れ
か
ら

の
17
カ
月
間
で
こ
れ
を
変
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。変
革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、会
員
増
強
と
い
う
点
で
、今
、

ロ
ー
タ
リ
ー
史
上
最
大
の
変
革
を
も
た
ら

す
機
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。過
去
17
年
間

に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、今
後
17
カ
月
間
に
達
成
す
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
夢
は
大
き
す
ぎ
る
、と
お
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
夢
は
大
き
く
」と
私

か
ら
お
願
い
す
る
の
で
あ
れ
ば
、私
自
身
が

先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
言
葉
の

一つ
に
、ジ
ョ
ー
ジ・バ
ー
ナ
ー
ド・シ
ョ
ー
の
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
存
在
す
る
も
の
だ

け
を
見
て
、『
な
ぜ
そ
う
な
の
か
』と
考
え

る
人
も
い
る
。し
か
し
私
は
、い
ま
だ
か
つ
て

存
在
し
な
い
も
の
を
夢
見
て
、『
な
ぜ
そ
う

で
な
い
の
か
』と
考
え
る
」

で
す
か
ら
皆
さ
ん
、夢
は
、2
0
2
2
年
7

月
1
日
ま
で
に
会
員
数
を
1
3
0
万
人
に

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
の
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。そ
の
答
え
は
、「each one, 

bring one

」、つ
ま
り
、今
後
17
カ
月
間
に

各
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
新
会
員
一
人
を
入
会
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。皆
さ

ん
が
す
べ
き
こ
と
は
、17
カ
月
間
に
た
っ
た

一
人
を
入
会
さ
せ
る
よ
う
、地
区
の
す
べ
て

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、ま
た
地

区
内
の
ク
ラ
ブ
会
長
に
も
模
範
を
示
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、こ
れ
を
確
実
に
で
き
ま

す
。全
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
こ
れ
を

実
行
す
れ
ば
、そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が「
変
革
者
」

と
な
り
、新
た
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
な
る
人

の
人
生
を
永
遠
に
変
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、私
た
ち
は
、「
も

っ
と
行
動
す
る
」た
め
に「
も
っ
と
成
長
す

る
」必
要
が
あ
り
ま
す
。私
は
常
に
、「
超

我
の
奉
仕
」と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
標
語
に

大
き
な
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。こ
の

言
葉
は
、人
び
と
を
思
い
や
り
、分
か
ち

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。私
に
と
っ
て
奉
仕
と
は
、自
分
よ
り

も
ほ
か
の
人
の
こ
と
を
先
に
考
え
る
こ
と
で

す
。こ
れ
に
つ
い
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
私
自

身
の
体
験
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
ば
か
り
の

頃
、手
足
が
不
自
由
な
人
の
た
め
の
キ
ャ
ン

プ
を
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
は

そ
こ
で
、足
の
矯
正
具
や
義
肢
、ハ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。全
会
員
が
役

割
を
分
担
し
、私
の
担
当
は
、ハ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
を
受
け
取
る
人
が
、手
で
車
輪
を
こ

ぐ
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

で
し
た
。手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、相
手
の

力
を
測
る
の
で
す
。私
は
、担
当
場
所
に
立

ち
、ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
を
受
け
取
り
に
来
る

人
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、あ
る
人

が
地
を
這
っ
て
私
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
人
は
足
が
な
く
、這
う
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。私
は
彼
に
向
か
っ
て
手

を
差
し
出
し
ま
し
た
が
、そ
の
瞬
間
、正
直

な
と
こ
ろ
、私
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
そ
の
人
の

こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
で
し
た
。自

分
の
清
潔
さ
や
健
康
に
つ
い
て
考
え
た
の
で

す
。彼
の
手
を
握
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、彼
の
手
を
握
り
、そ
の
後
も
や

って
来
る
人
2
、3
人
の
手
を
握
り
な
が
ら
、

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、6
、7
人
目
の
後
に
突
然
、こ
の

人
た
ち
が
抱
え
る
苦
境
に
共
感
し
、彼
ら

の
痛
み
と
困
難
を
感
じ
、自
分
よ
り
も
彼

ら
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
瞬
間
、私
は
、単
な
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
か
ら
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
、も
っ
と
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

35
年
前
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
の
僻
村
に
足
を
運
ん
だ
と
き
、同
胞
た

ち
が
抱
え
る
苦
境
を
真
に
理
解
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
家
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
、水
浴
び
を

す
る
の
と
同
じ
池
の
水
を
飲
み
、一
本
の
樹
の

木
陰
を
学
校
と
し
て
使
い
、唯
一の
黒
板
は

黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
壁
で
し
た
。一
番
近
い

保
健
セ
ン
タ
ー
は
数
マ
イ
ル
先
で
、ご
く
基

本
的
な
設
備
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

は
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、ト
イ
レ

を
設
置
し
、安
全
な
飲
み
水
を
提
供
し
、教

育
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、世
界
級
の
医
療
設

備
を
整
え
ま
し
た
。し
か
も
、地
元
地
域

だ
け
で
な
く
、国
中
で
。

ロ
ー
タ
リ
ー
が
私
の
心
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
回
り
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目

を
向
け
、人
類
全
体
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。奉
仕
が
私
の
生
き
方
と
な
っ
た

の
で
す
。
多
く
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、

『
奉
仕
と
は
、自
分
が
こ
の
地
上
に
占
め

る
空
間
に
対
し
て
支
払
う
家
賃
で
あ
る
』

と
い
う
信
条
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

模
範
的
な
賃
借
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
奉
仕
の
機

会
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
の
不

自
由
な
人
に
見
る
力
を
与
え
、お
腹
を
空

か
せ
た
人
に
食
べ
物
を0

与
え
、ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
に
住
む
場
所
を
提
供
し
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、小
さ
な
奉
仕

の
機
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。奉
仕
を
定
義
す
る
の
は
、奉
仕
の
規
模

だ
け
で
な
く
、奉
仕
に
対
す
る
姿
勢
で
す
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
か
つ
て
、電
車
に
乗
ろ
う
と

し
た
と
き
に
、電
車
が
動
き
だ
し
て
片
方

の
ス
リ
ッ
パ
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ガ

ン
デ
ィ
ー
は
と
っ
さ
に
、ス
リ
ッ
パ
が
落
ち
た

と
こ
ろ
を
め
が
け
て
、も
う
片
方
の
ス
リ
ッ
パ

を
投
げ
ま
し
た
。彼
と
一
緒
に
旅
行
し
て
い

た
友
人
は
、こ
う
尋
ね
ま
し
た
。「
な
ぜ
投

げ
た
ん
だ
い
？
」。ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
う
答
え

ま
し
た
。「
あ
の
ス
リ
ッ
パ
を
誰
か
が
見
つ

け
る
だ
ろ
う
。片
方
だ
け
で
は
役
に
立
た

た
な
い
か
ら
、も
う
片
方
も
投
げ
た
の
だ

よ
」。こ
れ
は
さ
さ
や
か
な
奉
仕
の
行
為
で

す
が
、そ
の
姿
勢
は
見
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、自
分
よ
り
も
先
に
人
の
こ
と
を

考
え
る
心
構
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー

タ
リ
ア
ン
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、そ
れ
だ
け
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
過
去
35
年
間
に
ポ
リ
オ
根

絶
や
人
類
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
数
十
億
ド
ル

も
の
資
金
や
多
大
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間

を
費
や
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。何
千
と
い
う
学
校

や
何
百
と
い
う
病
院
を
整
え
、干
上
が
っ
た

村
に
水
を
提
供
し
、家
庭
に
ト
イ
レ
を
つ
く

っ
て
尊
厳
を
取
り
戻
し
、何
万
と
い
う
子
ど

も
の
心
臓
手
術
を
通
じ
て
命
と
い
う
贈
り

物
を
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
奉

仕
し
続
け
る
の
は
、人
び
と
の
人
生
を
豊
か

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。ネ
パ
ー
ル

で
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、数
千
人
も
の

人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、ア
フ
リ
カ
で
の

家
族
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、ハ
イ
チ
で
の
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
人
以

上
の
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
国
イ
ン
ド
で
は
、識
字
と
教
育
の

T
-E
-A
-C
-H

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、何
百
万
も
の

子
ど
も
の
人
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
多
く
が
、こ
の
よ
う
な
奉
仕
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
な
役
割
を
担
わ
れ
、人

び
と
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
き
た
で

し
ょ
う
。奉
仕
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
奉
仕
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

今
日
、奉
仕
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、変

革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、来
る

ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
は
、人
び
と
の
た
め
に

奉
仕
し
、そ
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
に
援
助
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
理
由
か
ら
、

2
0
2
1-

2
2
年
度
の
私
た
ち
の
テ
ー

マ
は
、「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
」（Serve        to Change 

Lives

）と
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、持
続
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
の
参

加
意
欲
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。ほ
か
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
、他
団
体
、企
業
と
手
を

取
り
合
い
、地
域
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、国
や
世
界
の
人

び
と
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

奉
仕
す
る
と
き
、誰
か
の
人
生
だ
け
で
な

く
、自
分
の
人
生
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。イ

ン
ド
の
偉
大
な
思
想
家
の一
人
で
あ
る
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
誰
か
を
助
け
る
と
き
、そ
の
人
に
恩
を

施
し
て
い
る
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。実

際
に
は
、そ
の
人
た
ち
が
あ
な
た
に
恩
を
施

し
て
い
る
の
で
す
。私
た
ち
が
世
界
か
ら
授

か
っ
た
恩
恵
へ
の
恩
返
し
を
す
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
」。ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
ー
ナ
ン
ダ
は
さ
ら
に
、次
の
よ
う
な
見
事

な
言
葉
を
加
え
ま
し
た
。「
人
生
で
は
、与

え
る
者
、奉
仕
す
る
者
に
な
り
な
さ
い
。た

だ
し
、与
え
る
と
き
も
奉
仕
す
る
と
き
も

謙
虚
に
な
り
、ひ
ざ
ま
ず
い
て『
与
え
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
』『
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
』と
お
願
い
す
る
気
持
ち
に

な
り
な
さ
い
」

ほ
か
の
人
の
た
め
に
生
き
、世
話
を
し
、奉

仕
す
る
こ
と
で
誰
か
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
こ
と
は
、自
分
の
人
生
の
最
高
の
生
き
方

で
す
。ア
ル
バ
ー
ト・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言

っ
た
よ
う
に
、「
誰
か
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ
、

人
生
に
は
価
値
が
あ
る
」の
で
す
。

奉
仕
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
か
か
る
に
あ
た

り
、次
年
度
の
焦
点
は「
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」と
な
り
ま
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核

的
価
値
観
の一つ
は「
多
様
性
」で
す
。ロ
ー

タ
リ
ー
のD

E
I

（
多
様
性
、公
平
さ
、開
放

性
）に
対
す
る
信
念
を
表
し
た
公
式
声
明

も
あ
り
ま
す
。多
く
の
場
合
、女
子
は
不

利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、私

た
ち
が
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
は
す
べ

て
の
子
ど
も
に
奉
仕
し
ま
す
が
、特
に「
女

子
」に
焦
点
を
当
て
ま
す
。世
界
各
地
で
女

子
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、こ
う
し
た
女
子
が

抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
取
り
組
み
、

そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
も
っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め

の
会
長
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。世
界
各
地
で
、7
つ
の
重
点
分
野
に
焦

点
を
当
て
た
7
回
の
会
長
主
催
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
、ロ

ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、そ
し
て

一
般
市
民
の
参
加
を
促
す
た
め
の「
ロ
ー
タ

リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ご
自
宅
に
最
も
近
い
場
所
で
開
催
さ

れ
る
会
長
主
催
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」に
参

加
す
る
よ
う
全
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ア

ク
タ
ー
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
何
千
も
の「
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
通
じ
て
、ロ
ー
タ
リ
ー

の
活
動
を
世
界
に
紹
介
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、ポ
リ
オ
根
絶
活

動
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
、大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、か
つ
会
員
数
を
史
上
初
め
て

1
3
0
万
人
に
す
る
と
い
う
課
題
は
、チ
ャ

レ
ン
ジ
に
満
ち
て
い
ま
す
。こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
、皆
さ
ん
の
意
欲
は
駆
り
立
て
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。挑
戦
に
立
ち
向
か
う
の
が
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
だ
か
ら
で
す
。船
は
港
に
い
れ
ば
安

全
で
す
が
、船
の
目
的
は
港
に
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。海
に
出
て
こ
そ
、船
の

目
的
が
成
就
さ
れ
ま
す
。変
革
者
の
皆
さ

ん
、人
生
と
は
冒
険
で
あ
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
が
書
い
た
詩
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

授
け
ら
れ
た
最
大
の
贈
り
物
は

　
　

誰
か
の
人
生
に
触
れ
る
力

　
　

変
え
る
力

　
　

違
い
を
も
た
ら
す
力

　
　

め
ぐ
り
ゆ
く
命
の
中
で

　
　

手
を
、心
を
、魂
を

　
　

差
し
伸
べ
る
な
ら

　
　

魔
法
が
起
こ
る

　
　

歯
車
が
回
り
だ
す...

　
　

と
も
に
歯
車
を
回
そ
う

　
　

全
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
に
は
力
と
魔
法
が
あ
る

　
　

奉
仕
し
よ
う...

　
　

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に...

皆
さ
ん
が
ど
こ
で
こ
の
演
説
を
お
聞
き
に

な
っ
て
い
て
も
、こ
こ
で
皆
さ
ん
に
、胸
に
手

を
当
て
、私
と
一
緒
に
宣
誓
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
に
は
、奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
力
と
魔
法
が
あ
り
ま
す
」

変
革
者
の
皆
さ
ん
、準
備
は
整
っ
て
い
ま
す

か
？
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
立
ち
向
か
う
準

備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
奉
仕
す
る
準
備

が
で
き
て
い
ま
す
か
？
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

私
は
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
同
じ

で
し
ょ
う
。と
も
に
奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

2021-22 年度  ロータリークラブ一覧

第
一
分
区

第
二
分
区

第
三
分
区

第
四
分
区

1 久慈 蒲野　    隆

中田　勇司

関根　    元

熊谷　隆司

岩井澤昭一

三河　春彦

熊谷　和哉

藤枝　    薫

佐藤　浩秋

高橋　淳一

山口　淑子

橋川　秀治

照井　敬孝

谷地　玄光

佐藤　一郎

菅原　忠勝

小原　紀実

吉田　    勉

小野寺徳謙

千田　弥生

錦山　    功

木村　    稔

千葉　力男

後藤　桂司

畠山恵美子

伊藤　力也

志田　成樹

中野　貴徳

佐々木謙一

竹淵　    顕

尾形　和優

須藤　寛人

齊藤　裕基

後藤　力三

奥寺　    修

及川　    穣

小堀内德雄

小國　嘉明

米澤　民夫

阿部　誠

久慈　喜將

荒川　鉄平

北田　春美

小野　公司

菊池　    純

木村　昭仁

藤原　誠司

鎌田　玄一

小豆嶋純子

藤原　喜子

佐々木繁樹

佐賀　忠臣

小原　康洋

菅原　浩一

島津秀太郎

及川　    洋

境        達男

高橋　    賢

渡邉　    健

菅原　秀雄

鈴木　繁夫

大浪　友子

阿部　    司

出羽　司孝

三田地大悟

柴田　    見

及川　    宏

宮井　和夫

千葉　    健

磯﨑　翔太

中塚　吉徳

植田　俊郎

佐々木光博

菅野　    充

中嶋　勝司

吉川　義浩

木曜日 久慈グランドホテル 028-
0056

久慈市中町 2丁目 5-6
やませ土風館　風の館 2Ｆ 0194-52-4884 0194-66-7026

2 二戸 火曜日 二戸ロイヤルパレス 028-
6101

二戸市長嶺３５
二戸ロイヤルパレス 0195-23-3210 0195-23-2321

3 種市 木曜日 なかの食堂 028-
7914 九戸郡洋野町種市23-81-38 0194-65-2504 0194-65-2590

4 盛岡 金曜日 パルクアベニューカワトク
７F　ロイヤルホール

020-
0024 盛岡市菜園 1-10-1 019-653-5682 019-653-5622

5 盛岡北 水曜日 ホテルメトロポリタン盛岡
11 階「ギャラクシー」

020-
0878 盛岡市肴町 4-20　永卯ビル２F 019-623-6626 019-623-3664

6 盛岡西 木曜日 アートホテル盛岡 020-
0044 盛岡市城西町 13-63-105 019-654-2790 019-613-2743

7 盛岡南 火曜日 盛岡グランドホテル 020-
8501

盛岡市愛宕下 1-10
盛岡グランドホテル内　 019-601-7251 019-601-7252

8 盛岡東 月曜日 盛岡グランドホテル 020-
8501

盛岡市愛宕下 1-10
盛岡グランドホテル内　 019-601-5390 019-601-5391

9 盛岡中央 火曜日 ホテルエース盛岡 020-
0863 盛岡市南仙北 2-25-1　　 019-636-3400 019-636-3400

10 盛岡西北 水曜日 ホテルメトロポリタン盛岡
本館

020-
0002 盛岡市桜台 2-14-12 019-667-2215 019-667-2215

11 盛岡
滝ノ沢 木曜日 ベルヴィ盛岡 020-

0114 盛岡市高松二丁目 2-48 019-664-0069 019-663-4371

12 花巻 火曜日 ホテル花城 025-
0075

花巻市花城町 10-27
花巻商工会議所内　 0198-41-1133 0198-41-1133

13 花巻南 木曜日 ホテル花城 025-
0075

花巻市花城町 10-27
花巻商工会議所内
　

0198-41-1133 0198-41-1133

14 花巻北 水曜日 花巻温泉ホテル紅葉館
1F鶴泉の間

025-
0304

花巻市湯本1-125
花巻温泉ホテル紅葉館内　 0198-37-2190 0198-27-3081

15 北上 火曜日 ホテルシティプラザ北上３F 024-
0032

北上市川岸 1-14-1
ホテルシティプラザ北上５F　 0197-61-0771 0197-61-0772

16 北上西 木曜日 くさのイン北上 ２F 024-
0072 北上市北鬼柳33-95-2 0197-63-6640 0197-63-6643

17 北上和賀 水曜日 ホテルシティプラザ北上 024-
0072 北上市北鬼柳33-95-2 0197-63-7341 0197-63-7341

18 岩谷堂 水曜日 ホテルニュー江刺 023-
1121 奥州市江刺男石２丁目3-11-4 090-3126-3366

19 前沢 水曜日 ラピス・ラズリィ 029-
4208 奥州市前沢七日町裏５　 0197-56-4537 0197-56-4537

20 水沢 木曜日 プラザイン水沢 023-
0003 奥州市水沢佐倉河字後田 29　 0197-25-8811 0197-25-8819

21 水沢東 火曜日 水沢グランドホテル 023-
0818

奥州市水沢字東町 40
水沢グランドホテル内　 0197-26-2875 0197-26-4777

22 花泉 金曜日 ゆずり葉  法宴館 029-
3105 一関市花泉町涌津字一ノ町 40-1 0191-82-5085 0191-82-5205

23 平泉 火曜日 芭蕉館 029-
4102 西磐井郡平泉町平泉字鈴沢 3-1 0191-46-5155 0191-46-5176

24 一関

千厩

木曜日 ホテル松の薫一関 021-
0822

一関市上大槻街2-37
ホテルサンルート一関 0191-26-4311 0191-26-4317

25 一関中央 水曜日 ファミリーレストラン
「古戦場」

021-
0023 一関市銅谷町6-15-2 0191-23-6450 0191-21-5667

26 大船渡 水曜日 まるしち・ザ・プレイス 022-
0002 大船渡市大船渡町野々田 12-34 0192-27-4612 0192-27-4877

27 大船渡西 木曜日 地方卸売市場
大船渡魚市場　多目的室　

022-
0003

大船渡市盛町字町12-15
美容室ＺＥＮ２Ｆ 0192-27-5201 0192-27-5201

28 陸前高田 火曜日
（第1・3）キャピタルホテル１０００

029-
2205 陸前高田市高田町字荒沢 9-2 080-6015-3754

29 火曜日 マリアージュ 029-
0803

一関市千厩町千厩字石堂26-5
マリアージュ 0191-52-5700 0191-52-5611

30 気仙沼 火曜日 サンマリン気仙沼ホテル観洋 988-
0045

気仙沼市田谷 20-2　菊田ビル２F
㈱オフィスリアン内 

上閉伊郡大槌町小槌23-23-1
植田医院内

0226-25-8415 0226-25-8173

31 気仙沼南 木曜日 気仙沼プラザホテル 988-
0014 気仙沼市柏崎 1-1 0226-25-9395 0226-25-9395

32 釜石 火曜日 釜石ベイシティホテル 026-
0301 釜石市鵜住居町 13-111-57 0193-28-2335 0193-28-3558

33 釜石東 木曜日 ホテルサンルート釜石 026-
0024 釜石市大町 2丁目 3番 3号 0193-24-3311 0193-24-3446

34 水曜日 小川旅館 028-
1121 0193-42-2130 0193-42-7895

35 遠野 水曜日
（第1・3・4） まちおこしセンター３F

028-
0541

遠野市松﨑町白岩 11-18-6
サンエイジェント内　 050-3311-0090 0198-63-1071

36 宮古 金曜日 レストランほりた 2 F 027-
0081

宮古市新川町 4-1
レストランほりた 3F　 0193-62-4540 0193-62-4311

37 宮古東 火曜日 レストランほりた 027-
0081

宮古市新川町 4-1
レストランほりた 3F　 0193-62-4540 0193-62-4311

38 山田 木曜日
（第1・3）山田町商工会

028-
1342

下閉伊郡山田町川向町 6-40
オフィスマツモト内　 0193-82-2297 0193-82-2397

分
区 クラブ名 会長 幹事

例　会 ロータリークラブ事務所

例会曜日 会場 〒 住所 TEL FAX

SERVE TO CHANGE LIVES
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●2021年10月3～4日：韓国、慶州
●2021年11月6～7日：イタリア、ベニス
●2021年11月26～27日：フィリピン、マニラ
●2022年2月12～13日：ブラジル、フォス・ド・イグアス
●2022年2月25～27日：インド、ハイデラバード
●2022年3月4～5日：モザンビーク、マプト

　会計士であり、自身が設立した不動産開発会社「Skyline Group」の会長。
カナダを本拠とする「Operation Eyesight Universal (India)」のディレクター。
　災害救援に熱心に携わり、シェルターボックス（英国）の管理委員も務める。
2004年のインド洋大津波の際には、被災した家族のために500戸近い家屋の
建築を支援。
　南アジアで1,500件以上の心臓外科手術を提供したプログラムを立ち上げる。
インド全土での識字率向上をはかる「TEACHプログラム」の創設にもかかわり、
このプログラムを通じて何千もの学校に支援を提供。
　1984年にロータリークラブ入会。RI理事、各種委員会の委員と委員長、ゾー
ンコーディネーター、研修リーダー、ロータリー財団専門家グループメンバー、
地区ガバナーを歴任。ロータリー財団（インド）の理事長も務める。
　超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状と特別功労賞を受賞。
　ラシ夫人と共にメジャードナー、遺贈友の会会員としてロータリー財団を支援。

2021-22 年度  国際ロータリー会長　プロフィール

シェカール・メータ 2020-21年度会長 Calcutta-Mahanagarロータリークラブ所属
インド（西ベンガル州）

ナ
マ
ス
テ
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
世
界
各
地
か

ら
集
ま
っ
た「M

overs and Shakers

」

の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
で
あ
る
皆
さ
ん
はM

overs

（
動
か
す

人
た
ち
）で
あ
り
、私
は「
シェカ
ー
ル
」で
す
。

今
日
、皆
さ
ん
は
、奉
仕
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
旅
路
に
お
い
て
、と
て
も
大
切
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
17
カ
月

間
は
、皆
さ
ん
の
人
生
で
最
も
素
晴
ら
し

く
、実
り
あ
る
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。こ

の
期
間
を
、人
生
で
最
も
充
実
し
た
と
き

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
期
間
に
は
、

私
た
ち
が
共
有
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
導
か
れ
な
が
ら
、大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。皆
さ
ん

は
、計
画
を
立
て
、目
標
を
定
め
、そ
の
目

標
を
達
成
す
る
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
や
る
気
を
引
き

出
し
ま
す
。そ
の
目
標
と
は
、会
員
を
増
や

し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
参
加
者
基
盤
を
広
げ

る
と
い
う
目
標
、そ
し
て
、世
界
に
奉
仕

し
て
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
目
標
で
す
。こ
の
旅
路
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
は
、地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
お
よ
び
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
目
標
を
分
ち
あ
い
、「
も

っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め
の

意
欲
を
喚
起
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。こ
れ
は
、私
た
ち
を
導
く

信
念
で
す
。「
も
っ
と
行
動
し
」と
は
、よ
り

大
き
く
、イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
奉
仕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味
し
ま
す
。「
も
っ

と
成
長
す
る
」と
は
、会
員
を
増
や
し
、参
加

者
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

会
員
増
強
は
引
き
続
き
、最
も
大
き
な
課

題
で
す
。過
去
17
年
以
上
、ロ
ー
タ
リ
ー
の

会
員
数
は
1
2
0
万
人
の
ま
ま
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。力
を
合
わ
せ
て
、こ
れ
か
ら

の
17
カ
月
間
で
こ
れ
を
変
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。変
革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、会
員
増
強
と
い
う
点
で
、今
、

ロ
ー
タ
リ
ー
史
上
最
大
の
変
革
を
も
た
ら

す
機
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。過
去
17
年
間

に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、今
後
17
カ
月
間
に
達
成
す
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
夢
は
大
き
す
ぎ
る
、と
お
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
夢
は
大
き
く
」と
私

か
ら
お
願
い
す
る
の
で
あ
れ
ば
、私
自
身
が

先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
言
葉
の

一つ
に
、ジ
ョ
ー
ジ・バ
ー
ナ
ー
ド・シ
ョ
ー
の
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
存
在
す
る
も
の
だ

け
を
見
て
、『
な
ぜ
そ
う
な
の
か
』と
考
え

る
人
も
い
る
。し
か
し
私
は
、い
ま
だ
か
つ
て

存
在
し
な
い
も
の
を
夢
見
て
、『
な
ぜ
そ
う

で
な
い
の
か
』と
考
え
る
」

で
す
か
ら
皆
さ
ん
、夢
は
、2
0
2
2
年
7

月
1
日
ま
で
に
会
員
数
を
1
3
0
万
人
に

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
の
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。そ
の
答
え
は
、「each one, 

bring one

」、つ
ま
り
、今
後
17
カ
月
間
に

各
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
新
会
員
一
人
を
入
会
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。皆
さ

ん
が
す
べ
き
こ
と
は
、17
カ
月
間
に
た
っ
た

一
人
を
入
会
さ
せ
る
よ
う
、地
区
の
す
べ
て

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、ま
た
地

区
内
の
ク
ラ
ブ
会
長
に
も
模
範
を
示
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、こ
れ
を
確
実
に
で
き
ま

す
。全
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
こ
れ
を

実
行
す
れ
ば
、そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が「
変
革
者
」

と
な
り
、新
た
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
な
る
人

の
人
生
を
永
遠
に
変
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、私
た
ち
は
、「
も

っ
と
行
動
す
る
」た
め
に「
も
っ
と
成
長
す

る
」必
要
が
あ
り
ま
す
。私
は
常
に
、「
超

我
の
奉
仕
」と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
標
語
に

大
き
な
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。こ
の

言
葉
は
、人
び
と
を
思
い
や
り
、分
か
ち

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。私
に
と
っ
て
奉
仕
と
は
、自
分
よ
り

も
ほ
か
の
人
の
こ
と
を
先
に
考
え
る
こ
と
で

す
。こ
れ
に
つ
い
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
私
自

身
の
体
験
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
ば
か
り
の

頃
、手
足
が
不
自
由
な
人
の
た
め
の
キ
ャ
ン

プ
を
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
は

そ
こ
で
、足
の
矯
正
具
や
義
肢
、ハ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。全
会
員
が
役

割
を
分
担
し
、私
の
担
当
は
、ハ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
を
受
け
取
る
人
が
、手
で
車
輪
を
こ

ぐ
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

で
し
た
。手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、相
手
の

力
を
測
る
の
で
す
。私
は
、担
当
場
所
に
立

ち
、ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
を
受
け
取
り
に
来
る

人
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、あ
る
人

が
地
を
這
っ
て
私
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
人
は
足
が
な
く
、這
う
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。私
は
彼
に
向
か
っ
て
手

を
差
し
出
し
ま
し
た
が
、そ
の
瞬
間
、正
直

な
と
こ
ろ
、私
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
そ
の
人
の

こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
で
し
た
。自

分
の
清
潔
さ
や
健
康
に
つ
い
て
考
え
た
の
で

す
。彼
の
手
を
握
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、彼
の
手
を
握
り
、そ
の
後
も
や

って
来
る
人
2
、3
人
の
手
を
握
り
な
が
ら
、

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、6
、7
人
目
の
後
に
突
然
、こ
の

人
た
ち
が
抱
え
る
苦
境
に
共
感
し
、彼
ら

の
痛
み
と
困
難
を
感
じ
、自
分
よ
り
も
彼

ら
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
瞬
間
、私
は
、単
な
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
か
ら
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
、も
っ
と
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

35
年
前
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
の
僻
村
に
足
を
運
ん
だ
と
き
、同
胞
た

ち
が
抱
え
る
苦
境
を
真
に
理
解
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
家
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
、水
浴
び
を

す
る
の
と
同
じ
池
の
水
を
飲
み
、一
本
の
樹
の

木
陰
を
学
校
と
し
て
使
い
、唯
一の
黒
板
は

黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
壁
で
し
た
。一
番
近
い

保
健
セ
ン
タ
ー
は
数
マ
イ
ル
先
で
、ご
く
基

本
的
な
設
備
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

は
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、ト
イ
レ

を
設
置
し
、安
全
な
飲
み
水
を
提
供
し
、教

育
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、世
界
級
の
医
療
設

備
を
整
え
ま
し
た
。し
か
も
、地
元
地
域

だ
け
で
な
く
、国
中
で
。

ロ
ー
タ
リ
ー
が
私
の
心
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
回
り
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目

を
向
け
、人
類
全
体
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。奉
仕
が
私
の
生
き
方
と
な
っ
た

の
で
す
。
多
く
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、

『
奉
仕
と
は
、自
分
が
こ
の
地
上
に
占
め

る
空
間
に
対
し
て
支
払
う
家
賃
で
あ
る
』

と
い
う
信
条
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

模
範
的
な
賃
借
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
奉
仕
の
機

会
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
の
不

自
由
な
人
に
見
る
力
を
与
え
、お
腹
を
空

か
せ
た
人
に
食
べ
物
を0

与
え
、ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
に
住
む
場
所
を
提
供
し
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、小
さ
な
奉
仕

の
機
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。奉
仕
を
定
義
す
る
の
は
、奉
仕
の
規
模

だ
け
で
な
く
、奉
仕
に
対
す
る
姿
勢
で
す
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
か
つ
て
、電
車
に
乗
ろ
う
と

し
た
と
き
に
、電
車
が
動
き
だ
し
て
片
方

の
ス
リ
ッ
パ
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ガ

ン
デ
ィ
ー
は
と
っ
さ
に
、ス
リ
ッ
パ
が
落
ち
た

と
こ
ろ
を
め
が
け
て
、も
う
片
方
の
ス
リ
ッ
パ

を
投
げ
ま
し
た
。彼
と
一
緒
に
旅
行
し
て
い

た
友
人
は
、こ
う
尋
ね
ま
し
た
。「
な
ぜ
投

げ
た
ん
だ
い
？
」。ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
う
答
え

ま
し
た
。「
あ
の
ス
リ
ッ
パ
を
誰
か
が
見
つ

け
る
だ
ろ
う
。片
方
だ
け
で
は
役
に
立
た

た
な
い
か
ら
、も
う
片
方
も
投
げ
た
の
だ

よ
」。こ
れ
は
さ
さ
や
か
な
奉
仕
の
行
為
で

す
が
、そ
の
姿
勢
は
見
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、自
分
よ
り
も
先
に
人
の
こ
と
を

考
え
る
心
構
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー

タ
リ
ア
ン
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、そ
れ
だ
け
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
過
去
35
年
間
に
ポ
リ
オ
根

絶
や
人
類
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
数
十
億
ド
ル

も
の
資
金
や
多
大
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間

を
費
や
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。何
千
と
い
う
学
校

や
何
百
と
い
う
病
院
を
整
え
、干
上
が
っ
た

村
に
水
を
提
供
し
、家
庭
に
ト
イ
レ
を
つ
く

っ
て
尊
厳
を
取
り
戻
し
、何
万
と
い
う
子
ど

も
の
心
臓
手
術
を
通
じ
て
命
と
い
う
贈
り

物
を
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
奉

仕
し
続
け
る
の
は
、人
び
と
の
人
生
を
豊
か

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。ネ
パ
ー
ル

で
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、数
千
人
も
の

人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、ア
フ
リ
カ
で
の

家
族
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、ハ
イ
チ
で
の
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
人
以

上
の
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
国
イ
ン
ド
で
は
、識
字
と
教
育
の

T
-E
-A
-C
-H

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、何
百
万
も
の

子
ど
も
の
人
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
多
く
が
、こ
の
よ
う
な
奉
仕
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
な
役
割
を
担
わ
れ
、人

び
と
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
き
た
で

し
ょ
う
。奉
仕
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
奉
仕
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

今
日
、奉
仕
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、変

革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、来
る

ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
は
、人
び
と
の
た
め
に

奉
仕
し
、そ
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
に
援
助
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
理
由
か
ら
、

2
0
2
1-

2
2
年
度
の
私
た
ち
の
テ
ー

マ
は
、「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
」（Serve        to Change 

Lives

）と
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、持
続
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
の
参

加
意
欲
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。ほ
か
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
、他
団
体
、企
業
と
手
を

取
り
合
い
、地
域
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、国
や
世
界
の
人

び
と
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

奉
仕
す
る
と
き
、誰
か
の
人
生
だ
け
で
な

く
、自
分
の
人
生
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。イ

ン
ド
の
偉
大
な
思
想
家
の一
人
で
あ
る
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
誰
か
を
助
け
る
と
き
、そ
の
人
に
恩
を

施
し
て
い
る
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。実

際
に
は
、そ
の
人
た
ち
が
あ
な
た
に
恩
を
施

し
て
い
る
の
で
す
。私
た
ち
が
世
界
か
ら
授

か
っ
た
恩
恵
へ
の
恩
返
し
を
す
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
」。ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
ー
ナ
ン
ダ
は
さ
ら
に
、次
の
よ
う
な
見
事

な
言
葉
を
加
え
ま
し
た
。「
人
生
で
は
、与

え
る
者
、奉
仕
す
る
者
に
な
り
な
さ
い
。た

だ
し
、与
え
る
と
き
も
奉
仕
す
る
と
き
も

謙
虚
に
な
り
、ひ
ざ
ま
ず
い
て『
与
え
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
』『
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
』と
お
願
い
す
る
気
持
ち
に

な
り
な
さ
い
」

ほ
か
の
人
の
た
め
に
生
き
、世
話
を
し
、奉

仕
す
る
こ
と
で
誰
か
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
こ
と
は
、自
分
の
人
生
の
最
高
の
生
き
方

で
す
。ア
ル
バ
ー
ト・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言

っ
た
よ
う
に
、「
誰
か
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ
、

人
生
に
は
価
値
が
あ
る
」の
で
す
。

奉
仕
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
か
か
る
に
あ
た

り
、次
年
度
の
焦
点
は「
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」と
な
り
ま
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核

的
価
値
観
の一つ
は「
多
様
性
」で
す
。ロ
ー

タ
リ
ー
のD

E
I

（
多
様
性
、公
平
さ
、開
放

性
）に
対
す
る
信
念
を
表
し
た
公
式
声
明

も
あ
り
ま
す
。多
く
の
場
合
、女
子
は
不

利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、私

た
ち
が
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
は
す
べ

て
の
子
ど
も
に
奉
仕
し
ま
す
が
、特
に「
女

子
」に
焦
点
を
当
て
ま
す
。世
界
各
地
で
女

子
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、こ
う
し
た
女
子
が

抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
取
り
組
み
、

そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
も
っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め

の
会
長
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。世
界
各
地
で
、7
つ
の
重
点
分
野
に
焦

点
を
当
て
た
7
回
の
会
長
主
催
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
、ロ

ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、そ
し
て

一
般
市
民
の
参
加
を
促
す
た
め
の「
ロ
ー
タ

リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ご
自
宅
に
最
も
近
い
場
所
で
開
催
さ

れ
る
会
長
主
催
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」に
参

加
す
る
よ
う
全
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ア

ク
タ
ー
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
何
千
も
の「
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
通
じ
て
、ロ
ー
タ
リ
ー

の
活
動
を
世
界
に
紹
介
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、ポ
リ
オ
根
絶
活

動
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
、大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、か
つ
会
員
数
を
史
上
初
め
て

1
3
0
万
人
に
す
る
と
い
う
課
題
は
、チ
ャ

レ
ン
ジ
に
満
ち
て
い
ま
す
。こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
、皆
さ
ん
の
意
欲
は
駆
り
立
て
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。挑
戦
に
立
ち
向
か
う
の
が
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
だ
か
ら
で
す
。船
は
港
に
い
れ
ば
安

全
で
す
が
、船
の
目
的
は
港
に
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。海
に
出
て
こ
そ
、船
の

目
的
が
成
就
さ
れ
ま
す
。変
革
者
の
皆
さ

ん
、人
生
と
は
冒
険
で
あ
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
が
書
い
た
詩
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

授
け
ら
れ
た
最
大
の
贈
り
物
は

　
　

誰
か
の
人
生
に
触
れ
る
力

　
　

変
え
る
力

　
　

違
い
を
も
た
ら
す
力

　
　

め
ぐ
り
ゆ
く
命
の
中
で

　
　

手
を
、心
を
、魂
を

　
　

差
し
伸
べ
る
な
ら

　
　

魔
法
が
起
こ
る

　
　

歯
車
が
回
り
だ
す...

　
　

と
も
に
歯
車
を
回
そ
う

　
　

全
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
に
は
力
と
魔
法
が
あ
る

　
　

奉
仕
し
よ
う...

　
　

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に...

皆
さ
ん
が
ど
こ
で
こ
の
演
説
を
お
聞
き
に

な
っ
て
い
て
も
、こ
こ
で
皆
さ
ん
に
、胸
に
手

を
当
て
、私
と
一
緒
に
宣
誓
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
に
は
、奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
力
と
魔
法
が
あ
り
ま
す
」

変
革
者
の
皆
さ
ん
、準
備
は
整
っ
て
い
ま
す

か
？
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
立
ち
向
か
う
準

備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
奉
仕
す
る
準
備

が
で
き
て
い
ま
す
か
？
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

私
は
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
同
じ

で
し
ょ
う
。と
も
に
奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

分
区 クラブ名 会長 幹事

例　会 ロータリークラブ事務所

例会曜日 会場 〒 住所 TEL FAX

第
五
分
区

第
六
分
区

第
七
分
区

第
八
分
区

39 石巻東 金曜日 石巻グランドホテル 986-
0822

石巻市中央二丁目 1-16
中央ビル 23 号　 0225-95-3773 0225-95-4242

40 石巻西 火曜日 割烹  滝川 986-
0822

石巻市中央二丁目 1-16
中央ビル 23 号　 0225-95-3773 0225-95-4242

41 石巻南 水曜日（宗）西雲寺 986-
0822

石巻市中央二丁目 1-16
中央ビル 23 号　 0225-95-3773 0225-95-4242

42 栗駒 金曜日

金曜日

グリーンヒル浦島 989-
5301 栗原市栗駒岩ヶ崎六日町 72 0228-45-5663 0228-49-1143

43 築館 火曜日 ホテルグランドプラザ浦島 987-
2203

栗原市築館字下宮野町下 18
ホテルグランドプラザ浦島　 0228-22-4155 0228-22-4240

44 佐沼 木曜日 ホテルサンシャイン佐沼 987-
0511 登米市迫町佐沼字中江 5-5-10　 0220-22-8180 0220-22-0327

45 若柳 火曜日 千鳥 989-
5502

栗原市若柳字川南南大通 8-5
千鳥内　 0228-32-6850 0228-32-6850

46 古川 アインパルラ浦島 989-
6444

大崎市岩出山字細峯2番9
㈱アーバンディレクト内 0229-25-8574 0229-25- 8579

47 古川東 火曜日 中鉢別館  旬風創庵 989-
6135 大崎市古川小稲葉町9-40 0229-25-9386 0229-25-9387

48 岩出山 木曜日 割烹「日富見家」 989-
6435 大崎市岩出山字浦小路 6-7　 0229-72-0431 0229-72-0082

49 加美 水曜日 加美 RC  クラブ事務所 981-
4252 加美郡加美町字西田 1-18-10 0229-63-5725 0229-63-5765

50 大和 水曜日 グランダイニング  オオサカ 981-
3502 黒川郡大郷町粕川字大檀原４０ 022-359-2308 022-359-2861

51 松島 金曜日 パレス松州（マツシマ） 981-
0215

宮城郡松島町高城字迎山一4-2
㈲松島佐藤新聞店内 022-354-2715 022-353-4771

52 塩釜 金曜日 ホテルグランドパレス塩釜
２Ｆ

985-
0021

塩竈市尾島町３番５号
ホテルグランドパレス塩釜３Ｆ　 022-362-4002 022-362-4018

53 塩釜東 水曜日 985-
0053 塩釜市南町1-10　大石ビル１F

大石ビル1階
塩釜東ロータリークラブ例会場 022-366-6574 022-366-6574

54 多賀城 木曜日 ホテルキャスルプラザ
多賀城

985-
0874

多賀城市八幡四丁目 2-12
スポーツイトウ 2Ｆ　 022-366-4499 022-366-4548

55 利府 月曜日 利府ゴルフ倶楽部 981-
0111 宮城郡利府町加瀬字郷楽 23-2　 022-762-8645 022-356-2133

56 七ヶ浜 月曜日 七ヶ浜国際村 985-
0821

宮城郡七ヶ浜町汐見台 5-2-45
遠藤行政書士事務所内 022-357-6961 022-357-6961

57 仙台 火曜日 ホテルメトロポリタン仙台 980-
0021

仙台市青葉区中央 1-1-1
ホテルメトロポリタン仙台内　 022-222-2811 022-224-0257

58

仙台青葉 水曜日 ホテルメトロポリタン仙台 980-
0021

仙台市青葉区中央 1-1-1
ホテルメトロポリタン仙台内　 022-214-1211 022-214-121259

仙台冠 水曜日 ホテルモントレ仙台 981-
0811

仙台市青葉区一番町2-5-1
大一野村ビル7階 NPO法人LiFESET内 022-706-1461 022-774-214660

仙台
レインボー 金曜日 ANAホリデイ・イン仙台 984-

0051
仙台市若林区新寺 1-6-8
チサンマンション第三仙台ビル307号 022-293-3498 022-293-349861

木曜日 仙台国際ホテル 980-
0021 仙台市青葉区中央４-6-1 仙台国際ホテル 6F　 022-223-3652 022-223-3662

白石市柳町29 東天閣 内 0224-25-1109 0224-25-0517
62

仙台北 水曜日 江陽グランドホテル 980-
0014

仙台市青葉区本町 2-3-1
江陽グランドホテル内　 022-224-0777 022-224-456463

仙台東 月曜日 ホテルメトロポリタン仙台 984-
0051 仙台市若林区新寺 1-6-8-307 022-352-8972 022-352-897364

仙台西 金曜日 ウェスティンホテル仙台25F 980-0021
仙台市青葉区中央４-6-1
仙台国際ホテル内6F　 022-223-3760 022-267-127665

仙台泉 木曜日 江陽グランドホテル 980-
0014

仙台市青葉区本町 2-3-1
江陽グランドホテル内　 022-267-5252 022-267-5265

66 仙台
宮城野 木曜日 ホテルメトロポリタン仙台 980-

0021
仙台市青葉区中央 1-1-1
ホテルメトロポリタン仙台内　 022-268-3243 022-268-3296

67 岩沼 火曜日 ホテル桃幸 989-
2442

岩沼市大手町９－６
第１マサキビル１F  0223-25-2555 0223-25-2555

68 名取 木曜日 仙台空港カントリークラブ 981-
1224 名取市増田字北谷242-1-2F 022-384-5816 022-382-7017

69 亘理 中正旅館 989-
2361

亘理郡亘理町字堀の内7-1
(株)刈谷葬儀社内 0223-33-1520 0223-33-1521

70 角田 仙南シンケンファクトリー 981-
1505 角田市角田字大町9-4 0224-63-1690 0224-63-2327

71 丸森 木曜日
（第2・4）

木曜日
（第1・3）

月曜日
（第1・3）

火曜日
（第1・2）

わた福  ２階 981-
2165 伊具郡丸森町字町西３８　わた福内 0224-87-8832 0224-87-8832

72 白石 金曜日 舞鶴会館 989-
0276 白石市大手町 4-3 0224-26-2323 0224-26-2383

73 白石北 火曜日 NTT白石営業所　3F 989-
0277 白石市沢端町2-30 NTT白石営業所３F 0224-24-5090 0224-24-5090

74 柴田 水曜日 表蔵王国際ゴルフクラブ 989-
1601 柴田郡柴田町船岡中央 3丁目 5-2　 0224-55-3025 0224-55-3025

75 村田 水曜日 道の駅  村田　 2F研修室 989-
1305

柴田郡村田町大字村田字末広町 23
蘇武様方　 0224-83-4119 0224-83-4119

76 大河原 木曜日 和洋亭  ぶざん 989-
1245

柴田郡大河原町字新南 25-18
和洋亭ぶざん  0224-86-5901 0224-86-5905

989-
0242

奥林　    潔

大風　    弘

渡辺　真康

柴谷　栄一

真壁　秀幸

宮本　昭雄

本多　正久

早坂　正実

武田　洋一

鯨岡　一志

小原喜公夫

三浦　    一

梅宮　隆志

一條　    武

菊地　    徹

熊坂　成伺

夏目　雅貴

亀田　    治

及川　正紹

大町　睦夫

高橋　睦夫

板橋　惠一

吉木　由美

水野　暢大

郷家　茂樹

大坂　秀逸

高橋　    啓

増尾　忠三

奥山　浩二

大沼　悦子

川嶋　    哲

武川　    毅

石沢　賢士

佐藤　孝宏

米谷　正信

日野　雅晴

齊藤　利忠

本木　拓也

眞壁　京子

小田部岳雄

柴谷　栄一

松野　久郎

根元　孝夫

戸田　宏士

刈谷　文俊

山口　健一

佐藤　智世

本川　武志

菊地　幸二

有坂　信彦

髙橋　正樹

綿谷　秀弥

秋田　陽子

佐々木伸介

福田　幸穂

西條　清和

遠藤　　均

阿部　善雄

阿部　新康

高橋　一夫

岡田　正幸

佐藤稜威彦

伊藤　新一

関　    文広

永根　喜郎

小山　拓也

加藤　義一

早坂　    悟

千葉　正宏

三浦　幹典

佐々木　博

福田　    均

大森　憲市

本田　賢也

SERVE TO CHANGE LIVES

仙台南・
白石ロータリー衛星

仙台南 岩松　正記 茂木　宏友

パシフィックホテル ラウンジ麻生菜穂美（議長） 鈴木　友厚
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国際ロータリー第2520地区 ガバナー　プロフィール

鈴木　俊一 Suzuki Shunichi（仙台南RC）

■職 業 分 類   生命保険
■出　身　地 　 宮城県塩釜市
■最 終 学 歴   東北学院大学 法学部 法律学科　卒業
■職　　　歴   1981年      株式会社 第一紙行
   　　　　　 1989年      ソニー・プルコ生命保険 株式会社
                                                          （後にソニー生命保険 株式会社へ改称）

   　　　　　 2004年      有限会社 FPコールセンター
■入　　　会   ２００５年９月２２日
■ロータリー歴
2008-09年度　地区 新世代委員会　ローターアクト委員      
   　クラブ　会員増強委員長      
2009-10年度　クラブ　親睦委員長      
2010-11年度　クラブ　プログラム・出席委員長      
2011-12年度　地区　新世代委員会
                            ローターアクト・RYLA委員      
   　クラブ  職業奉仕副委員長
2012-13年度　地区　新世代委員会
　　　　　　　　　ローターアクト・ＲＹＬＡ副委員長      
   　クラブ　幹事      
2013-14年度　地区RA・RYLA委員長　地区副代表幹事      
   　クラブ　青少年交換委員長      
2014-15年度 　地区　青少年奉仕委員会副委員長      
   　クラブ　青少年奉仕委員長      

2015-16年度　地区青少年奉仕委員長　危機管理委員会      
   　クラブ　社会奉仕委員長      
2016-17年度　 クラブ　ローターアクト委員長      
2017-18年度　 地区　青少年奉仕委員会委員      
   　クラブ　次期会長・クラブ奉仕委員長      
2018-19年度　 地区　青少年奉仕委員会副委員長      
   　クラブ会長      
2019-20年度　 地区青少年奉仕委員長      
   　クラブ　直前会長      
2020-21年度　 地区　ガバナーエレクト、On ｔｏ 台北委員長      
   　クラブ　会員増強委員
      
              ※ロータリー財団メジャードナー  

す
の
で
ロ
ー
タ
リ
ー
事
務
所
か
ら
の
参
加
と

い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、主
に
在
宅
で
し
た
。

日
中
は
ラ
イ
ン
に
よ
る
連
絡
で
、ロ
ー
タ
リ
ー

漬
け
の
毎
日
で
し
た
。

　

同
期
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
た
ち
か
ら
、日
本

各
地
の
奉
仕
活
動
事
例
の
発
表
を
た
く
さ

ん
伺
っ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と

日
本
国
内
で
も
、地
域
を
巻
き
込
ん
で
、計

画
的
に
様
々
な
奉
仕
が
活
動
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
登
録
済
み
の
『
M
Y 

R
O
T
A
R
Y
』に
は
世
界
中
の
活
動
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、我
々

2
5
2
0
地
区
は
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
活

動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。

　

国
際
協
議
会
を
通
し
て
学
習
で
き
た
価

値
観
を
地
区
全
体
へ
お
伝
え
す
る
こ
と
が
、

次
年
度
の
私
の
使
命
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
地
区
は
、北
は
岩
手
県
、日
本
一
広
く

て
四
国
全
体
に
も
匹
敵
致
し
ま
す
。そ
ち

ら
の
北
東
の
種
市
か
ら
宮
城
県
、広
い
岩
手

県
の
お
隣
り
な
の
で
目
立
ち
ま
せ
ん
が
東

京
都
の
約
３
倍
の
面
積
が
あ
り
ま
す
。そ
の

南
に
位
置
す
る
丸
森
ま
で
と
て
も
広
い
地

域
を
網
羅
し
て
お
り
ま
す
。地
形
は
、奥
羽

山
脈・北
上
山
地・阿
武
隈
山
地・平
野
や
盆

地・リ
ア
ス
式
海
岸・穏
や
か
な
湾
や
砂
浜
、

人
口
1
0
0
万
人
を
超
え
る
都
市
部
や
工

業
地
域
、ベッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
農
業
や
水
産

業
の
地
域
ま
で
、住
ん
で
い
る
人
々
の
年
齢

構
成
も
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
ま
す
。そ
の

地
区
の
中
で
、各
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
多
様
性

を
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
に
親
睦・奉
仕・高
潔
性・リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ・公
平
性・開
放
性
の
活
動
が
あ
っ
て
、

お
の
ず
と
会
員
の
増
強
へつ
な
が
る
と
確
信

い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
増
強
に
お
き
ま
し
て
は
、Each 

one bring one

『
み
ん
な
が一人
を
入
会
さ

せ
よ
う
』と
い
う
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、従

来
か
ら
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
や
、新
し

い
形
式
の
衛
星
ク
ラ
ブ　

E
ク
ラ
ブ　

パ
ス

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

　

そ
れ
ら
の
新
設
を
奨
励
致
し
ま
す
。

地
区
と
し
て
会
員
増
強
・
戦
略
計
画
委
員

会
を
中
心
と
し
て
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

次
年
度
の
地
区
の
委
員
会
に
つ
き
ま
し

て
申
し
上
げ
ま
す
。ク
ラ
ブ
奉
仕・社
会
奉

仕・職
業
奉
仕・国
際
奉
仕・青
少
年
奉
仕・

の
５
大
奉
仕
委
員
会
や
R
L
I
・
会
員
増

強
戦
略
計
画・公
共
イ
メ
ー
ジ
女
性
会
員
活

性
化・ロ
ー
タ
リ
ー
財
団・米
山
記
念
奨
学
会

の
各
委
員
会
で
は
、次
年
度
の
委
員
長
と
一

部
の
委
員
の
方
々
は
、着
々
と
活
動
の
準
備

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、社
会
情
勢
へ
柔
軟

に
対
応
し
て
活
動
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
中
で
、多
様
性
を
活
か
し
て

こ
そ
、シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
エ
レ
ク

ト
の
お
っ
し
ゃ
る
人
生
の
豊
か
さ
が
実
現
で

き
る
と
確
信
致
し
ま
し
た
。地
区
内
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
「
奉
仕
し
よ
う 

み
ん
な
の
人
生
を

　
　
　
　
豊
か
に
す
る
た
め
に
」

　
　

 

（Serve to C
hange Lives

）

第６分区【11】（大崎）（松塩）

委員長
委員
委員
委員
委員

2021-2022年度
国際ロータリー 第2520地区組織図

ロータリーコーディネーター

諮 問 委 員 会 地区ガバナー補佐 クラブ数【77】

RI 第一地域研修リーダー

菅原　裕典

菅原　裕典

桑原　　茂

2022年規定審議会 代表議員
松良　千廣

松良　千廣

RLI日本支部
地区代表ファシリテーター
菅原　裕典

RIJYEM 理事

日韓親善委員会 委員

桑原　　茂
（財）米山記念奨学会 理事

（仙台泉）

松田   英一  
白倉   義則  
伊藤   大亜  
皆川     清  
菊地   弘尚  
小川  　  惇  
桑原　   茂  
笠井   昭彦  
八谷   郁夫  
西郷   典安  
笹氣   光祚  
菅原   一博  
小野寺則雄
松良   千廣  
山口   淑子  
菅原   裕典  
濱守   豊秋  
藤﨑三郎助  
田中   堯史  
鈴木　   賢  
伊藤   智仁

東井   千明
鷹羽  金司

（仙台泉）
（盛岡南）
（水沢東）
（岩出山）
（岩谷堂）
（盛　岡）
（塩　釜）
（北　上）
（佐　沼）
（盛岡西）
（仙台北）
（仙　台）
（二　戸）
（仙台南）
（盛岡滝ノ沢）
(仙台泉)
(大船渡西)
(仙　台)
(盛　岡)
（仙台北）
（花巻南）

（種　市）
（盛岡中央）

（花　巻）
（前　沢）

（花　泉）
（千　厩）

（釜石東）
（山　田）

（石巻西）
（佐　沼）

（角　田）
（白　石）

（古　川）
（多賀城）

（盛岡南）
（仙台北）
（花巻南）
（仙台南）
（盛岡南）

（仙台南）

（仙台北）

（仙　台）
（仙台宮城野）

（仙台泉）

（塩　釜）

（大船渡西）

（塩　釜）

（仙台南）

（仙台南）

（仙台泉）

ロータリーカード
地域コーディネーター
鈴木　　賢 （仙台北）

パストガバナー

On to Houston 委員会
天沼   久純
鈴木　   賢
伊藤   智仁
鈴木   俊一
小笠原敏之

委員長
副委員長
委員
委員
地区幹事
地区幹事

田中   堯史
高橋   貞雄  
及川　   穣  
伊藤   英実
千葉　ミオ
朝倉   秀雄

（盛　岡）
（盛岡南）
（宮　古）
（仙台宮城野）
（仙台南）
（白石衛星）

委員長
副委員長
委員
委員
委員
地区幹事
地区幹事

佐々木   勝  
小野寺信幸  
金子   隆史  
延川   正英
金澤     滋  
菊地   宏幸
佐藤   善一

（仙台青葉）
（仙台東）
（角　田）
（仙台宮城野）
（盛　岡）
（仙台南）
（白石衛星）

委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
地区幹事
地区幹事

斎藤   正人
古積　   昇
照井   健悦
本多   正久
佐藤   優昭
橋本   正博  
小松　   優
早坂   慎一

（仙台泉）
（仙台西）
（仙台泉）
（角　田）
（仙台宮城野）
（盛岡中央）
（仙台南）
（仙台南）

委員長
副委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
地区幹事

柴田　   茂
小川   隆秀
熊谷   雅也
木村   清且
高橋   文人
鎌田   善幸
岡竹  博昭
芳賀　   剛  

（盛岡東）
（村　田）
（大船渡西）
（花巻北）
（築　館）
（仙台泉）
（仙　台）
（仙台南）

委員
委員
委員

地区幹事

高橋  正樹
齋藤    豊
本木  浩喜

鈴木   洋一

（仙台東）
（久　慈）
（仙台泉）

（仙台南）

第１分区【11】（久慈・二戸）（盛岡）

奉 仕 研 修 委 員 会
クラブ奉仕委員会 社会奉仕委員会

職業奉仕委員会 RL I委員会

第２分区【10】（花巻・北上）（江刺・水沢）

久慈・二戸・種市
盛岡・盛岡北・盛岡西・盛岡南・盛岡東・盛岡中央
盛岡西北・盛岡滝ノ沢

佐々木史昭
鈴木   秀悦
第３分区【10】（一関・平泉）（大船渡・高田・千厩・気仙沼）

花巻・花巻南・花巻北・北上・北上西・北上和賀 
岩谷堂・前沢・水沢・水沢東

阿部　　学
北田   文人
第４分区【7】（遠野・釜石）（山田・宮古）

花泉・平泉・一関・一関中央
大船渡・大船渡西・陸前高田・千厩・気仙沼・気仙沼南

新里　　進
阿部   幸榮
第５分区【7】（三陸）（登米・栗原）

釜石・釜石東・大槌・遠野
宮古・宮古東・山田

松本　　賢
菅原　慶一

石巻東・石巻西・石巻南
栗駒・築館・佐沼・若柳

第８分区【10】（阿武隈）（蔵王）

三塚　義信
鈴木　　誠
第７分区【11】（仙台青葉）（仙台広瀬）

古川・古川東・岩出山・加美
大和・松島・塩釜・塩釜東・多賀城・利府・七ヶ浜

湯村　周一
村上　睦夫

岩沼・名取・亘理・角田・丸森
白石・白石北・柴田・村田・大河原

杼窪　昌之
森川　昭正

仙台・仙台泉・仙台青葉・仙台冠・仙台レインボー
仙台南・仙台北・仙台東・仙台西・仙台宮城野・仙台奥羽

シェカール・メータ（インド 西ベンガル州）
地区ガバナー

鈴木　俊一
国際ロータリー会長

地区副ガバナー
鈴木　　賢

委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
委員
地区幹事

藤﨑三郎助 
佐浦  弘一 
松田  和也 
和田  政宗 
藤井  　匠 
後藤宗一郎 
安曇  謙三 
菱沼  清彌 

（仙　台）
（塩　釜）
（一　関）
（仙台南）
（盛岡北）
（仙　台）
（仙　台）
（仙台南）

会員増強・戦略計画委員会

委員長
副委員長
委員
委員
地区幹事

山口　淑子 
近藤まい子
赤坂　泰子
中野はつの
一條千賀子

（盛岡滝ノ沢）
（仙台南）
（多賀城）
（盛岡西）
（白石衛星）

公共イメージ向上・
女性会員活性化委員会

国際ロータリー理事

濱守　豊秋
（財）米山記念奨学会 評議員

SERVE TO CHANGE LIVES
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奉
仕
し
よ
う 

み
ん
な
の

人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

ナ
マ
ス
テ
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
世
界
各
地
か

ら
集
ま
っ
た「M

overs and Shakers

」

の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
で
あ
る
皆
さ
ん
はM

overs

（
動
か
す

人
た
ち
）で
あ
り
、私
は「
シェカ
ー
ル
」で
す
。

今
日
、皆
さ
ん
は
、奉
仕
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
旅
路
に
お
い
て
、と
て
も
大
切
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
17
カ
月

間
は
、皆
さ
ん
の
人
生
で
最
も
素
晴
ら
し

く
、実
り
あ
る
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。こ

の
期
間
を
、人
生
で
最
も
充
実
し
た
と
き

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
期
間
に
は
、

私
た
ち
が
共
有
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
導
か
れ
な
が
ら
、大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。皆
さ
ん

は
、計
画
を
立
て
、目
標
を
定
め
、そ
の
目

標
を
達
成
す
る
よ
う
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
や
る
気
を
引
き

出
し
ま
す
。そ
の
目
標
と
は
、会
員
を
増
や

し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
参
加
者
基
盤
を
広
げ

る
と
い
う
目
標
、そ
し
て
、世
界
に
奉
仕

し
て
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
目
標
で
す
。こ
の
旅
路
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
は
、地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
お
よ
び
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
目
標
を
分
ち
あ
い
、「
も

っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め
の

意
欲
を
喚
起
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。こ
れ
は
、私
た
ち
を
導
く

信
念
で
す
。「
も
っ
と
行
動
し
」と
は
、よ
り

大
き
く
、イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
奉
仕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
味
し
ま
す
。「
も
っ

と
成
長
す
る
」と
は
、会
員
を
増
や
し
、参
加

者
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

会
員
増
強
は
引
き
続
き
、最
も
大
き
な
課

題
で
す
。過
去
17
年
以
上
、ロ
ー
タ
リ
ー
の

会
員
数
は
1
2
0
万
人
の
ま
ま
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。力
を
合
わ
せ
て
、こ
れ
か
ら

の
17
カ
月
間
で
こ
れ
を
変
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。変
革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、会
員
増
強
と
い
う
点
で
、今
、

ロ
ー
タ
リ
ー
史
上
最
大
の
変
革
を
も
た
ら

す
機
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。過
去
17
年
間

に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、今
後
17
カ
月
間
に
達
成
す
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
夢
は
大
き
す
ぎ
る
、と
お
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
夢
は
大
き
く
」と
私

か
ら
お
願
い
す
る
の
で
あ
れ
ば
、私
自
身
が

先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
言
葉
の

一つ
に
、ジ
ョ
ー
ジ・バ
ー
ナ
ー
ド・シ
ョ
ー
の
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
存
在
す
る
も
の
だ

け
を
見
て
、『
な
ぜ
そ
う
な
の
か
』と
考
え

る
人
も
い
る
。し
か
し
私
は
、い
ま
だ
か
つ
て

存
在
し
な
い
も
の
を
夢
見
て
、『
な
ぜ
そ
う

で
な
い
の
か
』と
考
え
る
」

で
す
か
ら
皆
さ
ん
、夢
は
、2
0
2
2
年
7

月
1
日
ま
で
に
会
員
数
を
1
3
0
万
人
に

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
の
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。そ
の
答
え
は
、「each one, 

bring one

」、つ
ま
り
、今
後
17
カ
月
間
に

各
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
新
会
員
一
人
を
入
会
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。皆
さ

ん
が
す
べ
き
こ
と
は
、17
カ
月
間
に
た
っ
た

一
人
を
入
会
さ
せ
る
よ
う
、地
区
の
す
べ
て

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、ま
た
地

区
内
の
ク
ラ
ブ
会
長
に
も
模
範
を
示
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、こ
れ
を
確
実
に
で
き
ま

す
。全
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
こ
れ
を

実
行
す
れ
ば
、そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が「
変
革
者
」

と
な
り
、新
た
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
な
る
人

の
人
生
を
永
遠
に
変
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、私
た
ち
は
、「
も

っ
と
行
動
す
る
」た
め
に「
も
っ
と
成
長
す

る
」必
要
が
あ
り
ま
す
。私
は
常
に
、「
超

我
の
奉
仕
」と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
標
語
に

大
き
な
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。こ
の

言
葉
は
、人
び
と
を
思
い
や
り
、分
か
ち

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。私
に
と
っ
て
奉
仕
と
は
、自
分
よ
り

も
ほ
か
の
人
の
こ
と
を
先
に
考
え
る
こ
と
で

す
。こ
れ
に
つ
い
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
私
自

身
の
体
験
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
ば
か
り
の

頃
、手
足
が
不
自
由
な
人
の
た
め
の
キ
ャ
ン

プ
を
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
は

そ
こ
で
、足
の
矯
正
具
や
義
肢
、ハ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。全
会
員
が
役

割
を
分
担
し
、私
の
担
当
は
、ハ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
を
受
け
取
る
人
が
、手
で
車
輪
を
こ

ぐ
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

で
し
た
。手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、相
手
の

力
を
測
る
の
で
す
。私
は
、担
当
場
所
に
立

ち
、ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
を
受
け
取
り
に
来
る

人
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、あ
る
人

が
地
を
這
っ
て
私
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
人
は
足
が
な
く
、這
う
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。私
は
彼
に
向
か
っ
て
手

を
差
し
出
し
ま
し
た
が
、そ
の
瞬
間
、正
直

な
と
こ
ろ
、私
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
そ
の
人
の

こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
で
し
た
。自

分
の
清
潔
さ
や
健
康
に
つ
い
て
考
え
た
の
で

す
。彼
の
手
を
握
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、彼
の
手
を
握
り
、そ
の
後
も
や

って
来
る
人
2
、3
人
の
手
を
握
り
な
が
ら
、

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、6
、7
人
目
の
後
に
突
然
、こ
の

人
た
ち
が
抱
え
る
苦
境
に
共
感
し
、彼
ら

の
痛
み
と
困
難
を
感
じ
、自
分
よ
り
も
彼

ら
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
瞬
間
、私
は
、単
な
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
か
ら
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
、も
っ
と
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

35
年
前
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
の
僻
村
に
足
を
運
ん
だ
と
き
、同
胞
た

ち
が
抱
え
る
苦
境
を
真
に
理
解
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
家
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
、水
浴
び
を

す
る
の
と
同
じ
池
の
水
を
飲
み
、一
本
の
樹
の

木
陰
を
学
校
と
し
て
使
い
、唯
一の
黒
板
は

黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
壁
で
し
た
。一
番
近
い

保
健
セ
ン
タ
ー
は
数
マ
イ
ル
先
で
、ご
く
基

本
的
な
設
備
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

は
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、ト
イ
レ

を
設
置
し
、安
全
な
飲
み
水
を
提
供
し
、教

育
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、世
界
級
の
医
療
設

備
を
整
え
ま
し
た
。し
か
も
、地
元
地
域

だ
け
で
な
く
、国
中
で
。

ロ
ー
タ
リ
ー
が
私
の
心
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
回
り
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目

を
向
け
、人
類
全
体
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。奉
仕
が
私
の
生
き
方
と
な
っ
た

の
で
す
。
多
く
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、

『
奉
仕
と
は
、自
分
が
こ
の
地
上
に
占
め

る
空
間
に
対
し
て
支
払
う
家
賃
で
あ
る
』

と
い
う
信
条
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

模
範
的
な
賃
借
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
奉
仕
の
機

会
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
の
不

自
由
な
人
に
見
る
力
を
与
え
、お
腹
を
空

か
せ
た
人
に
食
べ
物
を0

与
え
、ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
に
住
む
場
所
を
提
供
し
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、小
さ
な
奉
仕

の
機
会
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。奉
仕
を
定
義
す
る
の
は
、奉
仕
の
規
模

だ
け
で
な
く
、奉
仕
に
対
す
る
姿
勢
で
す
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
か
つ
て
、電
車
に
乗
ろ
う
と

し
た
と
き
に
、電
車
が
動
き
だ
し
て
片
方

の
ス
リ
ッ
パ
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ガ

ン
デ
ィ
ー
は
と
っ
さ
に
、ス
リ
ッ
パ
が
落
ち
た

と
こ
ろ
を
め
が
け
て
、も
う
片
方
の
ス
リ
ッ
パ

を
投
げ
ま
し
た
。彼
と
一
緒
に
旅
行
し
て
い

た
友
人
は
、こ
う
尋
ね
ま
し
た
。「
な
ぜ
投

げ
た
ん
だ
い
？
」。ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
う
答
え

ま
し
た
。「
あ
の
ス
リ
ッ
パ
を
誰
か
が
見
つ

け
る
だ
ろ
う
。片
方
だ
け
で
は
役
に
立
た

た
な
い
か
ら
、も
う
片
方
も
投
げ
た
の
だ

よ
」。こ
れ
は
さ
さ
や
か
な
奉
仕
の
行
為
で

す
が
、そ
の
姿
勢
は
見
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、自
分
よ
り
も
先
に
人
の
こ
と
を

考
え
る
心
構
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー

タ
リ
ア
ン
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、そ
れ
だ
け
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
過
去
35
年
間
に
ポ
リ
オ
根

絶
や
人
類
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
数
十
億
ド
ル

も
の
資
金
や
多
大
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間

を
費
や
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。何
千
と
い
う
学
校

や
何
百
と
い
う
病
院
を
整
え
、干
上
が
っ
た

村
に
水
を
提
供
し
、家
庭
に
ト
イ
レ
を
つ
く

っ
て
尊
厳
を
取
り
戻
し
、何
万
と
い
う
子
ど

も
の
心
臓
手
術
を
通
じ
て
命
と
い
う
贈
り

物
を
し
て
き
た
理
由
に
、そ
れ
以
外
の
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
奉

仕
し
続
け
る
の
は
、人
び
と
の
人
生
を
豊
か

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
す
。ネ
パ
ー
ル

で
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、数
千
人
も
の

人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、ア
フ
リ
カ
で
の

家
族
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、ハ
イ
チ
で
の
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
人
以

上
の
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
国
イ
ン
ド
で
は
、識
字
と
教
育
の

T
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プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、何
百
万
も
の

子
ど
も
の
人
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
多
く
が
、こ
の
よ
う
な
奉
仕
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
な
役
割
を
担
わ
れ
、人

び
と
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
き
た
で

し
ょ
う
。奉
仕
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
奉
仕
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

今
日
、奉
仕
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、変

革
者
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、来
る

ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
に
は
、人
び
と
の
た
め
に

奉
仕
し
、そ
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
に
援
助
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
理
由
か
ら
、

2
0
2
1-

2
2
年
度
の
私
た
ち
の
テ
ー

マ
は
、「
奉
仕
し
よ
う
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
」（Serve        to Change 

Lives

）と
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
自
身
が
模
範
を
示
し
、持
続
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
の
参

加
意
欲
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。ほ
か
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
、他
団
体
、企
業
と
手
を

取
り
合
い
、地
域
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、国
や
世
界
の
人

び
と
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

奉
仕
す
る
と
き
、誰
か
の
人
生
だ
け
で
な

く
、自
分
の
人
生
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。イ

ン
ド
の
偉
大
な
思
想
家
の一
人
で
あ
る
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
誰
か
を
助
け
る
と
き
、そ
の
人
に
恩
を

施
し
て
い
る
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。実

際
に
は
、そ
の
人
た
ち
が
あ
な
た
に
恩
を
施

し
て
い
る
の
で
す
。私
た
ち
が
世
界
か
ら
授

か
っ
た
恩
恵
へ
の
恩
返
し
を
す
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
」。ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
ー
ナ
ン
ダ
は
さ
ら
に
、次
の
よ
う
な
見
事

な
言
葉
を
加
え
ま
し
た
。「
人
生
で
は
、与

え
る
者
、奉
仕
す
る
者
に
な
り
な
さ
い
。た

だ
し
、与
え
る
と
き
も
奉
仕
す
る
と
き
も

謙
虚
に
な
り
、ひ
ざ
ま
ず
い
て『
与
え
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
』『
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
』と
お
願
い
す
る
気
持
ち
に

な
り
な
さ
い
」

ほ
か
の
人
の
た
め
に
生
き
、世
話
を
し
、奉

仕
す
る
こ
と
で
誰
か
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
こ
と
は
、自
分
の
人
生
の
最
高
の
生
き
方

で
す
。ア
ル
バ
ー
ト・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言

っ
た
よ
う
に
、「
誰
か
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ
、

人
生
に
は
価
値
が
あ
る
」の
で
す
。

奉
仕
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
か
か
る
に
あ
た

り
、次
年
度
の
焦
点
は「
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」と
な
り
ま
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核

的
価
値
観
の一つ
は「
多
様
性
」で
す
。ロ
ー

タ
リ
ー
のD

E
I

（
多
様
性
、公
平
さ
、開
放

性
）に
対
す
る
信
念
を
表
し
た
公
式
声
明

も
あ
り
ま
す
。多
く
の
場
合
、女
子
は
不

利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、私

た
ち
が
女
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
は
す
べ

て
の
子
ど
も
に
奉
仕
し
ま
す
が
、特
に「
女

子
」に
焦
点
を
当
て
ま
す
。世
界
各
地
で
女

子
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、こ
う
し
た
女
子
が

抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
取
り
組
み
、

そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
も
っ
と
行
動
し
、も
っ
と
成
長
す
る
」た
め

の
会
長
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。世
界
各
地
で
、7
つ
の
重
点
分
野
に
焦

点
を
当
て
た
7
回
の
会
長
主
催
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
、ロ

ー
タ
リ
ア
ン
と
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、そ
し
て

一
般
市
民
の
参
加
を
促
す
た
め
の「
ロ
ー
タ

リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ご
自
宅
に
最
も
近
い
場
所
で
開
催
さ

れ
る
会
長
主
催
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」に
参

加
す
る
よ
う
全
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ア

ク
タ
ー
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
何
千
も
の「
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」を
通
じ
て
、ロ
ー
タ
リ
ー

の
活
動
を
世
界
に
紹
介
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ん
、ポ
リ
オ
根
絶
活

動
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
、大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、か
つ
会
員
数
を
史
上
初
め
て

1
3
0
万
人
に
す
る
と
い
う
課
題
は
、チ
ャ

レ
ン
ジ
に
満
ち
て
い
ま
す
。こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
、皆
さ
ん
の
意
欲
は
駆
り
立
て
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。挑
戦
に
立
ち
向
か
う
の
が
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
だ
か
ら
で
す
。船
は
港
に
い
れ
ば
安

全
で
す
が
、船
の
目
的
は
港
に
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。海
に
出
て
こ
そ
、船
の

目
的
が
成
就
さ
れ
ま
す
。変
革
者
の
皆
さ

ん
、人
生
と
は
冒
険
で
あ
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
が
書
い
た
詩
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

授
け
ら
れ
た
最
大
の
贈
り
物
は

　
　

誰
か
の
人
生
に
触
れ
る
力

　
　

変
え
る
力

　
　

違
い
を
も
た
ら
す
力

　
　

め
ぐ
り
ゆ
く
命
の
中
で

　
　

手
を
、心
を
、魂
を

　
　

差
し
伸
べ
る
な
ら

　
　

魔
法
が
起
こ
る

　
　

歯
車
が
回
り
だ
す...

　
　

と
も
に
歯
車
を
回
そ
う

　
　

全
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
に
は
力
と
魔
法
が
あ
る

　
　

奉
仕
し
よ
う...

　
　

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に...

皆
さ
ん
が
ど
こ
で
こ
の
演
説
を
お
聞
き
に

な
っ
て
い
て
も
、こ
こ
で
皆
さ
ん
に
、胸
に
手

を
当
て
、私
と
一
緒
に
宣
誓
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
に
は
、奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
力
と
魔
法
が
あ
り
ま
す
」

変
革
者
の
皆
さ
ん
、準
備
は
整
っ
て
い
ま
す

か
？
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
立
ち
向
か
う
準

備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
奉
仕
す
る
準
備

が
で
き
て
い
ま
す
か
？
み
ん
な
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

私
は
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
同
じ

で
し
ょ
う
。と
も
に
奉
仕
し
、み
ん
な
の
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

2021-2022年度国際ロータリー
会長

シェカール・
メータ

青少年交換（長期）委員会

（花巻南）
（仙台北）
（盛　岡）
（仙　台）
（大船渡西）

（仙台南）
（仙台宮城野）

（仙台南） （仙台南）
（仙台南）

（仙台北）

委員長   
ガバナー   
直前ガバナー  
ガバナーエレクト  
ガバナーノミニー  
RIJYEM 理事  
地区代表幹事

危 機 管 理 委 員 会
鈴 木 　 賢
鈴 木 俊 一
伊藤   智仁  
天沼   久純  
森川   昭正  
松良   千廣  
星　   　毅

（仙台北）
（仙台南）
（花巻南）
（盛岡南）
（仙台宮城野）
（仙台南）
（仙台南）

国際奉仕委員長  
青少年奉仕委員長
ローターアクト・RYLA委員長 
インターアクト委員長  
ロータリー財団委員長  
米山記念奨学会委員長  
医師団
弁護士団  

髙橋   孝一  
中山   栄一
早坂   竜太  
齊藤   俊明  
小野寺則雄 
白鳥     淳  
日野　   宏  
木坂   尚文

（柴　田）
（仙台東）
（古川東）
（大船渡西）
（二　戸）
（築　館）
（築　館）
（仙台南）

（仙台南）
（花　巻）
（仙台北）
（盛　岡）

（仙台西）
（花巻南）

代表幹事
筆頭副代表幹事
副代表幹事／事務局長
副代表幹事

ガ バ ナ ー 事 務 所
星   　　毅
高橋  玲二
和田  達雄
山下  晴輝

ホストクラブ会長
ホストクラブ幹事

岩松  正記
茂木  宏友

幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事

千葉　ミオ
後藤   公伸
半澤   修司
日置  道隆
堀川  順弘
早坂   慎一
菱沼   清彌
芳賀　   剛
石井   岳朗
岩井   美和
五十嵐  章
加藤   秀次
候　   殿昌

幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事

熊谷   晴樹
近藤まい子
熊谷   一也
小松　   優
菊地   宏幸
木坂   尚文
今野   勝彦
松良   千廣
村口　   聡
三浦   一晃
西尾　   章
中澤   幸夫
及川   周一

幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事

坂本   正憲
佐々木利晃
鈴木   洋一
佐藤   博美
髙木   信三
武田   文孝
和田   政宗
山家   雪雄
麻生菜穂美
小室   照枝  
岡崎   純子
佐々木文彦
鈴木   友厚

幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事

佐藤   慶子
朝倉   秀雄
佐藤   善一
佐藤   由佳
山田   裕一
菊地   忠久
大泉   拓也
一條千賀子
森  　  建人
佐久間順子  

事務局次長
事務局次長
ガバナー月信編集長

大江  広満
佐藤  仁
佐々木利晃

実行委員長 髙木 信三

ガバナー事務所
〒980-0014　仙台市青葉区本町1-1-8　第一日本オフィスビル８Ｆ４号
TEL.022-224-0151　FAX.022-224-0152    　星川　隆裕 ・ 阿部　杏子

地区研修リーダー
鈴木　　賢

ガバナーエレクト
天沼　久純 （盛岡南） 森川　昭正（仙台宮城野）

ガバナーノミニー

地区研修・協議会委員会
実行委員長
大会副委員長

松良 千廣
岩松 正記

地区大会

資金委員長
資金委員

高橋 玲二
大泉 裕一

地区資金・財務・会計委員会

委員長
副委員長
アドバイザー
地区幹事
地区幹事

髙橋   孝一 
佐藤      仁 
松良　千廣 
三浦   一晃 
熊谷   一也

（柴　田）
（仙台南）
（仙台南）
（仙台南）
（仙台南）

委員長
副委員長
委員
委員

佐藤　　剛 
佐々木　博 
麻生菜穂美 
斎藤　　賢 

（水　沢）
（栗　駒）
（白石衛星）
（一　関）

青少年交換（短期）委員会
委員長
副委員長
委員
委員

佐々木史昭 
橋川　秀治 
小野寺　隆 
志田　宏美

（花　巻）
（花　巻）
（気仙沼南）
（大船渡西）

国際奉仕委員会

ローターアクト・RYLA委員会

委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
地区幹事
地区幹事

中山　栄一 
小野　智哉 
三浦　　滋 
日野　　宏 
根本　昌幸
和田　夏歩 
小松　　優 
武田　文孝

（仙台東）
（北　上）
（前　沢）
（築　館）
（一関中央）
（仙台RAC）
（仙台南）
（仙台南）

委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員

早坂　竜太 
半澤　修司 
門馬　光一 
髙橋　孝一 
及川　周一 
吉野　　淳

（古川東）
（仙台南）
（宮　古）
（柴　田）
（仙台南）
（盛岡南）

インターアクト委員会
委員長
副委員長
委員

齊藤　俊明 
佐藤　知樹 
吉澤　珠美

（大船渡西）
（仙　台）
（北上西）

青少年奉仕委員会
委員長
副委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
委員
委員
委員
地区幹事

白鳥　　淳 
清水　　努
小原　正至 
小嶋　道夫
小野　照代 
佐々木公伍
遠藤　哿子
米内　  正
佐々木源悦
候　　殿昌
山家　雪雄 

（築　館）
（塩　釜）
（北　上）
（仙台西）
（岩　沼）
（一関中央）
（花　泉）
（盛　岡）
（佐　沼）
（仙台南）
（仙台南）

米山記念奨学会委員会

補助金委員会

委員長
副委員長
副委員長
委員
地区幹事

小野寺則雄 
山口　淑子 
横田　芳博 
中澤　幸夫 
今野　勝彦 

（二　戸）
（盛岡滝ノ沢）
（多賀城）
（仙台南）
（仙台南）

委員長
副委員長

工藤　武三
安藤　敏樹 

（二　戸）
（盛岡西北）

資金推進委員会
委員長 千田　勝治（陸前高田）

ポリオプラス委員会
委員長
副委員長

菊地　茂樹 
髙木　久子

（仙台北）
（大船渡西）

補助金管理委員会
委員長 茂木　宏友（仙台南）
ロータリー平和フェローシップ委員会
委員長

委員長

麻生菜穂美（白石衛星）
ロータリーカード推進委員会

山本　　茂（二　戸）

ロータリー財団委員会

会計監査委員長
会計監査委員

深田 一弥
菊池 忠彦

地区監査委員会

地区代表委員
副代表委員
副代表委員
副代表委員

ロータリーの友地区委員会

委員長
委員
委員
委員
委員

ガバナー指名委員会
・RI理事指名委員会
伊藤   智仁
鈴木　   賢
田中   堯史
藤﨑三郎助
濱守   豊秋

佐々木利晃
吉田   和洋
渡邉　   宏
勝部   民男  
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2021-2022年度 国際ロータリー 第２５２０地区資金収支予算

※新型コロナウイルスによる地区事業・行事が中止になった場合は従前の課目から他の課目に振り分けることがある。     
※本年度は、特別会計を廃止し一般会計のみにする。     
※昨年度は、会員の地区分担金は一人年額30，600円。本年度は一人25，000円とする。

地区運営資金（クラブ負担）一人25.000円×2.200人    
ガバナー配分予算　RIより    
各種補助金    
ＧＥ事務所繰越金    
前年度繰越金    
登録料    
その他 （青少年交換短期参加者負担、地区大会残金戻入ほか）
地区基金取崩    

55,000
1,800

0
0

1,200
3,000

0
3,000
64,000

57,600
1,954

3,000

2,578
65,132

56,934
1,811
10,163
782
4,625
2,530
5,345

0
82,191

57,536
2,068

1,269
13,178
3,369
3,900
3,000
84,319

58,396
2,358
6,475
287
184
2,770
5,758
6,000
82,228

前期数　2,200名
後期数　2,200名

前期数　2,250名
後期数　2,250名

前期数　2,198名
後期数　2,250名

前期数　2,228名
後期数　2,267名

前期数　2,262名
後期数　2,300名

科　　　　目
鈴木（俊）年度 伊藤年度 鈴木年度 田中年度 藤﨑年度

収入合計

◆収入の部 （予算額） （予算額） （決算額） （決算額） （決算額）

地区運営資金
①

②
③
④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨
⑩

助成金  

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

1

地区研修・協議会  
ＩＡ・ＲＡ年次大会  
ＩＭ   
ＰＥＴＳ  
その他  
表彰費  
記念品費  
刊行費   
会議費  
地区委員会費  
クラブ・職業・社会奉仕  
ＲＬＩ  
会員増強・戦略会議・Ｒ公共イメージ向上・女性活躍
国際奉仕（長期交換留学生が増える可能性がある）  
青少年奉仕  
ロータリー財団  
米山記念奨学会  
姉妹地区親善  
旅費  
ガバナー補佐活動費  
事務費  
雑費   

ガバナー事務所経費   
ガバナー会運営費   
ロータリー文庫運営費   
RIJYEM維持協力金   
ロータリー研究会（登録費のみ）   
地区大会費（特別会計11，250千円から本年度一般会計）
新Ｒクラブ結成助成金（衛星クラブ含む）   
新ＲＡ・ＩＡクラブ助成金（RA1・IA1計２）   
国際大会ブース   
エレクト事務所準備金   
規定審議会準備金
その他（ポリオ撲滅チャリティー支出・地方自治体への寄付）　　    
予備費   
借入れ返金（ホストRCへ）   
繰越金   

28,000
2,100
500
500
800
300

500
500
8,000
4,500
8,000
300
900
600
1,500
2,500
1,200
1,000

0
1,800
1,600
300
700

15,000
500
660
500
500
9,440
300
300
0

8,000
300

500

64,000

32,560
2,100
500
500
800
300

500
500
8,000
5,000
12,000
150
900
550
6,500
1,200
1,200
1,000
500
2,000
1,760
200
500

14,800
450
675
450
500
7,000

300
8,000

0

397

65,132

34,383
1,860
500
500
550
300
0
0

500
6,637
3,339
17,919
393
598
288
3,359
1,703
10,198
1,380

0
1,579
1,600

0
989

14,724
478
666
444
527
7,000

0
0
0

8,000
0

6,481
0

9,487
82,191

37,200
1,900
500
500
600
300

500
500
5,959
4,722
14,753
430
773
356
9,123
1,176
1,150
1,203
542
4,590
1,920
980
1,376
23,266
482
672
448
326
7,000

0
0

300
8,000

0

0
2,000
4,625
84,319

38,000
1,900
500
400
700
300

500
500
7,325
2,704
20,946
567
0
0

10,789
1,295
5,794
2,501

0
1,799
1,600

0
726

13,988
491
684
456
432
7,000

0
0
0

8,000
0

0

13,178
82,228

科　　　　目 鈴木（俊）年度 伊藤年度 鈴木年度 田中年度 藤﨑年度

支出合計

◆支出の部 （予算額） （予算額） （決算額） （決算額） （決算額）

（単位千円）
2021/7/1

《一般会計の部》

が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
映
像
を
視
聴
致
し
ま

し
た
。メ
イ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、イ
ン
ド

出
身
の
シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
エ
レ

ク
ト
か
ら『
ナ
マ
ス
テ
』の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

世
界
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
を
1
2
0
万
人
か
ら

1
3
0
万
人
ま
で
仲
間
を
増
や
す
た
め
の

会
員
増
強
の
お
話
。ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
や
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
若
い
メ
ン
バ

ー
の
大
切
さ
夢
を
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
2
0
2
1-

2
2
年
度
の
テ
ー
マ
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
奉
仕
し
よ
う 

み
ん
な
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
」（ServetoChange Lives

）

で
す
。

こ
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は『M

y Rotary

』

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

開
会
の
翌
日
２
月
２
日
は
、分
科
会
の
初

日
と
な
り
ま
し
た
。昼
間
11
時
か
ら
分
科

会
セ
ッ
シ
ョン
で
し
た
。外
国
の
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ

ク
ト
た
ち
と一
緒
に
組
み
分
け
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
得
る
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、そ

の
時
は
、日
本
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
の
分
科

会
で
し
た
。た
ま
た
ま
当
地
区
の
菅
原
裕

典
P
G
が
担
当
さ
れ
、研
修
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は『
私
た
ち
の
旅
路
』で
し
た
。

内
容
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
核
的
価
値
観
と
し
て

五
点
で
す
。奉
仕（S

e
rv
ic
e

）、親
睦

（Fellow
ship

）、多
様
性 

（D
iversity

）、

高
潔
性（Integrity

）、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（Leadership

）で
し
た
。

　

そ
れ
ら
五
つ
を
気
付
か
さ
れ
、そ
の
な
か

で
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
成
長
に
向
け
た
目
標
設
定

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
全
般
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
夜
23
時
は『
パ
ー
ト
ナ
ー
の
本

会
議
』で
し
た
。今
年
度
日
本
の
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
全
員
女
性・奥

様
達
で
し
た
。パ
ー
ト
ナ
ー
の
た
め
の
分
科

会
は
、そ
の
後
２
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。奥

様
同
士
も
初
対
面
同
士
の
上
、私
の
妻
は
シ

ャ
イ
で
内
気
で
す
が
、繰
り
返
し
z
o
o
m

で
お
会
い
し
て
自
己
紹
介
な
ど
か
ら
打
ち

解
け
た
よ
う
で
す
。国
際
協
議
会
当
日
か

ら
今
で
も
皆
様
と
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
情
報

交
換
を
継
続
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

他
に
、受
講
し
た
分
科
会
の一
部
に
つ
い
て

報
告
を
致
し
ま
す
。

　

３
日
目
の
セ
ッ
シ
ョン
は『
参
加
者
の
基
盤

を
広
げ
る
』重
要
な
フ
レ
ー
ズ
はE

ach 
O
ne,Bring O

ne 

『
み
ん
な
が一人
を
入
会

さ
せ
よ
う
』で
し
た
。従
来
の
ク
ラ
ブ
以
外
の

新
し
い
形
式
で
の
ク
ラ
ブ
や
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
、地
域
の
人
々
を
巻
き

込
ん
だ
奉
仕
活
動
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
日
目
の『
世
界
を
変
え
る
行
動
人
』セ

ッ
シ
ョン
は
、再
び
P
G
菅
原
裕
典
リ
ー
ダ
ー

か
ら
の
ご
指
導
で
し
た
。女
性
の
地
位
向
上

・em
pow
erm
ent

に
つ
い
て
の
問
題
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。単
に
女
性
を
差
別
し
な
い
、

差
別
に
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ

う
で
す
。シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
エ
レ

ク
ト
の
お
言
葉
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
世
界
各
地
で
女
子
は
多
く
の
問
題
に
直

面
し
て
お
り
、リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、

こ
う
し
た
女
子
が
抱
え
る
問
題
に
ロ
ー
タ
リ

ー
が
取
り
組
み
、そ
れ
を
和
ら
げ
る
よ
う
に

導
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。」と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、教
育
、奉
仕
、チ
ャ

ン
ス
の
き
っ
か
け
な
ど
、未
来
の
女
性
リ
ー
ダ

ー
の
成
功
に
必
要
な
手
段
や
環
境
を
提
供

す
る
よ
う
行
動
を
す
べ
き
、で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、R
I
会
長
エ
レ
ク
ト
は
国
際
協
議

会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。『
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、全
て
の
子
供

に
奉
仕
し
ま
す
が
、次
年
度
は
特
に
女
子
に

焦
点
を
当
て
ま
す
』と
。

　

こ
れ
ら
女
性
の
地
位
向
上・em

pow
er

m
ent

の
問
題
は
、当
地
区
全
体
で
よ
り
深

く
考
え
、行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。次

年
度
は
地
区
の
委
員
会
で
は
広
報
活
動
も

致
し
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
に
お
い
て
は
、以
下
の
３
つ
の

留
意
点
を
学
び
ま
し
た
。

①
つ
目
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
達
だ
け
て
は
な
く
、

我
々
以
外
の
地
域
の
方
々
の
参
加
で
す
。地

域
を
巻
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

②
つ
目
、規
模
が
数
字
で
分
る
よ
う
に
記
録

す
る
こ
と
。例
え
ば
、参
加
人
数
や
提
供
し

た
食
事
の
数
な
ど
で
客
観
的
な
状
況
が
分

か
り
ま
す
。

③
つ
目
、情
報
を
発
信
す
る
こ
と
。メ
デ
ィ
ア

・
T
V
や
新
聞
、
S
N
S
。so

c
ia
l 

netw
orking service

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）発
信
し
て
広
く
他
に

知
ら
れ
る
こ
と
で
、参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の

達
成
感
も
高
ま
り
ま
す
。

　

５
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は『
奉
仕
の
イ
ン
パ

ク
ト
』で
し
た
。

分
科
会
へ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
ロ

ー
タ
リ
ア
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
。前
日
に
英

語
圏
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る
旨
の
予
告
が
あ

り
ま
し
て
、緊
張
し
て
お
り
ま
し
た
。リ
ー

ダ
ー
は
韓
国
の
方
、と
て
も
流
ち
ょ
う
な
英

語
で
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。海
外

の
方
々
は
実
に
積
極
的
に
発
言
し
ま
す
。幸

い
に
し
て
国
際
協
議
会
の
z
o
o
m
に
は

言
語
選
択
の
機
能
が
あ
り
ま
し
た
。私
は

同
時
通
訳
を
通
し
て
、当
地
区
の
奉
仕
活

動
を
発
表
し
ま
し
た
。こ
の
分
科
会『
奉
仕

の
イ
ン
パ
ク
ト
』に
つ
い
て
強
く
感
じ
た
事
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

も
う
10
年
に
な
り
ま
す
。い
い
え
、ほ
ん
の

10
年
前
で
す
。『
３.
11
東
日
本
大
震
災
』が

突
如
発
生
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
2
0
地
区
全
体
は
、

世
界
中
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
か
ら
被
災
地
と
し

て
、様
々
な
形
で
励
ま
し
を
受
け
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
資
金
や
物
資
の
援
助
も
受
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、我
々
が
困
っ
て
い
る
方
々
、

援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
へ
手
を
差
し

伸
べ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。我
々
の

地
区
は
特
に
、そ
の
よ
う
な
奉
仕
の
た
め
の

資
金
に
対
し
て
、年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な

寄
付
で
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。Every 

Rotarian 
Every 

Y
ear 

で
す
。

　

６
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、中
核
的
価
値

観
に
加
え
て
、他
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
最
優
先

事
項
D
E
I
、の
活
動
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、別
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、会
員
が
ク

ラ
ブ
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
し
た
。

会
員
は
ク
ラ
ブ
に
何
を
求
め
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。せ
っ
か
く
入
会
し
て
も
、期
待
し
た

活
動
と
違
う
と
い
う
理
由
で
、入
会
２
年
以

内
に
ク
ラ
ブ
を
退
会
し
て
し
ま
う
会
員
が

多
い
と
の
シ
ョッ
ク
な
デ
ー
タ
の
紹
介
も
あ
り

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
全
員
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
例
会
や
委
員
会
な
ど
の
奉

仕
活
動
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
で

し
た
が
、ク
ラ
ブ
全
体
で
会
員
一
人
一
人
が
お

互
い
に
、特
に
新
し
い
会
員
への
心
配
り
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
11
日
間
、世
界
の
時
差
に
考

慮
し
て
午
前
中
11
時
と
夜
中
の
11
時
か
ら

主
に
2
回
セ
ッ
シ
ョン
が
開
か
れ
ま
し
た
。し

か
も
連
日
、引
き
続
き
朝
３
時
頃
ま
で
日

本
の
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
仲
間
と
の

z
o
o
m
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、な
に
せ
夜
中
で

SERVE TO CHANGE LIVES
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2021-2022年度 第２５２０地区 諸報告の提出日及び提出先一覧

関係事務所

ガバナー事務所(地区の所定用紙/R友報告用) ①

②

③
④

④

国際ロータリー日本事務局
〒108-0073 東京都港区三田1-4-28　三田国際ビル24F

クラブ・地区支援室
財団室
経理室
業務推進・IT室

ガバナー会事務局
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F
RIJYEM事務局（国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構）
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F
ロータリーの友事務所
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F
ロータリー米山記念奨学会
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3F
ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3F
米山梅吉記念館
〒411-0941静岡県駿東郡長泉町上土狩346-1

My ROTARY より報告（現クラブ役員より報告）

03-5439-5802

その他情報変更（会員の住所、職業分類、
会員の種類)

ロータリー財団寄付

米山記念奨学会寄付
翌月15日必着

その都度

その都度

翌月15日必着

03-6431-8106

03-3436-6651

03-3434-8681

03-3433-6456

⑤7月1日、　1月1日
特別寄付は都度

7月

その都度

その都度

その都度

半期報告

翌月15日必着
会員異動（新会員、退会者、物故会員）

7月1日、1月1日

30日以内
（遅くとも7月1日と1月1日まで）

クラブ会員数・出席率報告(R友報告) 翌月15日必着

My ROTARYより報告

My ROTARY より報告
※第2520地区ホームページ参照

ガバナー事務所(地区の所定用紙/月信用) 

クラブ活動年次計画書（各クラブ作成のもの）

My ROTARYより報告

用紙はRIより送付される。クラブ会員50名毎に
1名又はその過半数(26名以上)につき追加代議員
1名を選ぶ。(国際大会出席者が持参してよい)

クラブ会長、幹事の変更

次年度クラブ会長、幹事、会計報告 2月1日

4月

次年度の寄付目標、会員増強目標

例会場、日時、事務所等の変更

クラブ定款(名称、住所)の変更

1.　ガバナー補佐
2.  ガバナー事務所
RI日本事務局へお問い合わせください
クラブ･地区支援室（メール：rijapan@rotary.org）

My ROTARY より報告
※第2520地区ホームページ参照

米山記念奨学会(所定の送金明細書)

ガバナー事務所(地区の所定用紙/月信用)

RI日本事務局(所定の送金明細書)
ガバナー事務所(地区の所定用紙/月信用)

信任状証明書(投票代議員カード付)
（会長、幹事のサインが必要）

※RI文献の入手はMy ROTARYより
※上記の書式(用紙)①～⑤については、第2520地区ホームページからダウンロードもできますのでご利用ください。
※My ROTARYのアカウント登録方法は、第2520地区ホームページでご確認ください

03-5439-5805
03-5439-5803

03-3433-6497

1.　My ROTARYより報告
2.　「ロータリーの友」事務所
3.　ガバナー事務所
1. My ROTARY より報告
2. ガバナー事務所

055-986-2946

名称・住所 電　話 F A X

03-5439-0405

03-3433-7395

03-6431-8107

03-3436-5956

03-3578-8281

03-3459-7506

055-989-5101

03-5439-5800

報告事項 期　 日 報 告 先

｝

　

は
じ
め
に
コ
ロ
ナ
禍
で
、様
々
な
ご
苦
労
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
様
へ
、心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
方
々
への
ケ
ア
の
た

め
に
奉
仕
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
、ま
た
、医
療
関
連
に
従
事
さ
れ
て
い
る
ロ

ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
へ
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
日
は
、2
0
2
1
年
の
国
際
協
議
会

で
学
ん
だ
事
や
感
じ
た
事
、そ
し
て
次
年
度

に
地
区
で
必
要
な
事
を
、国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

第
2
5
2
0
地
区
の
会
員
の
皆
様
へ
お
願
い

し
た
い
事
を
お
話
い
た
し
ま
す
。既
に
２
月

14
日
の
地
区
チ
ー
ム
研
修
セ
ミ
ナ
ー
や
３
月

７
日
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ

ナ
ー
で
お
話
し
た
内
容
と
重
複
す
る
内
容

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
国
際
協
議
会
は
、日
本
時
間

２
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本
来
で
あ
れ
ば
、ア
メ
リ
カ・フ
ロ
リ
ダ
州

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。し
か
し
、全
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
に
、開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
や
本
会
議
は
、や

む
を
得
ず
n
e
t
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。分
科
会
で
は
、z
o
o
m

を
活
用
し
て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ

ら
は
全
て
事
前
の『
M
y 

R
o
t
a
r
y
』

か
ら
の
登
録
が
必
要
で
し
た
。

　

日
本
国
内
で
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、蔓
延
防
止

法
や
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
、首
都
圏
を
は

じ
め
と
す
る
都
市
部
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。地
方
で
も
人
と

人
の
直
接
的
な
接
触
を
極
力
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。当
地
区
に
お
き
ま

し
て
も『
地
区
チ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
』
と『
会
長

エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ
ー
』Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ（Presi-

dents-Elect T
raining Sem

inar

）も
オ

ン
ラ
イ
ン
と
複
合
し
て
一
部
会
場
で
の
開
催

を
致
し
ま
し
た
。地
区
研
修
協
議
会
は
よ

り
進
化
し
た
全
面
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
対
応

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
2
0
地
区
の

会
員
の
皆
様
に
は
、大
変
な
ご
不
自
由
を
お

掛
け
致
し
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、当
面
は
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
に
お
き

ま
し
て
、特
に
大
人
数
の
会
議
や
研
修
会
に

は
n
e
t
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対

応
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ニュー
ス
に
よ
り
ま
す
と
、我
が
国
も
含
め

ま
し
て
世
界
各
国
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、着

々
と
進
行
し
て
お
り
ま
す
。当
地
区
内
で
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
への
対
策
も
整
って
ま
い
り
ま
し

た
。

　

国
際
協
議
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、私
は
、

昨
年
秋
の
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ

ー
G
E
T
S（Governors-Elect T

rain-
ing Sem

inars

）で
、初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
方

式
の
会
議
に
参
加
致
し
ま
し
た
。先
ず
は

そ
の
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、機

器
を
揃
え
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン
に
備
え
付
け

の
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
け
で
す
と
、マ
イ

ク
が
声
を
拾
え
ず
、相
手
の
声
が
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
り
、z
o
o
m
の
操
作
が
不
慣
れ

の
た
め
、こ
ち
ら
か
ら
話
す
と
き
に
マ
イ
ク

を
o
f
f
状
態
の
ミ
ュ
ー
ト
に
し
た
ま
ま
の

た
め
、相
手
方
に
は
私
の
声
が
聞
こ
え
な
か

っ
た
り
、戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
。

　

ま
た
、私
自
身
の
携
帯
電
話
は
、古
い
タ

イ
プ
の
い
わ
ゆ
る『
ガ
ラ
携
帯
』で
し
た
。つい

先
月
２
月
１
日
か
ら『
ス
マ
ホ
』に
変
更
し
た

ば
か
り
で
す
。同
期
の
日
本
国
内
34
名
の
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
情
報
交
換
と
し
て
、ス
マ

ホ
に
付
属
し
た
ア
プ
リ
の『
ラ
イ
ン
』で
全
員

と
連
絡
を
取
り
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
た

め
、私
は
機
種
変
更
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

変
化
は
チ
ャ
ン
ス
と
も
い
わ
れ
ま
す
。ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
、き
っ
か
け
と
思
って
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
様
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。国
際

協
議
会
で
は
、『M

y 
Rotary

』を
開
い
て
、

自
分
で
必
要
事
項
を
入
力
し
て
か
ら
の
登

録
で
し
た
。今
後
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
様
々

な
情
報
を
活
用
す
る
た
め
に
、必
要
で
す
の

で『M
y Rotary

』への
登
録
を
な
さ
って
く

だ
さ
い
。ま
た
、ご
自
身
だ
け
で
は
な
く
、ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
登
録
率
の
向
上
を
お
願
い

致
し
ま
す
。１
０
０
％
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
。次
年
度
の
地
区
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会
で

も
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
し
い
情
報
交
換
に
慣
れ
て
く

だ
さ
い
。『
習
う
よ
り
慣
れ
よ
』で
す
。は
じ

め
は
周
り
の
方
々
か
ら
習
っ
て
慣
れ
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
n
e
t
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
の
国
際
協
議
会
は
、従
来
の
開
催
と

比
べ
ま
す
と
、日
本
国
内
か
ら
ア
メ
リ
カ
現
地
へ

の
移
動
時
間
、現
地
内
で
の
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

移
動
や
準
備
の
時
間
の
観
点
か
ら
、『
コ
ロ
ナ

の
せ
い
で
、い
え
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
、日
本
と

世
界
各
国
は
n
e
t
で
よ
り
近
く
な
っ
た
』

と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。こ
れ
は
面
積
の

広
い
当
地
区
内
で
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

日
本
を
含
め
て
、国
際
社
会
も
、コ
ロ
ナ
以

後
の
情
報
伝
達・コ
ミ
ュニュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
や
、産
業
構
造
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
従
来
の
活
動
の
良
さ

を
残
し
つつ
、時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、新

し
い
こ
と
を
も
っ
と
沢
山
導
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
際
協
議
会
は
日
本
で
は
、２
月
１
日
の

夜
11
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。私
は
家
内

と
２
人
、ア
メ
リ
カ
か
ら
のnet

配
信
で
開
会

国際ロータリー 第2520地区
2021-2022年度 ガバナー

鈴木　俊一

2
0
2
1
年 

国
際
協
議
会
で
学
ん
だ
こ
と

SERVE TO CHANGE LIVES
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ロータリーの目的

［ガバナー事務所］〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町1-1-8 第一日本オフィスビル8階4号
TEL：022-224-0151　FAX：022-224-0152 月～金10：00～18：00（土・日・祝日休み） E-mail：ri2520-sendai@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2520地区 鈴木　俊一ガバナーRotary international District 2520
■地区代表幹事／星  　　毅　■事務局長／和田 達雄　■事務局スタッフ／星川　隆裕 ・ 阿部　杏子
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2021-2022年度 クラブ送金関係案内

地区運営資金

■地区運営資金

36㌦×適用ロータリーレート×会員数（6/30付）
※内、1ドルは規定審議会分追加会費 

後期 35㌦×適用ロータリーレート×会員数（12/31付）
新入会員

ザ・ロータリアン誌
前期 12㌦×適用ロータリーレート×購読数
後期 12㌦×適用ロータリーレート×購読数

前期・後期または全期一括にて　目標額×会員数

ほかに特別寄付はその都度

但し、中途入会者は月額１部220円

（株式会社 プレスアート）

三井住友銀行
新宿通支店
普通預金６７３３２４４
口座名 ： 国際ロータリー
　　　   日本事務局

三井住友銀行　京橋支店
普通預金0920373
口座名 ： 公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会
ザイ）ロータリーヨネヤマ
キネンショウガクカイ

三井住友銀行
赤羽支店　普通預金
3978101
口座名 ： 公益財団法人
　　  ロータリー日本財団

ロータリー財団寄付金 全期

150㌦目標×適用ロータリーレート×会員数
（各クラブ提出の目標にそってご送金願います）

＊ RIの目標は一人100ドルですが、日本はクリアして
   いるので150ドルで設定しています。

米山記念奨学会
寄付金（豆辞典参照）

前期・後期ともに各クラブにて一人当たりの金額を決めていただき、
前年度を下回らない金額（会員数分）でお願いします。
（7月1日付、1月1日付）

人頭分担金
（一人当たり）

前期

比例人頭分担金 新入会員をRIへ報告(My Rotaryより)することにより、
都度加算される。

ロータリーの友購読料

七十七銀行　宮町支店
普通預金5024076
口座名：国際ロータリー
　　　 第2520地区
          ガバナー事務所
         代表幹事  星 毅

１．一般会計

前期 12,500円×会員数

後期 12,500円×会員数

区　分 内　　容 送 金 先

前期については会員数2021年7月1日
付、後期は2022年1月1日付で送金願
います。送金期限は前期2021年7月
20日、後期2022年1月20日です。

・ RIより各クラブへ請求書（メー  
  ル）が送られてくるので、上記      
  口座へ送金する。
・メールアドレスの登録がない  
  クラブは後日郵送されます。

送金後、『公益財団法人ロータリ
ー日本財団寄付送金明細書」に記
入の上、RI日本事務局財団室宛に
E-mailまたはFAXしてください。

「Rの友」より各クラブへ送
付の請求書を確認後、送金
願います。

寄付全般（クラブ寄付・地区
寄付・ポリオプラス・補助金・
恒久基金など）

前期 1,320円×購読数
後期 1,320円×購読数

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

1．真実か　どうか
2．みんなに公平か
3．好意と友情を深めるか
4．みんなのためになるか　どうか

今より450年を遡る戦国時代、一人の英雄がこの世に

生を受けた。仙台の町を開いた伊達政宗。

慶長5年の暮れ、青葉山の上に立ち、原野を見下ろす政宗。

そのとき彼は34歳、胸中去来したものは何であったか。

ロータリーの目的は、意義ある事業の
基礎として奉仕の理念を奨励し、これを
育むことにある。具体的には、次の各
項を奨励することにある。

知り合いを広めることによって
奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、
役立つ仕事はすべて価値ある
ものと認識し、社会に奉仕する
機会としてロータリアン各自の
職業を高潔なものにすること。

ロータリアン一人一人が、
個人として、また事業および
社会生活において、日々、
奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、
世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を
推進すること。

第 1

第 2

第 3

第 4

SERVE TO CHANGE LIVES

表紙写真提供

「ハイライトよねやま255号」が発行されました。米山記念奨学会
ホームページからPDFをダウンロードすることができます。
■今月のトピックス
●理事会開催報告
　―2022学年度は880人採用―
●第4代よねやま親善大使に　
　委嘱状を伝達
●寄付金速報
　 ―今年度は30日着金分まで―

●タイ米山学友会が総会を開催
●奨学生の安全を願って自転車
　をプレゼント！
●博士号取得状況
    http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

2021-2022年度 第2520地区ガバナー月信第1号をお届けいたし
ます。7月8日（木）より久慈ロータリークラブと種市ロータリー
クラブを皮切りに、鈴木俊一ガバナーの公式訪問がはじまり
ます。各クラブのみなさまにお会いできることを鈴木ガバナー
はじめ関係者一同心待ちにしております。また、事務局スタッフが
不慣れなため不手際が多いかもしれませんが、精一杯務め
させていただきますので、これから1年どうぞよろしくお願い
いたします。

お 知 ら せ 編 集 後 記

3 Governor's Monthly Letter　/ VOL.01 18Governor's Monthly Letter　/ VOL.01



2021年（令和3年）
場　　　所行　　　事日　程

月 日 曜日

11

12

3

4

5

6

12

12

12

5

21

日

日

日

日

日

ガバナーエレクト壮行会

地区資金収支決算・監査報告

諮問委員会

ロータリー研究会ならびに付随プログラム

米山記念奨学会りんご狩り

盛岡グランドホテル

盛岡グランドホテル

盛岡グランドホテル

東京都内

岩手県一関市近郊

岩手

岩手

岩手

東京

岩手

6 土 RLI パート2 Zoom オンライン会議宮城

12

5

29

16

9

3

27

日

日

日

土

土

日

日

岩谷堂ロータリークラブ創立６０周年記念式典

二戸ロータリークラブ創立６０周年記念式典

次年度地区研修・協議会

地区大会（～17日）

石巻南ロータリークラブ創立30周年記念式典

米山記念奨学会オリエンテーション

次年度会長エレクト研修セミナー

盛岡グランドホテル

仙台国際ホテル・仙台サンプラザ

江陽グランドホテル

盛岡グランドホテル

岩手

宮城

宮城

宮城

岩手

9

10 3

26

15

13

日

日

水

月

米山記念奨学会研修会

米山記念奨学会研修旅行

2022-23年度地区研修リーダーのセミナー（ＤＴＳ）

ＧＥＴＳ（～14日）

江陽グランドホテル

松島方面

東京都内

東京都内

宮城

宮城

東京

東京

4 土 RLI パート1 Zoom オンライン会議宮城

7

8
7

4
4

1

日

水

日

木

地区ロータリー財団・補助金管理セミナー

IAC年次大会（～5日）

伊藤智仁ガバナーならびにガバナー補佐慰労会

ガバナー・元・次期ガバナー懇談会

アイーナ（いわて県民情報交流センター）

中止

ホテル　紅葉館

グランドプリンスホテル新高輪

岩手

岩手

岩手

東京

1

2

20

13

12

6

21

15

日

日

土

日

土

土

諮問委員会・次年度地区チーム研修セミナー

米山記念奨学会奨学生歓送会

仙台青葉ロータリークラブ創立30周年記念式典

次年度ガバナー補佐会議

米山記念奨学会奨学生選考試験

米山記念奨学会奨学生選考試験

盛岡グランドホテル

江陽グランドホテル

盛岡グランドホテル

未定

アイーナ（いわて県民情報交流センター）

岩手

26 土 RLI パート3 仙台迎賓館  斎苑宮城

宮城

宮城

岩手

宮城

岩手

2022年（令和4年）

3

国際ロータリー第2520地区 2021-2022年度 地区行事日程表

77

76
75

7473

72

71

70

69

68

61 626057

56

55

54

5958

66 6763 6564 5352

5150

4746

45

44

49

48

4342

4140

3736

35

34

39

38

3332

3130

2726

2524 29

28

23 22

2120

171615

14

1918

1312

11

10

7654

98

3

2

1

第一分区
1 久慈 RC
2 二戸 RC
3 種市 RC
4 盛岡 RC
5 盛岡北 RC
盛岡西 RC6

盛岡南 RC
盛岡東 RC
盛岡中央 RC
盛岡西北 RC
盛岡滝ノ沢 RC

7

8

9

10

11

第四分区
32 釡石 RC
33 釡石東 RC
34

35 遠野 RC
大槌 RC

36 宮古 RC
37 宮古東 RC
38 山田 RC

第二分区
12 花巻 RC
13 花巻南 RC
14 花巻北 RC
15 北上 RC
16 北上西 RC

17 北上和賀 RC
18 岩谷堂 RC
19 前沢 RC
20 水沢 RC
21 水沢東 RC

第三分区
22 花泉 RC
23 平泉 RC

千廐 RC

24 一関 RC
25 一関中央 RC
26 大船渡 RC
27 大船渡西 RC
28 陸前高田 RC
29

30 気仙沼 RC
31 気仙沼南 RC

第五分区
39 石巻東 RC
40 石巻西 RC
41 石巻南 RC
42 栗駒 RC
43 築館 RC
44 佐沼 RC
45 若柳 RC

第八分区
68 岩沼 RC
69 名取 RC
70 亘理 RC
71 角田 RC
72 丸森 RC

73 白石 RC
74 白石北 RC
75 柴田 RC
76 村田 RC
77 大河原 RC

46 古川 RC
47 古川東 RC
48 岩出山 RC
49 加美 RC
50 大和 RC
51 松島 RC

52 塩釡 RC
53 塩釡東 RC
54 多賀城 RC
55 利府 RC
56 七ヶ浜 RC

第六分区

第七分区
57 仙台 RC

59 仙台青葉 RC
60 仙台冠 RC
61 仙台レインボーRC
62 仙台南 RC

仙台南・白石R衛星

63 仙台北 RC
64 仙台東 RC
65 仙台西 RC

58 仙台泉 RC

66 仙台宮城野 RC
67 仙台奥羽 RC

District 2520

wate areaI

iyagi areaM

SERVE TO CHANGE LIVES

Information from District 2520
海岸や河川の清掃活動にご協力ください。

　今年の2月に開催された国際協議会以後、私も含めて日本
全国のロータリアンの連絡会がzoomを通じて毎月2回、
LINEの意見交換が随時、行われております。
　その連絡会の中で、2820地区茨城県のガバナーから呼び
かけがありました。9月12日㈰に地球環境保全プロジェクト
『ロータリー奉仕デー』と設定して、2820地区茨城県内の全
55クラブが一斉に海岸清掃を行うそうです。予備の日として
は9月26日です。
　2820地区茨城県だけではなく、海岸清掃の趣旨に賛同し
て、活動を予定しているクラブもあります。他に日本全国で14の
地区と海外の21地区も同時に清掃奉仕活動を行う計画と伺
いました。
　おとなり2530地区福島県からも直接電話で呼びかけがあ
りました。福島県のロータリアンも同じ日に清掃活動を行う

そうです。『茨城県・福島県・宮城・
岩手の海岸や内陸の河川を一斉
に清掃しましょう。その活動を日本全国に広げて、世界中に
運動を広げましょう。』そのように言われております。
　当2520地区は、クラブごとの次年度予定は既に決定されて
いる状況から、海岸や河川・沼沢に馴染みの深いクラブへ
各々判断をお任せしたいと思います。
　クラブごとの予算や準備期間の問題もありますので、少人数
で、よろしいと思います。全国のロータリアンとの奉仕活動の
連帯感を味わいましょう。ロータリアン以外の方 と々の輪を
広げるきっかけかもしれません。
　もし9月12日に清掃奉仕活動を行うクラブがありましたら、
記録を取ってください。活動報告・写真等をガバナー事務所
までお願い致します。

ロータリー奉仕デー

（国際ロータリー第2520地区 2021-2022年度ガバナー 鈴木俊一）
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